
ᖚ者のᗵⷡを用したᣂဳ䉯シックアー䉼のア䊒䊨ー䉼

　ጊ口ᩕ二

᧲北・北ᶏ支部

New Gothic Arch Approach Using Patient’s Sense.

Yamaguchi E
Tohoku Hokkaido Branch

Ⅰ． 目的

　ᓥ᧪の䉯シックアー䉼法の原理をモデ䉞フ䉜䉟し，ᖚ

者のᗵⷡを用しながら᳓平的顎㑆㑐ଥの定をኈ

ᤃにする咬合ណ得装置「4ὐ咬合ធ⸅䊧䉳䊮䉳䉫」

を考᩺し⹜した．᭽䇱な䉬ースがሽする全部床

義歯∝において，本装置を用いた咬合ណ得が◲ଢ

法で♖ኒにおこな䈋たのかを，義歯装着の治療時㑆

から検⸽した．

　

Ⅱ． 方法

　全部床義歯装置をᔅ要とするή歯顎者で，ᓥ᧪法

での咬合ណ得が㔍しいと್ᢿされるᖚ者21名に，咬

合ႇに装着する4ὐの䊧䉳䊮⓭起を有する下顎用

䊧䉳䊮䊒䊧ートとフ䊤ットな上顎用䊧䉳䊮䊒䊧ートからな

る「4ὐ咬合ធ⸅䊧䉳䊮䉳䉫」（図1）を用いて咬合ណ

得をおこな䈉．咬合平㕙，咬合高ᓘを定した上下顎

咬合ႇに，咬合高ᓘを1䊚リ⒟ᐲ咬合上さ䈞て，上

下顎それ䈡れに䊧䉳䊮䉳䉫をワックスにて࿕定．ᕆ

ㅦ䉺ッ䊏䊮䉫ㆇേを行わ䈞，咬合⚕での咬合ធ⸅状

ᘒならびにᖚ者のᗵⷡを用しながら，䊧䉳䊮⓭起

部の咬合⺞ᢛを行䈉（図2）． これを➅りし，中ᔃ咬

合の定後にᣧᦼធ⸅を㒰する．また咬合ེ装

着に㓙してᔅ要な，後方ၮḰὐを⸥㍳する．

　対⽎ᖚ者の主治කに，治療後の検⸽ア䊮䉬ートを

実ᣉした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　主治කの検⸽ア䊮䉬ート（対⽎21名）において，⾰

1「ᓥ᧪法と比䈼義歯装着の治療時㑆は⍴❗しまし

たか」に対して，㽲はい20名（95㩼）　㽳いい䈋0名㽴䈬

ちらともい䈋ない1名（5㩼）であった．⾰2「それは⥃

床的なή⺞ᢛ装着の範囲と⸒䈋ますか」のいに，

㽲はい18名（85.7㩼）㽳いい䈋1名（4.8㩼）㽴䈬ちらとも

い䈋ない2名（9.5㩼）であった．

以上のア䊮䉬ート結果から，咬合ណ得のᣂဳ装置が

ᓥ᧪法に比䈼，義歯装着の治療時㑆の⍴❗に⽸献

したと⸒䈋るが，∝ᢙが少なく科学的ᅷ当性の高い

䉣䊎デ䊮スとは⸒䈋ない．

　「4ὐ咬合ធ⸅䊧䉳䊮䉳䉫」は4ὐ支持のため咬合

床の定性が⦟く，咬合の⺞和・ਇ⺞和を䉳䉫ធ⸅

㕙からⷞⷡ化できる．咬合支持ၞのᖚ者ᗵⷡを用

しながら，疑似ྨ状ᘒで೨方方Ṗㆇേの咬合

⺞ᢛが可能である．咬合ណ得時に，咬合ႇ㑆が加圧

されない状ᘒで，咬合ႇ㑆が࿕定できる．そのこと

で，᳓平的顎㑆㑐ଥの定をኈᤃにすることができ，

より♖ኒな3次元的な咬合ណ得が可能になったと考䈋

る.

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．）

　

　

図1　装置要

図2　ᖚ者ᗵⷡを用した᳓平的顎㑆㑐ଥの定

方法
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全部床義歯装着時の口蓋粘膜内の応力解析
FEAを用いた最適リリーフ法の確立
　○向井友子，　佐藤裕二，　北川　昇，　下平　修，　磯部明夫，　二宮里実，　大森友花，　原　聰

昭和大学歯学部高齢者歯科学講座

Analysis of palatal mucosal stress under complete denture
Establishment of optimal relief method with FEA
Mukai T, Sato Y, Kitagawa N, Shimodaira O, Isobe A, Ninomiya S, Omori T, Hara S
Department of Geriatric Dentistry, Showa University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　咬合圧支持の主体が粘膜である全部床義歯治療に

おいて，粘膜性状を客観的に評価することは極めて

重要である．そこで当講座では，上顎全部床義歯を

想定した疑似口蓋床で，粘膜の物理的性状（弾性

率・厚さ）と荷重量を同時に測定可能な装置を開発¹⁾

し，有歯顎者の疼痛発生時の口蓋粘膜を測定した．

さらに，口蓋粘膜と疑似口蓋床の三次元有限要素モ

デルを構築し，有歯顎者の疼痛発生噛みしめ時にお

ける口蓋粘膜内の応力分布を解析した．

　本研究では，疼痛回避のためリリーフを要すると思

われる応力値を設定し，その値以上の応力が生じた

範囲をリリーフすることによる口蓋粘膜の応力分布状

況を評価した．

　

Ⅱ． 方法

　被検者は著明な口蓋隆起がなく，口蓋粘膜に異常

を認めない有歯顎者1名とした．先行研究で得られた

この被検者の口蓋粘膜厚さ・弾性率を用いて，三次

元有限要素解析ソフトウェアにより口蓋粘膜モデルを

構築した．

　本研究では，被検者の疼痛発生時噛みしめ力であ

る111 Nで荷重後，口蓋粘膜モデル内の応力分布を

解析し，段階的に設定した応力値「0.04 MPa以上」

「0.06 MPa以上」「0.08 MPa以上」「0.1 MPa以上」「0.

14 MPa以上」の範囲を0.25 ㎜の厚さでリリーフし，そ

の変化を「リリーフなし」，「口蓋正中部に幅10㎜の

シートワックス約1枚分（リリーフ量0.25 ㎜）」と比較検

討した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　111 Nの荷重下で0.04 MPa以上の範囲のリリーフ

（図1）は広範囲に高い応力値の分布を認めた．一

方，0.14 MPa以上の範囲のリリーフ（図1）では応力値

の均等化を認めた．図2は，リリーフなしに対する0.

04 MPa以上および0.14 MPa以上リリーフした時の各

応力値の体積割合を示す．リリーフなしの各応力値の

体積を100 ％とした場合，0.18MPa以上の体積は0.

04 MPa以上の範囲をリリーフものが約600 ％に増加

し，0.14 MPa以上をリリーフしたのものが約50 ％に減

少した．すなわち，0.04 MPa以上の範囲をリリーフす

ると，却って疼痛発生の可能性が高まる結果となっ

た．

　以上から，適切な応力値の範囲のリリーフによりリ

リーフする応力値を最適化することで口蓋粘膜に均

等に応力を分散できる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Tanaka S, Sato Y, Kitagawa N et al. Effect of
Relief at the Median Palatal Plate on Denture-
supporting Ability.J Prosthodont Res 2017; 7(4):
117-123.

　

　

図1　口蓋粘膜内の応力分布

図2　リリーフなしに対する口蓋粘膜内の応力分布

割合
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義歯ᷡに対するᗧ⼂⺞ᩏ
⼔ᣉ設の⡯ຬ䈻のア䊮䉬ート⺞ᩏ
　○ᷰㆻ　⺬　　

㪈㪀，　᧖ᶆ有૫子　　

㪈㪀，　原　Ḻ　　

㪈㪀，　⿷立ことの　　

㪈㪀，　ጊ本ኡ明　　

㪈㪀，　三ベବᄥ　　

2㪀，　⍹↰　ஜ　　

2㪀，
　ጤၳ正ବ　　

㪈㪀，　ㇺየ元ት　　

㪈㪀

　

㪈㪀ᦺᣣ大学歯学部口⣧ᯏ能修ᓳ学講座歯科✄分㊁，　

2㪀㑐支部

Questionnaire survey of denture cleaning
In staff of care facility
Watanabe R1), Sugiura Y1), Sakakibara K1), Adachi K1), Yamamoto H1), Miwa S2), Ishida K2), Iwahori M1),
Miyao M1)

1)Department of Prosthodontics Division of Oral Function Sciences and Rehabilitation., Asahi University
School of Dentistry., 2)Kansai Branch

Ⅰ． 目的

　ᚒが࿖の高齢化率は平ᚑ30ᐕᐲで28.1㩼1）と増加し

ており㪃 それにともない要⼔認定される高齢者も増

加の一ㅜをた䈬っている. 高齢者のᱫ原࿃の╙4

となる⢖Ἳの約7割は75ᱦ以上の高齢者であり㪃 また

その7割以上が⺋ྚ性⢖Ἳであるといわれている. こ

れを੍㒐するためには㪃 ᱷሽ歯の䉬アのみなら䈝義

歯のᷡに対しても重要性が高いと考䈋られる. しか

し㪃 䈵とたび⼔状ᘒになると義歯の▤理はᚲ有者

本ੱではなくኅᣖ䉇ഥ者の╙3者が行䈉ことがᄙ

い. これまでは要⼔者の口⣧と義歯の▤理は㪃 一定

量⍮⼂のある∛㒮で⋴⼔Ꮷ等によって行われてきた

が㪃 後はੱຬਇ⿷により㪃 ⠧ੱ䊖ー䊛䉇․㙃⼔

⠧ੱ䊖ー䊛な䈬の⼔ᣉ設⡯ຬもそのᓎ割をᜂって

いくᔅ要があると考䈋られる.

　そのため本研究は後の義歯䉬アの᥉と᳓Ḱ向

上のための一ഥとして㪃 ․㙃⼔⠧ੱ䊖ー䊛の⡯ຬ

にア䊮䉬ート⺞ᩏによるᗧ⼂⺞ᩏを行い㪃 ⧯ᐓの⍮

を得たためႎ๔する.

　

Ⅱ． 方法

　⺞ᩏද力の得られたጘ㒂⋵と㐳㊁⋵にある․㙃

⼔⠧ੱ䊖ー䊛5ᣉ設の⡯ຬ（ක療⡯をわ䈝）全ຬに

ή⸥名にて義歯に対する⍮⼂に䈧いてア䊮䉬ートを

行った.ᦼ㑆は㪃 2019ᐕの4から10にかけて332ੱ

を対⽎とした. 回╵はන一回╵ᒻᑼ（二㗄ㆬᛯ回╵

ᒻᑼと一部はή限ᑼⶄᢙ回╵ᒻᑼ）で行った.

　⾰㗄目は㽲性㪃 㽳ᐕ齢㪃 㽴⼔に㑐わる⾗

ᩰ㪃 㽵⡯する以೨の義歯⚻㛎㪃 㽶ᣉ設でのൕ⛯

ᐕᢙ㪃 㽷᥉段ᣉ設内で口⣧内および義歯に⸅れるᯏ

ળがあるか㪃 㽸講Ṷ㪃 ീᒝળ等で「義歯の用に䈧い

て」ᢎわったことがあるか㪃 㽹「義歯䉬ア」に䈧いての

㔀または本を⺒䉖䈣ことがあるか㪃 㽺口⣧䉬アと⢖

Ἳのリスクには㑐ଥがあることを⍮っているか㪃 㽻義歯

の着⣕方法を⍮っているか㪃 㽼ク䊤ス䊒がある義歯を

ᄖしたことがあるか㪃 㽽義歯定を⍮っているか㪃 㽾

ዬ者に義歯定を用したことがあるか㪃 㽿義歯

のᷡ法を⍮っているか㪃 㾀義歯のᷡをしたことが

あるか㪃 また䈬のよ䈉にᷡしているか㪃 㾁義歯ᵞᵺ

を⍮っているか㪃 㾂義歯ᵞᵺの目的䉇ല果を⍮っ

ているか㪃 㾃義歯䊑䊤シを⍮っているか㪃 㾄義歯䊑䊤

シをったことはあるか㪃 㾅各⒳義歯䊑䊤シの⍮⼂㪃

用⚻㛎㪃 の20㗄目を⺞ᩏした.

　また㪃 得られた結果に䈧いて⛔⸘解析として䊨䉳ス

䊁䉞ック回Ꮻ分析を行い㪃 有ᗧ᳓Ḱは5㩼とした.

　

Ⅲ． 結果と考察

　332名の䈉ち290名の回╵が得られ㪃 回╵率は87.3％

であった. ↵性60名㪃 ᅚ性222名㪃 ᧂ回╵8名であっ

た. 義歯に⸅れる⡯ຬの↵ᅚᏅは認めなかった.ᐕ齢

は10ઍから60ઍ以上までᄙくのᐕઍがᓥしていた

がൕ⛯ᐕᢙは5ᐕᧂḩが56.9％と最もᄙかった. 有

⾗ᩰは⼔჻が全体の67.6％で最もᄙかった.

ᣉ設に⡯する೨に義歯をみたことあるੱは91.0％

にもおよび㪃 その䈉ち以೨の⡯場䉇ኅᣖ内でとい䈉回

╵が79.2％をභめた. 実㓙にᣉ設内で義歯に⸅れる

⡯ຬは全体の84.5％であり㪃 実㓙にീᒝળな䈬で義

歯䉬アに䈧いてᢎわったことがあるのは53.1％であ

り㪃 ਔ者に有ᗧに㑐ㅪを認めた. 口⣧䉬アと⺋ྚ性⢖

Ἳとの㑐ଥを⍮っているੱは93.7㩼に㆐したが㪃 義歯

䉬アの㔀䉇本を⺒䉖でいるੱは28.6％であった.

　⡯以೨から義歯を⍮っているੱᢙがᄙく㪃 の

高齢␠ળと⼔状ᘒの高齢者におけるᰳ៊✄と

してᄙくの義歯が用されていることを確認できた. た

䈣しᣉ設内でのᬺോはᄙጘにわたるため㪃 口⣧ᷡ

䉇義歯䉬アに㑐ᔃがあっても時㑆がかけられないの

が状である. そのためこのよ䈉なᣉ設に向けた義歯

䉬アのၮḰ・方㊎な䈬の確立・ᜰዉがᔅ要であると考

䈋る. 後もᣉ設⡯ຬには義歯䉬アに対する状況ᛠ

ីはᔅ要ਇ可ᰳであると同時に㪃 一⥸の方にも義歯

のᖱႎを⍮さ䈞ていかなくてはならないと考䈋られ

る. そのため一⥸の方にも⺞ᩏも行い㪃 義歯に対する

⍮⼂の状をᛠីするᔅ要があると考䈋られる.

　

Ⅳ． 文献

1） 和元ᐕ 高齢␠ળ⊕ᦠ:高齢化の状と᧪

.2019;1.
　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺ᦺᣣ大学歯学部୶理ክᩏᆔຬળ，ᆔຬળ

⇟ภ䋺11000341，ᛚ認⇟ภ䋺30016）
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口⣧内ス䉨䊞䊅による部分歯ᰳ៊デー䉺の部分的ᡷ変が
デー䉺の♖確ᐲに䈿すᓇ㗀
　○ဈ本一生，　和↰ᷕ一㇢，　⪲ጊඳᎿ，　ᣂ井⾆，　⍹ጟ↱理૫，　⧯ᨋೣᐘ

᧲੩ක科歯科大学大学㒮ක歯学✚合研究科 部分床義歯✄学分㊁

Influence of partially data modification using intraoral scanner on accuracy of digital data of partially
edentulous dental arch
Sakamoto K, Wada J, Hayama H, Arai Y, Ishioka Y, Wakabayashi N
Department of Removable Partial Prosthodontics, Graduate School of Dentistry, Tokyo Medical and Dental
University

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，可᠗性義歯䈻のデ䉳䉺ルᛛⴚの応用がㅴ

み，․に全部床義歯に㑐するႎ๔がᄙくなされてい

る．一方で，部分床義歯に㑐するႎ๔はᧂ䈣少な

い．ᓥ᧪，研究用ᮨဳ上での設⸘をもとに೨ಣ置

を行っていたが，శ学ශ⽎を応用すれ䈳䉼ェア䉰䉟䊄

で構築したス䉨䊞䊮デー䉺上で設⸘を行い，これに

ၮ䈨きහᣣでの೨ಣ置が可能である．ᓥ᧪法と同᭽

に，೨ಣ置೨後でශ⽎ណ得を行䈉ᔅ要があるが，೨

ಣ置部のみをౣᓇすることで，⸻療時㑆⍴❗䉇

ᖚ者の⽶ᜂシ減に❬がる．しかし，部分的なౣᓇ

がス䉨䊞䊮デー䉺の♖確ᐲに䈿すᓇ㗀は明らかで

ない．本研究では，口⣧内ス䉨䊞䊅のᓇで得られた

部分ᰳ៊歯デー䉺における，部分的ౣᓇ೨後の

⌀ᐲを，ౣᓇの部および範囲を変䈋比較した．

　

Ⅱ． 方法

　ၮḰᮨဳには，Ꮐ下56，ฝ下67のᰳ៊を有する下

顎KennedyⅡ⚖䊧䉳䊮顎ᮨဳ㩿E50-528，䊆ッシ䊮㪀

を用いた．口⣧ᄖス䉨䊞䊅㩿ATOS TripleScan 16M，

GOM㪀を用いてၮḰᮨဳをSTLデー䉺化し，これをၮ

Ḱデー䉺㩿Reference data，以下Ref-D㪀とした．口⣧内

ス䉨䊞䊅㩿TRIOS® 3㪃3Shape㪀を用いてၮḰᮨဳをSTL
デー䉺化し，これをᡷ変೨デー䉺㩿Unmodified data，

以下UM-D㪀とした．部分的ᡷ変は，䉮䊏ーしたUM-D
デー䉺上で，部分床義歯の3䈧の支บ歯（Ꮐ下4，Ꮐ

下7，ฝ下5）の䈉ち1歯を㒰し，㒰部のみのౣ

ᓇならびにSTLデー䉺のౣ構築を行った．ౣᓇ

の範囲は，支บ歯の歯全体および೨ಣ置部のみ

の2⒳㘃とし，歯全体に対するౣ構築デー䉺

（Fully modified data，以下FM-D），೨ಣ置部のみ

に対するౣ構築デー䉺（Partially modified data，以下

PM-D）を得た．䉰䊮䊒ルᢙは，支บ歯䈗とに，UM-

D，FM-D，PM-Dを各5䈧䈝䈧とした．得られたデー

䉺を，3次元↹解析ソフトウェア（Geomagic Control
X，3D Systems）を用いてRef-Dと重䈰合わ䈞，Ref-
Dと各デー䉺のᏅ分をRMS値として評価した（図）．重

䈰合わ䈞には䊔ストフ䉞ット法を用いた．支บ歯䈗と

に，UM-D，FM-D，PM-D㑆でRMS値の平均値を比

較した．⛔⸘解析には，フリー䊄䊙䊮検定および䊕ア

ワ䉟䉵比較を行った．有ᗧ確率は5㩼とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　Ref-Dに対するRMS値を比較したとこ䉐，ス䉨䊞䊮

デー䉺全体のRMS値は3䈧の支บ歯ともに，UM-D，

FM-D，PM-D㑆に有ᗧᏅを認めなかった．また，ౣ

ᓇした支บ歯のみにおけるRMS値の平均値を

Ref-Dと比較したとこ䉐，Ꮐ下4およびฝ下5において

はUM-D，FM-D，PM-D㑆に有ᗧᏅを認めなかっ

た．一方，ቅ立歯であるᏀ下7では，UM-Dおよび

PM-Dと比較し，FM-DにおいてRMS値が有ᗧに大き

い値を示した．以上より，部分床義歯の支บ歯に対す

る೨ಣ置後の部分的ౣᓇがス䉨䊞䊮デー䉺の⌀ᐲ

に䈿すᓇ㗀は大きくないものの，ቅ立した支บ歯で

はᓇ㗀が比較的大きいことが示唆された．本研究の

結果より，部分床義歯に対する೨ಣ置を行った後，

設⸘のために得たス䉨䊞䊮デー䉺に対して，支บ歯の

みをౣᓇしᡷ変することは，⌀ᐲの観ὐからは⥃床

応用可能なᚻᛛであると考䈋られる．また，ቅ立歯を

䉃∝ではౣᓇ時のトリ䊚䊮䉫範囲を可的にዊ

さくすることで⌀ᐲの向上がᦼᓙできるものの，デー䉺

の♖ᐲ䉇ቢᚑ義歯の適合に対するᓇ㗀に䈧いては

後の検⸽がᔅ要である．

　

図．各デー䉺とRef-D㑆のRMS値の▚法
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化学重合䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄のデ䊠アル䉨䊠ア化の検討

　○ศ原ਭ⟤子　　

㪈㪃2㪀，　㐳ጟ♿ᐘ　　

㪊㪀，　ᳯ正㇢　　

㪋㪀，　ਣየᐘᙗ　　

㪌㪀，　川ᖗ㇢　　

㪌㪀，　ศ↰㕏ᒄ　　

㪍㪀

　

㪈㪀࿖立研究開発法ੱ↥ᬺᛛⴚ✚合研究ᚲஜᐽᎿ学研究部㐷，　

2㪀ጟጊ大学大学㒮ක歯⮎学✚
合研究科∛理学（∉∛理），　

㪊㪀ጟጊ大学歯学部先┵㗔ၞ研究䉶䊮䉺ー，　

㪋㪀ጟጊ大学大学㒮ක
歯⮎学✚合研究科生体᧚ᢱ学，　

㪌㪀ጟጊ大学∛㒮咬合・義歯✄科，　

㪍㪀北ᶏ大学歯学研究㒮
生体᧚ᢱᎿ学
Examination of dual cure system of chemical cure universal adhesive

Yoshihara K1,2), Nagaoka N3), Irie M4), Maruo Y5), Nishigawa G5), Yoshida Y6)

1)Health Research Institute, National Institute of Advanced Industrial Science and Technology (AIST), 2)

Department of Pathology & Experimental Medicine, Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 3)Advanced Research Center for Oral and Craniofacial Sciences,
Okayama university Dental School, 4)Biomaterials, Okayama University Graduate School of Medicine,
Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 5)Department of Occlusion and Removable Prosthodontics,
Okayama University Hospital, 6)Department of Biomaterials and Bioengineering, Graduate School of
Dental Medicine, Hokkaido University

Ⅰ． 目的

　歯⾰のみなら䈝䉳ル䉮䊆ア，㊄ዻ，䉧䊤ス䉶䊤䊚ック

にធ着できる䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄が主ᵹとなってい

る．䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄は，䈾と䉖䈬がశ重合䉺䉟䊒の

䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚である．しかし，䉳ル䉮䊆ア，㊄ዻの

✄物では，శᾖེによるశがච分にㅘㆊしないた

めに重合ਇ⦟を起こすことがᜰ៰されており，化学重

合ဳの䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄が発ᄁされている化学重

合ဳは，శ重合ဳに比䈼重合開ᆎの䉮䊮ト䊨ールが

㔍しい．本研究では，化学重合ဳ䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮

䊄にశ重合⸅ᇦをᷝ加し，歯⾰のធ着と重合率の測

定からデ䊠アル䉨䊠ア化の可能性を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　䉰䊮䊒ル㪑化学重合ဳ䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄とし

て，䊗䊮䊄䊙ー䊤䉟ト䊧ス（トク䊟䊙デ䊮䉺ル，᧲੩）を

用した．䊗䊮䊄䊙ー䊤䉟ト䊧スの䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚に，శ

重合⸅ᇦを1w㩼ᷝ加した．これを⹜デ䊠アル䉨䊠ア

䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄とした．また，比較として䊗䊮䊄

䊙ー䊤䉟ト䊧スとス䉮ッ䉼䊗䊮䊄䊡䊆䊋ー䉰ル（3M）を

用した．

　歯⾰ធ着ᒝさ㪑ጟጊ大学生୶理ᆔຬળのᛚ認を

ฃけた㩿研1606-020㪀ᛮ歯を用いた．ᛮ歯の⽎

⾰部を㔺さ䈞，㩺600SiC研⏴⚕で研⏴した．⋥ᓘ3.

6 mmx高さ2mmの䊁フ䊨䊮モール䊄リ䊮䉫を置き，その

中に䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚をႣ布し，䉣アー䊑䊨ー後，䉮䊮

䊘䉳ット䊧䉳䊮をలႯし，శᾖを40⑽行った．⹜ᢱ

は20し，ඨ分はశᾖ1分後に，ᱷりのඨ分は

37㷄にて24時㑆▤後，䈞䉖ᢿ⹜㛎を行った．

　重合率測定㪑ATR䉶ルの上に，䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚をႣ

布し，䉣アー䊑䊨ー後，⹜デ䊠アル䉨䊠ア䊡䊆䊋ー

䉰ル䊗䊮䊄とス䉮ッ䉼䊗䊮䊄䊡䊆䊋ー䉰ルはశᾖ10
⑽を行い，1分後の重合率をFTIRにて測定した．䊗䊮

䊄䊙ー䊤䉟ト䊧スは䉣アー䊑䊨ー後1㪃 2㪃 5㪃 10分後の重

合率を測定した．

　ធ着⇇㕙観察㪑ᛮ歯にそれ䈡れの䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚

をႣ布し䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮をలႯしశᾖした䉰䊮䊒

ルをし，その⇇㕙をㅘㆊ㔚子㗼ᓸ㏜で観察し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　歯⾰ធ着ᒝさ㪑1分後のធ着ᒝさは，శ重合⸅ᇦ

有の⹜デ䊠アル䉨䊠ア䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄とス䉮ッ

䉼䊗䊮䊄䊡䊆䊋ー䉰ルに比䈼，化学重合ဳの䊗䊮䊄

䊙ー䊤䉟ト䊧スは有ᗧにធ着ᒝさがૐかった．24時㑆

後，䊗䊮䊄䊙ー䊤䉟ト䊧スはធ着ᒝさが向上したもの

の，శ重合⸅ᇦ有の⹜ຠに比䈼ធ着ᒝさがૐ

かった．

　重合率測定㪑1分後の重合率は，శ重合⸅ᇦ有の

⹜デ䊠アル䉨䊠ア䊡䊆䊋ー䉰ル䊗䊮䊄とス䉮ッ䉼䊗

䊮䊄䊡䊆䊋ー䉰ルに比䈼，化学重合ဳの䊗䊮䊄䊙ー䊤

䉟ト䊧スは有ᗧにૐかった．5-10分の㑆に䊗䊮䊄䊙ー

䊤䉟ト䊧スの重合率がᓢ䇱に上昇した．

　ធ着⇇㕙観察㪑い䈝れの䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚も，hybrid
layerをᒻᚑしᒝ࿕なធ着⇇㕙が観察された．

　考察㪑ធ着ᒝさと重合率測定から，化学重合ဳ䊗䊮

䊄䊙ー䊤䉟ト䊧スは，重合がశ重合ဳに比䈼てㆃいた

め，ធ着⋥後のធ着ᒝさがૐいと考䈋られた．時㑆の

⚻ㆊとともに化学重合ဳ䊗䊮䊄䊙ー䊤䉟ト䊧スの重合

率は上昇する．しかし，24時㑆後のធ着ᒝさがૐかっ

たのは，1分後に᳓中ᶐẃしたために，ච分な重合が

得られない䈉ちに᳓による重合㒖ኂが起きたとផ察で

きる．化学重合ဳ䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚は，శᾖがዯきに

くいとこ䉐に対して有ലである．一方で，శᾖによる

ᕆㅦな重合が得られないために，ೋᦼのធ着ᒝさが

得られにくい．またធ着ᠲ⋥後に，ໜᶧな䈬による

重合㒖ኂのᓇ㗀をฃけ䉇すいことがផ察され，デ䊠ア

ル䉨䊠アဳがより有ലと考䈋られる．

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺ጟጊ大学⥃床研究ክᩏኾ㐷ᆔຬળ，ᆔຬ

ળ⇟ภ䋺28，ᛚ認⇟ภ䋺研1606-020）
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荷重⽶荷を䈉➅りし着⣕が㊄ዻ積ጀㅧᒻでしたク䊤
ス䊒の⛽持力に䈿すᓇ㗀
　○㊁ᄥ，　加藤⧐実，　和㆐重㇢，　↰ဈᓆⷙ，　ጊ下⑲一㇢

᧲੩歯科大学䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ー✄学講座

Influence of repeated insertion/removal test under load condition on retentive force of clasp fabricated by
metal additive manufacturing.
Tomono K, Kato Y, Wadachi J, Tasaka A, Yamashita S
Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　3D䊒リ䊮䉺のᛛⴚ発ዷにより，㊄ዻ☳ᧃを䊧ー䉱ー

にてṁⲢし積ጀする方法（Selective Laser Sintering㪑

SLS）でዪ部床義歯の支บ装置をすることが可能

となった．これまでSLSでした義歯支บ装置の➅

りし着⣕による⛽持力の変化に䈧いてはႎ๔がな

されているが，ੱᎿ歯部䈻⽶荷されるᯏ能力が支บ

装置の⛽持力およびᒻᘒの変化に䈿すᓇ㗀に䈧

いてはਇ明であった．本研究では，ᯏ能力を想定し

た荷重の⽶荷がSLSでしたク䊤ス䊒の⛽持力に

䈿すᓇ㗀を明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　支บ歯は下顎Ꮐ╙二ዊ⥓歯をᮨした歯ᒻᘒと

し，CAD用ソフトウェア（Dental system，3shape，

Copenhagen，Denmark）を用いて設⸘した．㆙ᔃ㓞ធ

㕙に䉧䉟䊄䊒䊧ー䊮を，咬合㕙の㆙ᔃに䊧ストシートを

設定した．そのデー䉺から䉮䊋ルトク䊨䊛（Co-Cr）☳ᧃ

を用いてSLSにてㅧᒻしたものを支บ歯の⹜ᢱとし

た．支บ装置は䉣ー䉦ースク䊤ス䊒とした．支บ歯の

3Dデー䉺上で設⸘し，得られたデー䉺からCo-Cr☳ᧃ

でSLSにてク䊤ス䊒（SLS-c）をㅧᒻした．䉮䊮ト䊨ール

として，同デ䋭䉺から䊧䉳䊮䊌䉺ー䊮をㅧᒻし，Co-Cr
にて㍌ㅧしたク䊤ス䊒（Cast-c）をした．支บ歯を

10し，それらに適合するSLS-cとCast-cのク䊤

ス䊒をそれ䈡れ5⹜ᢱ䈝䈧した．実㛎は，最ೋに

ਁ能⹜㛎ᯏ（Autograph AG100N，ፉᵤᚲ，੩

ㇺ，ᣣ本）を用いてೋᦼ⛽持力を⸘測した．その後，

支บ装置の➅りし着⣕を⸘10㪃000回行った．➅り

し着⣕⹜㛎開ᆎ後の⛽持力測定は，1㪃000回Ფに行っ

た．本⹜㛎には加藤らのႎ๔¹⁾による治ౕシス䊁䊛と

➅りし着⣕⹜㛎ᯏ（TDC-Ykp，ᣣ本䊜ック，᧲੩，

ᣣ本）を用した．荷重᧦ઙは，支บ装置の装着荷

重を49N，咬合力⋧当の荷重を196Nとした．ᒻᘒ変

化の⸘測のために，➅りし着⣕೨と10㪃000回⚳ੌ

後に3Dス䉨䊞䊅ーを用いてデー䉺をข得した．得られ

たデー䉺から重䈰合わ䈞とᒻ状Ꮕ分ಣ理を行い，二

ਸ਼平均平方ᩮを▚した．ೋᦼ⛽持力に対する➅り

し着⣕1㪃000回Ფの⛽持力の比較を，一元㈩置分

散分析とBonferroniのᄙ重比較検定により行った．ま

た，➅りし着⣕೨後のᒻᘒ比較をMann-Whitneyの

U検定にて行った．有ᗧ᳓Ḱは0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SLS-cの⛽持力は，ೋᦼ⛽持力から➅りし着⣕1㪃

000回後に約40㩼減少し，その後は定した⛽持力を

持し（図），Cast-cと同᭽の向を示した．ೋᦼ⛽持

力と1㪃000回以㒠す䈼ての⛽持力との㑆で有ᗧᏅを

認めたが，1㪃000回から10㪃000回までの⛽持力の㑆に

は有ᗧᏅを認めなかった．SLS-cのᒻᘒ変化に䈧い

ては，➅りし着⣕೨後で約0.02mmの変を認めた

が，Cast-cとの㑆には有ᗧᏅを認めなかった．

　以上から，ク䊤ス䊒にᯏ能力を想定した荷重を⽶荷

した場合，SLSでしたク䊤ス䊒の⛽持力の変化

は，ᓥ᧪の㍌ㅧでしたク䊤ス䊒と同等であり， 1㪃

000回までにク䊤ス䊒アー䊛変ᒻ䉇アー䊛内㕙と支บ

歯㕙に⠻の生じる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） 加藤⧐実，↰中┨，↰ဈᓆⷙ䈾か．義歯支บ

装置䈻の荷重᧦ઙをઃ加した➅りし着⣕⹜㛎

ᯏの開発．ᣣ本✄歯科学ળ╙128回学ⴚ大ળ

䊒䊨䉫䊤䊛・ᛞ㍳㓸2019䋻139.

　

図　SLS-cとCast-cの⛽持力の減率
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㊄ዻ積ጀㅧᒻでઃਈした䊤䊁䉞ス構ㅧが䉮䊋ルトク䊨䊛合㊄
のᯏ᪾的․性に䈿すᓇ㗀
　○ጟ㊁ᣣᄹ　　

㪈㪀，　↰ဈᓆⷙ　　

㪈㪃㪊㪀，　᧻᳗　ᥓ　　

2㪃㪊㪀，　ጊ下⑲一㇢　　

㪈㪀

　

㪈㪀᧲੩歯科大学䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ー✄学講座，　

2㪀᧲੩歯科大学解೬学講座，　

㪊㪀᧲੩歯科
大学口⣧科学研究䉶䊮䉺ー
Effect of lattice structure on mechanical properties of Co-Cr alloy fabricated by selective laser sintering.

Okano H1), Tasaka A1,3), Matsunaga S2,3), Yamashita S1)

1)Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Department of Anatomy,
Tokyo Dental College, 3)Oral Health Science Center, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，㊄ዻ☳ᧃを䊧ー䉱ーにて積ጀする方法

（Selective Laser Sintering 㪑 SLS）により，ዪ部床義歯

の䊜䉺ルフ䊧ー䊛ワークのが可能となった．SLSで

した䉮䊋ルトク䊨䊛（以下Co-Cr）合㊄は，ᓥ᧪の

㍌ ㅧ 法 䉇 䉮 䊮 䊏 䊠 ー 䉺 ᢙ 値  ᓮ さ れ た 方 法

（Computer Numerical Control䋺CNC）で䊚リ䊮䉫して

したものと比較して，ఝれたᓸ⚦構ㅧ䉇ᯏ᪾的․

性を示すことがႎ๔されている1㪀．また，SLSは㍌ㅧ䉇

CNC䊚リ䊮䉫ではਇ可能なⶄ㔀なᒻ状䉇内部構ㅧを

ઃਈすることが可能である．　

　本研究はシ量か䈧高ᒝᐲの䊜䉺ルフ䊧ー䊛ワークの

を目ᮡとし，SLSでઃਈした䊤䊁䉞ス構ㅧがCo-

Cr合㊄のᯏ᪾的․性に䈿すᓇ㗀を検討することを

目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　䉻䊮䊔ル状⹜㛎 の3Dデー䉺の設⸘を，JIST6004
にၮ䈨きGeomagic Freeform（3D SYSTEMS␠）を

用いて行った．設⸘デー䉺より，以下の4⒳㘃の⹜㛎

 をした䋻㽲ワックス䊌䉺ー䊮をし㍌ㅧしたも

の（以下 Cast ），㽳 Co-Cr デ䉞スクを切加Ꮏᯏ

（RPX500DSC，Roeders␠）により䊚リ䊮䉫したもの

（以下Milling），㽴Co-Cr☳ᧃを㊄ዻ☳ᧃ積ጀㅧဳᯏ

（EOSINT M270，EOS␠）によりㅧᒻしたもの（以下

SLSల実ဳ），㽵⹜㛎 内部に幅1.2mmのⷺᒻの

䊤䊁䉞ス構ㅧを設⸘し（図），積ጀㅧᒻしたもの（以下

SLS䊤䊁䉞スဳ）．⹜ᢱは以上4᧦ઙで5䈝䈧し

た．♖ኒਁ能⹜㛎ᯏ（䉥ート䉫䊤フ AG-Ⅰ20kN，ፉᵤ

ᚲ␠）を用いてᒁᒛ⹜㛎を行い，最大ᒁᒛᒝ

さ，䊟䊮䉫率，0.2㩼⠴力，િび率を測定した．各᧦ઙ

㑆のᯏ᪾的․性を⛔⸘学的に比較検討するために，

Kruskal-Wallis検定後にSteel-Dwass法にてᄙ重比

較を行った．有ᗧ᳓Ḱは0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SLS䊤䊁䉞スဳの⾰量は4.6gを示し，ઁの᧦ઙと比較

して20㩼⒟ᐲ減少した．䊟䊮䉫率は，SLSల実ဳが

184.1GPaと最も大きな値を示し，次いで，Castが170.

4GPa，SLS䊤䊁䉞スဳが73.4GPa，Millingが34.0GPa
を示した．CastとMilling㑆，MillingとSLS䊤䊁䉞スဳ㑆

で⛔⸘学的有ᗧᏅを認めた．最大ᒁᒛᒝさと0.2㩼⠴

力は，SLSల実ဳ，Cast，Milling，SLS䊤䊁䉞スဳの㗅

で大きな値を示した．最大ᒁᒛᒝさにおいてSLS䊤䊁䉞

スဳとMilling㑆以ᄖの全ての᧦ઙ㑆で⛔⸘学的有

ᗧᏅを認めた． 0.2％⠴力とિび率はともに⹜ᢱ㑆で

⛔⸘学的有ᗧᏅを認めなかった．

　歯科㍌ㅧ用Co-Cr合㊄は䊟䊮䉫率が150GPa以上，

િびが2㩼以上，0.2㩼⠴力が500MPa以上をḩたすこと

がJISでⷙ定されているが，回の結果では内部構ㅧ

を加䈋たSLS䊤䊁䉞スဳはす䈼ての᧦ઙをḩたさなかっ

た．これにより䊤䊁䉞ス構ㅧをઃਈしたことで，合㊄内

部に䊚ク䊨構ㅧ異方性を₪得した一方で，㐳ゲ方向

䈻のᒁᒛ応力に対するᛶ᛫性がૐ下したことが示唆

された．

　以上から，SLSでઃਈした䊤䊁䉞ス構ㅧが，Co-Cr合
㊄のᯏ᪾的․性にᓇ㗀を䈿すことが明らかとなっ

た．後は，ᓥ᧪の✚重量よりもシく，䈧歯科用㊄

ዻとしてච分᧦ઙをḩたす䊚ク䊨㪆䊅䊉構ㅧ․性を₪

得するために，䊤䊁䉞ス構ㅧのᮮᢿ㕙䈻のઃਈ䉇，構

ㅧのኒᐲを増加さ䈞，ᯏ᪾的․性を向上さ䈞ていく

੍定である．

　

Ⅳ． 文献

1） Kim HR, Jang SH, Kim YK et al.
Microstructures and Mechanical Properties of
Co-Cr Dental Alloys Fabricated by Three CAD/
CAM-Based Processing Techniques. Materials
(Basel) 2016; 9: pii: E596. doi:10.3390/
ma9070596.

　

図　SLS䊤䊁䉞スဳの内部構ㅧの設⸘
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ㆆ㔌┵ᰳ៊のㄭ㆙ᔃ的㐳さの㆑いが口⣧内ス䉨䊞䊅ーの♖
ᐲに䈿すᓇ㗀
　○ᷡ᳓ᑨᶈ，　↰ဈᓆⷙ，　和㆐重㇢，　ጊ下⑲一㇢

᧲੩歯科大学䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ー✄学講座

Influence of mesiodistal length of free-end missing on accuracy of intraoral scanner

Shimizu T, Tasaka A, Wadachi J, Yamashita S
Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，口⣧内ス䉨䊞䊅ーによる✄装置のは

有歯顎䉇ή歯顎のみなら䈝部分ᰳ៊歯に対しても

応用され䈧䈧ある．Ṷ者らは，これまでᮨဳ上で部分

ᰳ៊歯のス䉨䊞䊆䊮䉫♖ᐲに䈧いて比較し，ᰳ៊

部顎ႇと支บ歯との㑆，ㆆ㔌┵ᰳ៊部と中㑆ᰳ៊部

との㑆における♖ᐲᏅに䈧いて╙128回学ⴚ大ળで

ႎ๔した1）．この結果から，ᰳ៊部顎ႇでは歯と比

較して，ス䉨䊞䊆䊮䉫↹を䈧な䈑合わ䈞るス䊁ッ䉼

䊮䉫が࿎㔍となるため，ㆆ㔌┵ᰳ៊では㗔ၞがㄭ㆙

ᔃ的に㐳くなる䈾䈬ス䉨䊞䊆䊮䉫♖ᐲがഠる可能性が

示唆された．

　本研究の目的は，部分ᰳ៊歯に対するス䉨䊞䊆

䊮䉫♖ᐲの向上を図るために，ㆆ㔌┵ᰳ៊のㄭ㆙ᔃ

的㐳さの㆑いが口⣧内ス䉨䊞䊅ーの♖ᐲに䈿すᓇ

㗀に䈧いて分析することである．

　

Ⅱ． 方法

　シ䊚䊠䊧ーシ䊢䊮ᮨဳとして2⒳㘃の下顎KennedyⅠ

⚖部分ᰳ៊歯ᮨဳを用した．ਔ╙一，╙二大

⥓歯の4歯がᰳ៊している⍴いㆆ㔌┵ᰳ៊ᮨဳ

（E50-522，䊆ッシ䊮␠，以下Sᮨဳ）と，ਔዊ⥓

歯，大⥓歯の8歯がᰳ៊している㐳いㆆ㔌┵ᰳ៊ᮨ

ဳ（E50-550，䊆ッシ䊮␠，以下Lᮨဳ）をㆬᛯし

た．それ䈡れᮨဳに5䈧の⌀（約4mm䊅䉟䊨䊮，

ᄤㄞ㍑ᚲ）をシア䊉アクリ䊧ートにてធ着し

た．ᮨဳを3Dス䉨䊞䊅ー（ATOS core200，GOM␠

）にてス䉨䊞䊆䊮䉫し，3Dデー䉺（以下ၮḰデー䉺）

をข得した．次に，ᮨဳを䊙䊈䉨䊮（シ䊮䊒ル䊙䊈䉨䊮

Ⅲ，䊆ッシ䊮␠）に装着し，口⣧内ス䉨䊞䊅ー

（TRIOS3，3Shape␠）を用いてス䉨䊞䊆䊮䉫を行っ

た．⸘測のᚻ㗅は，歯，Ꮐ顎ႇ，ฝ顎ႇの㗅

とした．歯に対しては，Ꮐの最後方歯から೨方

歯，ฝの最後方歯に向かって，歯㗂，⥠㕙，

ໃ㗠㕙の㗅に⸘測した．顎ႇでは，೨方から後方

に向かって，⥠，㗠の㗅に⸘測した．口⣧内ス

䉨䊞䊅ーによるス䉨䊞䊆䊮䉫は各ᮨဳ10回䈝䈧行い，

3Dデー䉺（以下IOSデー䉺）をข得した．

　ၮḰデー䉺に対するIOSデー䉺の重䈰合わ䈞を，3
次元デー䉺検ᩏソフトウェア（GOM Inspect，GOM␠

）にて行った．その㓙，5䈧の⌀をၮḰとした䊔ス

トフ䉞ットアル䉯リ䉵䊛をしてᒻ状Ꮕ分ಣ理を行い，

ᒻ状Ꮕ分値を⛘対値にて▚した．⛔⸘ಣ理では，

ฝ顎ႇおよびᏀ顎ႇのᏅ分値に対するᮨဳ㑆

の比較をStudent㵭s t検定にて行った．また，Sᮨဳの

顎ႇをㄭ㆙ᔃ的に3部（╙一大⥓歯部，╙二大⥓

歯部，䊧ト䊨モ䊤ー䊌ッ䊄部）に，Lᮨဳの顎ႇを4部

（ዊ⥓歯部，╙一大⥓歯部，╙二大⥓歯部，䊧ト䊨モ

䊤ー䊌ッ䊄部）に分割し，部の㆑いによるᏅ分値の

比較をKruskal-Wallis検定後，Steel-Dwass法にてᄙ

重比較を行った．有ᗧ᳓Ḱは0.05に設定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sᮨဳのฝ顎ႇのᏅ分値は0.09㫧0.01㎜，Ꮐ

は0.12㫧0.02㎜，Lᮨဳではฝで0.11㫧0.02㎜，Ꮐ

で0.11㫧0.01㎜であった．ฝ顎ႇのᏅ分値に㑐

して，ਔᮨဳ㑆で有ᗧᏅが認められた．

　顎ႇの部の分析に䈧いては，Sᮨဳでは，Ꮐ

╙一大⥓歯部と╙二大⥓歯部との㑆で有ᗧᏅが認め

られた．Lᮨဳでは，Ꮐዊ⥓歯部とઁの3部㑆で

有ᗧᏅが認められた．また，ฝዊ⥓歯部と䊧ト䊨モ

䊤ー䊌ッ䊄部㑆で有ᗧᏅが認められた．

　顎ႇは被౮体として認⼂しにくいṖᴛな㕙であるた

め，㐳いㆆ㔌┵ᰳ៊の方が↹のス䊁ッ䉼䊮䉫時の

䉣䊤ーを生じ䉇すく，IOSデー䉺の♖ᐲをૐ下さ䈞る

可能性が示唆された．

　以上から，ㆆ㔌┵ᰳ៊のㄭ㆙ᔃ的㐳さの㆑いがス

䉨䊞䊆䊮䉫時の♖ᐲにᓇ㗀を䈿すことが明らかと

なった．後はㆆ㔌┵ᰳ៊のス䉨䊞䊆䊮䉫の♖ᐲを高

めるために，被౮体として認⼂さ䈞䉇すく，㒰可能

な構ㅧを顎ႇにઃਈし，ㆆ㔌┵ᰳ៊に対する口⣧内

ス䉨䊞䊅ーの♖ᐲを検⸽していく੍定である．

　

Ⅳ． 文献

1） ᷡ᳓ᑨᶈ，↰ဈᓆⷙ，ጊ下⑲一㇢．部分ᰳ៊歯

に対する口⣧内ス䉨䊞䊅ーの♖ᐲ検⸽．ᣣ

✄ળ　2019䋻11・128回․ภ䋺47．
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本学歯学部㒝ዻ∛㒮におけるIODとIRPDの中㐳ᦼ的観察

　○ਣየ੫ᄥ　　

㪈㪃2㪀，　⊕井㤗　　

㪈㪃2㪀，　ᷡ᳓　⾫　　

㪈㪃2㪀，　㋈ᧁ㌁ᴡ　　

㪈㪃2㪀，　佐藤ᵗ平　　

㪈㪃2㪀，　ᣂ⑲ੳ　　

㪈㪃2㪀，
　㋈ᧁᕶౖ　　

㪈㪃2㪀，　大ਭ力ᑝ　　

㪈㪃2㪀

　

㪈㪀㢬大学歯学部有床義歯✄学講座，　

2㪀㢬大学歯学部㒝ዻ∛㒮䉟䊮䊒䊤䊮ト䉶䊮䉺ー

Midium-to-long term obserbations of implant overdentures

Maruo R1,2), Shirai M1,2), Shimizu S1,2), Suzuki G1,2), Sato Y1,2), Shimpo H1,2), Suzuki Y1,2), Ohkubo C1,2)

1)Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, 2)Center of
Oral and Maxillofacial Implantology, Dental Hospital, Tsurumi University School of Dental Medicine

Ⅰ． 目的

　有床義歯の㔍∝に対して，少ᢙ本の䉟䊮䊒䊤䊮ト

により義歯の⛽持定を大幅に向上さ䈞た䉟䊮䊒䊤䊮

ト䉥ー䊋ーデ䊮䉼䊞ー（以下，IOD）䉇䉟䊮䊒䊤䊮ト

䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ー（IRPD）がᰳ៊✄⥃床の中

で有力なㆬᛯ⢇となっている．これまでの⥃床研究に

よると，IODにおける䉟䊮䊒䊤䊮トの生ሽ率は上顎と下

顎で大きく異なり，上顎は下顎に比較して䉟䊮䊒䊤䊮ト

の生ሽ率がૐいとႎ๔されてきた．しかし，ㄭᐕでは

IODのための治療⸘↹䉇設⸘の⋥し，䉟䊮䊒䊤䊮ト

体㕙性状のᡷༀ等から上下顎㑆のᚑഞ率のᏅの

減少向がႎ๔されている．とこ䉐が㐳ᦼ⚻ㆊ∝

のႎ๔は少なく，ᩮはᧂ䈣明確になっていない．そ

こで本研究では，IODの੍後⺞ᩏを実ᣉし，中㐳ᦼ

的⚻ㆊ観察を行い⥃床評価を⹜みた．

　

Ⅱ． 方法

　⺞ᩏ対⽎は，2003ᐕ1から2018ᐕ4までの15ᐕ

㑆に，本学歯学部㒝ዻ∛㒮✄科において䉟䊮䊒䊤

䊮トのၒᚻⴚおよびIOD，IRPDを装着し，最ㄭ1ᐕ

㑆にリ䉮ールに応じた∝とした．⺞ᩏ内ኈはIOD，

IRPD装着時のᐕ齢，↵ᅚ比，ア䉺ッ䉼䊜䊮トを装着し

た䉟䊮䊒䊤䊮トၒ部と本ᢙ，ᰳ៊᭽ᑼ，装着後の

ト䊤䊑ルとした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　⺞ᩏ対⽎となったᖚ者は合⸘30ੱで，60ᱦઍが13
ੱと最もᄙく，平均ᐕ齢は66.4ᱦであった．対⽎ᖚ者

の↵ᅚ比は↵性10ੱ（33.3％），ᅚ性20ੱ（66.7％）と

1䋺2であった．ᰳ៊᭽ᑼはή歯顎が最もᄙく62.5％，

部分ᰳ៊が37.5％であり，䉟䊮䊒䊤䊮トのၒ本ᢙは

合⸘75本であり，上顎27本，下顎48本であった．䉟䊮

䊒䊤䊮トၒ部は，೨歯部6本（8.0％），›歯部33
本（44.0％），ዊ⥓歯部15本（20.0％），大⥓歯部21本

（28.0％）であった．

　䉟䊮䊒䊤䊮トの⣕⪭は73本中11本（15.1％）で，上顎

は25本中6本（22.2㩼），下顎は48本中5本（10.4％）で

あった．✄装置のト䊤䊑ルは義歯床の⎕᛬，Oリ䊮

䉫の⣕㔌，ੱᎿ歯の⠻等が認められた．

　䉟䊮䊒䊤䊮ト体の⣕⪭䉇✄装置のト䊤䊑ルが認め

られたものの，䈾と䉖䈬の∝で大きなਇḩもなく

用されており，✚じてᖚ者ḩ⿷ᐲは高かった．ㅢ常で

は定の得られにくい下顎全部床義歯においても，

䉟䊮䊒䊤䊮トによって⛽持定を₪得できたことが大き

な要࿃であるとផ察される．また，上顎IOD，IRPDの

䉟䊮䊒䊤䊮ト生ሽ率が下顎に比較してૐかったのは，

下顎にᄙᢙのᱷሽ歯があり，力学的にਇ䈣ったこ

とが要࿃の一䈧であると考䈋られる．

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺㢬大学୶理ክᩏᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺

11000277，ᛚ認⇟ภ䋺1522）

　

　

図1　被㛎者のᐕ齢

図2　䉟䊮䊒䊤䊮トၒ部
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シリ䉮ー䊮♽エ⾰リ䊤䉟䊮᧚が疼痛㑣値にਈ䈋るᓇ㗀
ήὑ割ઃ⥃床⹜㛎による検討
　○㘑ํ川　⡡，　ᧁ本　⛔，　ฎἑାᒾ，　ฎ⼱૫ノ，　ዊ川⾆大，　中ፉ義㓶，　大ਭ和，
　ᴡ⋧ᒾ
ᣣ本大学᧻ᚭ歯学部有床義歯✄学講座

Effect of resilient denture liner on pain threshould
Randomized controlled clinical trial
Furokawa S, Kimoto S, Furuse N, Furuya Y, Ogawa T, Nakashima Y, Ookubo M, Kawai Y
Department of Removable Prosthodontics, Nihon University Graduate School of Dentistry at Matsudo

Ⅰ． 目的

　ᚒ䇱歯科කᏧは，義歯装着者がᛴ䈋る᭽䇱なト䊤䊑

ルにㆣㆄし，時に⧰ᘦする．․に下顎全部床義歯に

ト䊤䊑ルの㗫ᐲは高く，その大部分が痛みに㑐ㅪする

とされている．したがって，義歯に生じる痛みは重要

な研究⺖㗴である．そこで，ᚒ䇱は義歯装着者の疼

痛㑣値に着目し検討を重䈰，ή歯顎ᖚ者は上顎顎ႇ

粘膜より下顎顎ႇ粘膜に痛みをᗵじ䉇すいことを明ら

かにしてきた1㪀．一方，痛みを⸷䈋ᤃい下顎顎ႇ粘膜

にはエ⾰リ䊤䉟䊮᧚が応用され，ᖚ者の痛みをシ減す

る．このᯏᐨに䈧いては，これまでエ⾰リ䊤䉟䊮᧚の✭

圧ല果で⺑明さ䈞れてきたが，エ⾰リ䊤䉟䊮᧚を用

することでᖚ者の顎ႇの疼痛㑣値が変化するためと

考䈋た．本研究の目的は，エ⾰リ䊤䉟䊮᧚用下顎全

部床義歯装着者（エ⾰リ䊤䉟䊮義歯⟲）とㅢ法義歯装

着者（ㅢ法義歯⟲）の疼痛㑣値を比較検討することで

ある．

　

Ⅱ． 方法

　本研究のデ䉱䉟䊮はエ⾰リ䊤䉟䊮義歯⟲とㅢ法義歯

⟲を比較するήὑ割ઃけ⥃床⹜㛎である．被㛎者

はᣣ本大学᧻ᚭ歯学部ઃዻ∛㒮✄科に᧪㒮した

上下顎✚義歯Ꮧᦸ者で，研究䈻の同ᗧが得ら

れたᖚ者とした．⟲はシリ䉮ー䊮♽エ⾰リ䊤䉟䊮᧚

（ソフリ䊤䉟䊅ーMS，トク䊟䊙デ䊮䉺ル，᧲੩，ᣣ本）を

用した下顎全部床義歯，䉮䊮ト䊨ール⟲は床用䊧䉳

䊮（アー䊋䊮，᧻㘑，੩ㇺ，ᣣ本）のみでした義歯

とした．アウト䉦䊛はㆬᛯ的に⚻をೝỗできる⍮ⷡ

⚻⥄േ検ᩏ装置㩿Neurometer CPT㪆C®㪃 Neurotron
Inc.㪃 Baltimore㪃 USA㪀を用い，2000Hz（A㱎✢⛽），

250Hz（A㱐✢⛽）および5Hz（C✢⛽）をᏀ䉥ト䉧䉟

ሹ⋧当部にೝỗした時の疼痛㑣値（Pain Threshold䋺

PT値）とした．測定は㔚ᵹೝỗをᓢ䇱に上昇さ䈞，ೝ

ỗが痛みに変化した⍍㑆に被㛎者にᚻさ䈞，その

値を⸥㍳することで行った．測定時ᦼはᣂ義歯⺞ᢛ

ቢੌ後（⺞ᢛቢੌ後）とᣂ義歯⺞ᢛቢੌ3か後（3か

後）とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

研究にෳ加した被㛎者は，エ⾰リ䊤䉟䊮義歯⟲15名，

ㅢ法義歯⟲16名であり，ㅊ〔率は74㩼であった㩿図1㪀．

PT値は2000Hzにおいては⺞ᢛቢੌ後（p㪔0.02），3か

後（p㪓0.001）にエ⾰リ䊤䉟䊮義歯⟲のPT値はㅢ

法義歯⟲に比䈼有ᗧに高い値を示した（図2）．

250Hzにおいては⺞ᢛቢੌ後（p㪔0.04），3か後

（p㪔0.02）にエ⾰リ䊤䉟䊮義歯⟲のPT値はㅢ法義歯

⟲に比䈼有ᗧに高い値を示した（図2）． 5Hzにおい

ては⺞ᢛቢੌ後（p㪓0.001），3か後（p㪓0.001）に

エ⾰リ䊤䉟䊮義歯⟲のPT値はㅢ法義歯⟲に比䈼有ᗧ

に高い値を示した（図2）．この結果より，これまで᧚ᢱ

学的ⷞὐからのみ⺑明されていたエ⾰リ䊤䉟䊮᧚の疼

痛のᛥല果が疼痛㑣値の上昇にଐሽする可能性

があることが示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kimoto S, Furuse N, Ogawa T, et al. Receptivity
of the mandible versus the maxilla to external
stimuli in patients with complete dentures. J
Prosthodont Res 2019;63:299-302.

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺ᣣ本大学᧻ᚭ歯学部୶理ᆔຬળ，ᆔຬળ

⇟ภ䋺1100584，ᛚ認⇟ภ䋺EC17-001）

　

　

図1被㛎者のフ䊨ー

図2　各ᵄᢙにおけるPT値の比較
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㊄ዻ積ጀㅧᒻ時のㅧᒻⷺᐲがዪ部床義歯フ䊧ー䊛ワークの
ᒻ状♖ᐲに䈿すᓇ㗀
　○ዊᨋ　裕　　

㪈㪀，　↰ဈᓆⷙ　　

㪈㪀，　ᷡ᳓ᑨᶈ　　

㪈㪀，　ᮘ口㎾ᄩ　　

2㪀，　ጊ下⑲一㇢　　

㪈㪀

　

㪈㪀᧲੩歯科大学䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ー✄学講座，　

2㪀和↰♖ኒ歯研ᩣᑼળ␠

Influence of molding angle on shape accuracy of removable partial denture framework fabricated by metal
additive manufacturing
Kobayashi H1), Tasaka A1), Shimizu T1), Higuchi S2), Yamashita S1)

1)Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Wada Precision Dental
Laboratories Corporation

Ⅰ． 目的

　デ䉳䉺ル䊁ク䊉䊨䉳ーが᥉し，㊄ዻ☳ᧃを䊧ー䉱ー

で積ጀㅧᒻする方法（Selective Laser Sintering 㪑

SLS）によりዪ部床義歯フ䊧ー䊛ワークのが可能

となった．しかし，積ጀ時のㅧᒻ方向がቢᚑしたフ

䊧ー䊛ワークのᒻ状にᓇ㗀を䈿すことがႎ๔されて

いる．そこで，本研究はSLSのㅧᒻⷺᐲの㆑いがフ

䊧ー䊛ワークのᒻ状♖ᐲに䈿すᓇ㗀を明らかにす

ることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　Kennedy II⚖1㘃の下顎部分歯ᰳ៊の⍹⤉ᮨဳ

（MIS3004-L-PL-28，NISSIN␠）を用した．歯科

ᛛᎿ用3Dス䉨䊞䊅ー（Smart Big，Digilea␠）を用

いてᮨဳの3Dデー䉺をข得後，CADソフト（Digistell，
Digilea␠）を用いてフ䊧ー䊛ワークを設⸘した（設

⸘デー䉺）．ぜに䉣ー䉦ースク䊤ス䊒，たにリ䊮䉫ク䊤ス

䊒，ごにRPIク䊤ス䊒，およびリ䊮䉧ル䊋ーを設定し

た ． 設 ⸘ デ ー 䉺 を も と に ㊄ ዻ ☳ ᧃ 積 ጀ ㅧ ᒻ ᯏ

（EOSINT M270，EOS␠）にて以下の3᧦ઙで各10
床ㅧᒻした䋻㽲研⏴㕙を下に向け，各䊧ストが䊒䊤ット

フ䉤ー䊛に対して平行となるよ䈉ㅧᒻⷺᐲを設定した

0ᐲ᧦ઙ，㽳೨方を下方に45ᐲᢳさ䈞た㪂45ᐲ᧦

ઙ，㽴೨方を上方に45ᐲᢳさ䈞た-45ᐲ᧦ઙとし

た．ቢᚑしたフ䊧ー䊛ワークに㉄化䉼䉺䊮䉮ー䊁䉞䊮䉫

をᣉし，ATOS core200（GOM␠）にて3Dデー䉺化

した（デー䉺）．♖ᐲ検⸽では，ま䈝設⸘デー䉺と

デー䉺との重䈰合わ䈞を3次元デー䉺検ᩏソフト

ウェア（GOM Inspect，GOM␠）上で行った後，䊧ス

ト，㋭⣨内㕙，㓞ធ㕙᧼，リ䊮䉧ル䊋ー，およびዊㅪ

結子に䈧いてᒻ状Ꮕ分値を▚した． ㅧᒻⷺᐲ㑆

のᏅ分値の比較をKruskal-Wallis検定で，その後の

ᄙ重比較をSteel-Dwass法にて行った．有ᗧ᳓Ḱは

0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　全⸘測部のᏅ分値は，0ᐲで-0.14䌾0.14mm，

㪂45ᐲで-0.24䌾0.25mm，-45ᐲで-0.27䌾0.20mmで

あった．0ᐲ᧦ઙでは，リ䊮䉫ク䊤ス䊒とRPIク䊤ス䊒の

䊧スト，RPIク䊤ス䊒の㋭ው，䉣ー䉦ースク䊤ス䊒とRPI
ク䊤ス䊒の㓞ធ㕙᧼，およびリ䊮䉧ル䊋ーのᏅ分値が

ዊさく，ઁの2᧦ઙとの㑆で⛔⸘学的有ᗧᏅが認めら

れた．㪂45ᐲ᧦ઙでは，リ䊮䉫ク䊤ス䊒の⢋部とRPIク䊤

ス䊒のアー䊛中ᄩはᏅ分値がዊさく，ઁの2᧦ઙとの

㑆で⛔⸘学的有ᗧᏅを認めた．一方，3᧦ઙとも大き

なᏅ分値を示したのはリ䊮䉧ル䊋ー中ᄩであり，0ᐲ

および㪂45ᐲ᧦ઙでデー䉺がᮨဳから㔌れる方

向に変し，-45ᐲ᧦ઙではㅒの変が認められた

（図）．㪂45ᐲ᧦ઙでは䉰䊘ート᧚のઃ着量がઁの2᧦

ઙと比較して少ないため，リ䊮䉧ル䊋ー中ᄩに最も大

きな変ᒻを生じた可能性が考䈋られた．一方，0ᐲお

よび-45ᐲ᧦ઙでは䉰䊘ート᧚ઃ着量は同⒟ᐲ䈣っ

たが，それ䈡れㅒ方向の変を示した．これは䊒䊤ッ

トフ䉤ー䊛に対するㅧᒻ体の置の高ૐᏅが変方

向にᓇ㗀していることが考䈋られた．以上から， ㅧᒻ

ⷺᐲの㆑いによる䉰䊘ート᧚ઃ着量と，䊒䊤ットフ䉤ー

䊛に対するㅧᒻ体の上下的置のਔ者が，フ䊧ー䊛

ワークのᒻ状♖ᐲにᓇ㗀を䈿す可能性が示唆され

た．

　

Ⅳ． 文献

1） Tasaka A, Shimizu T, Kato Y et al. Accuracy of
removable partial denture framework fabricated
by casting with a 3D printed pattern and
selective laser sintering. J Prosthodont Res. 2019 :
doi: 10.1016 / j.jpor.2019.07.009.

　

図．リ䊮䉧ル䊋ーのᏅ分値の比較
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歯✄物の㕙☻さにᓇ㗀をਈ䈋る PMTC の要࿃に䈧

いての検討
　○平川ᥓ裕　　

㪈㪀，　ጊ口㓶一㇢　　

㪈㪀，　⋥　　

㪈㪀，　ᣩῪ㖸　　

㪈㪀，　᧻↰㘖᮸　　

㪈㪀，　ศ↰ℰᨑ　　

㪈㪀，　ᳯ↰和夫　　

2㪀，
　森᳗ஜ三　　

㪊㪀，　᧻ᶆዏᔒ　　

㪈㪀

　

㪈㪀ጟ歯科大学咬合修ᓳ学講座ᯅ義歯学分㊁，　

2㪀Ꮊ支部，　

㪊㪀ጟ歯科大学咬合修ᓳ学講
座口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁
The evaluation of factors of professional mechanical tooth-cleaning (PMTC) affect the surface roughness
of crown restorations.
Hirakawa T1), Yamaguchi Y1), Imamura N1), Hinotsume S1), Matsuda S1), Yoshida M1), Eda K2),
Morinaga K3), Matsura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Kyushu
Branch, 3)Section of Oral Implantology, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　䊋䉟䉥フ䉞ル䊛の㒰等を目的としたᯏ᪾的歯㕙ᷡ

（PMTC）は，ⴚ者のᠲ方法によっては歯⾰䉇歯

✄物㕙に䉻䊜ー䉳をਈ䈋るෂ㒾性がᜰ៰され

ている1-3㪀．ᚒ䇱の先行実㛎において，⥃床で行われ

る一⥸的な᧦ઙ下で実ᣉしたPMTCは䉼䉺䊮㕙に

៊்をਈ䈋㪃 䊋䉟䉥フ䉞ル䊛のᒻᚑをഥ㐳するෂ㒾性

が示唆された．本研究では，✄物㕙に៊்をਈ

䈋ないല果的なPMTCの⥋適᧦ઙのត⚝を目的とし

て，․ᓽの異なるPMTC䊕ーストを用し，PMTC時

の荷重，回ォᢙおよび研⏴時㑆の࿃子が✄物の

㕙性状にਈ䈋るᓇ㗀に䈧いて検討した．

　

Ⅱ． 方法

　⋥ᓘ5mm，厚さ1.5mmの䉼䉺䊮デ䉞スクをし，最

⚳ಣ理として㏜㕙研⏴したものを⹜ᢱとした．PMTC
に用する䊕ーストには，それ䈡れ․ᓽの異なる䊜ル

䉰ー䉳䊠䊧䉩䊠䊤ー㿙（MER），䉫䊤ッシ㿙（GLA），ル

シェ䊨䊖ワ䉟ト㿙（RW）の3⒳㘃を用した．各PMTC
䊕ーストを用いて荷重（50䌾350gf），回ォᢙ（500䌾

2500rpm）および研⏴時㑆（5䌾45s）に䈧いてそれ䈡

れの᧦ઙ下でPMTCを実ᣉした（各n㪔4）．全ての

PMTCが同一᧦ઙで行われるよ䈉に，デ䉞スクを設置

したኾ用の䊖ル䉻ーをはかりに࿕定し，᧦ઙを確認し

ながらᾫ✵した一ੱの歯科ⴡ生჻がPMTCを実ᣉし

た．その後に䊧ー䉱ー㗼ᓸ㏜を用いてPMTC೨後の

㕙☻さを比較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　荷重と㕙☻さの㑐ଥでは，☸ᐲの大きいMERお

よびGLAでは，荷重の増加とともに㕙☻さも増加す

る向を示した．また，50gfのシ圧であっても㕙☻

さの増加を認めた．一方，☸ᐲのዊさいRWでは荷重

の大きさに㑐わら䈝㕙☻さに変化はなかった．研⏴

時㑆も同᭽に，☸ᐲの大きいMERおよびGLAでは，

研⏴時㑆の増加とともに㕙☻さも増加する向を示

した．また，5sの⍴時㑆であっても㕙☻さの増加を

認めた．☸ᐲのዊさいRWでは研⏴時㑆の㐳さに㑐

わら䈝㕙☻さに変化はなかった．回ォᢙは㕙☻

さにᓇ㗀を䈿さなかった．

　本研究結果では，研⏴☸子の大きい䊕ーストを用

するPMTCでは荷重および研⏴時㑆の࿃子が㕙性

状にᓇ㗀をਈ䈋た．また，シ圧・⍴時㑆であっても

㕙☻さが増加することが示されたため，PMTCにはRW
のよ䈉な៊்をਈ䈋ない䊕ーストの用が適している

ことが示唆された．後はRWを用いたPMTCの各᧦

ઙでのス䊁䉟䊮㒰ല果に䈧いても検討していく．

　

Ⅳ． 文献

1） Yap AU，Wu SS，Chelvan S．Effect of hygiene
maintenance procedures on surface roughness of
composite restoratives． Oper Dent．2005䋻Jan-
Feb;30(1)䋺99-104．

2） 加藤 正治．䉣䊅䊜ル⾰・⽎⾰・✄物の䊒䊨

フェッシ䊢䊅ル䉬ア 歯㕙研⏴から歯㕙修ᓳ䈻の

䊌䊤䉻䉟䊛シフト．᧲੩䋺ク䉟䊮䊁ッ䉶䊮ス 䋻

2010．

3） 川本 ⺬，ၳ ⋿↱⟤，ᩊፒ ⠍䈾か．PMTC
䊕ーストに㑐する研究　疑似䉣䊅䊜ル⾰および修

ᓳ物㕙性状の変化と䊒䊤ーク㒰率に䈧い

て．ᣣ歯ሽ 2016䋻 402-409．
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PMTC の状と⺖㗴に䈧いての検討
PMTC の実ᣉ状況のア䊮䉬ート⺞ᩏから
　○᧻↰㘖᮸　　

㪈㪀，　平川ᥓ裕　　

㪈㪀，　⋥　　

㪈㪀，　ጟ　ᪧ　　

㪈㪀，　ศ↰ℰᨑ　　

㪈㪀，　㚍ቄ　　

㪈㪀，　森᳗ஜ三　　

2㪀，
　᧻ᶆዏᔒ　　

㪈㪀

　

㪈㪀ጟ歯科大学咬合修ᓳ学講座ᯅ義歯学分㊁，　

2㪀ጟ歯科大学咬合修ᓳ学講座口⣧䉟䊮
䊒䊤䊮ト学分㊁
Consideration of the current situation and issues of professional mechanical tooth-cleaning (PMTC)
Questionnaire survey about implementation status of PMTC
Matsuda S1), Hirakawa T1), Imamura N1), Okamura A1), Yoshida M1), Magori Y1), Morinaga K2),
Matsuura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Section of
Oral Implantology,Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　ᯏ᪾的歯㕙ᷡ（PMTC）は，ౕེᷡを用いた䊋

䉟䉥フ䉞ル䊛および着⦡物等の䊒䊤ークリ䊁䊮シ䊢䊮

フ䉜ク䉺ーの㒰を目的としている1㪀が，ⴚ者のᠲ方

法によっては，歯⾰䉇✄物㕙に䉻䊜ー䉳をਈ䈋る

ෂ㒾性がᜰ៰されている2㪃3㪀．その⢛᥊にはPMTCの

ⴚᑼ䉇用される䊕ーストのㆬᛯな䈬に明確なᜰ㊎

がないことが原࿃の一䈧に䈕られている．そこで本

研究では，ផᅑされているPMTCのⴚᑼ䉇䊕ー

ストのㆬᛯに䈧いて⺞ᩏするとともに，歯科ⴡ生჻を

対⽎としたPMTCの実ᣉ状況に㑐するア䊮䉬ート⺞ᩏ

を行い，PMTCの状と⺖㗴に䈧いて検討した．

　

Ⅱ． 方法

　PMTC䊕ーストを⽼ᄁしている各ડᬺのຠᷝઃ文

ᦠ，䊌䊮フ䊧ットおよび䊖ー䊛䊕ー䉳から，有する研

⏴☸子の䉰䉟䉵䉇ផᅑするPMTCのⴚᑼ（回ォᢙ，荷

重，研⏴時㑆等）に䈧いて⺞ᩏした．また，ㆊ10ᐕ

㑆にᛩⓂされたPMTCに㑐する学ⴚ⺰文を検⚝し，

実㛎に用されたPMTC䊕ーストとណ用されたⴚᑼに

䈧いて⺞ᩏした．さらに，ጟ歯科大学ක科歯科✚

合∛㒮にൕോする歯科ⴡ生჻29名を対⽎とし，

PMTCの実ᣉ状況（用するౕེおよび䊕ースト，

䊕ーストのㆬᛯၮḰと✄物の⒳㘃によるい分

け，回ォᢙ，荷重，研⏴時㑆等）に㑐するア䊮䉬ート

⺞ᩏを行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各ડᬺからPMTC䊕ーストの研⏴☸子䉰䉟䉵と回ォ

ᢙのផᅑ値に䈧いては示されていたが，荷重䉇研

⏴時㑆等の歯✄物に䉻䊜ー䉳をਈ䈋ると思われ

る要࿃に䈧いてのᖱႎはឭଏされていなかった．学

ⴚ⺰文の検⚝結果では，実㛎でណ用された回ォᢙ，

荷重，研⏴時㑆はそれ䈡れ300䌾2000rpm，150䌾

250gf，5䌾60⑽と᭽䇱であり，․に回ォᢙと研⏴時㑆

は文献によって大きく異なっていた．また，PMTCの実

ᣉ状況に㑐するア䊮䉬ート結果でも，回ォᢙ，荷重，

研⏴時㑆はそれ䈡れ20䌾1500rpm，50䌾300gf，2䌾

20⑽とそれ䈡れ異なる᧦ઙでPMTCが行われてい

た．さらに，䊕ーストのㆬᛯと✄物の⒳㘃によるい

分けを適切に実ᣉしているⴡ生჻は少ない結果で

あった．

　回の⺞ᩏで，各䊕ーストに対するPMTCのⴚᑼに

䈧いて明確なᜰ㊎がなく，⥃床の場においても

PMTCの実ᣉ状況は᭽䇱であり，⁛⥄に䊙䊆䊠アル化

されたPMTCが➅りされているが明らかとなった．

後はPMTCのⴚᑼ䉇䊕ーストのㆬᛯな䈬のᜰ㊎を

ᣧᕆに╷定することがᦸまれる．

　

Ⅳ． 文献

1） Axelsson P， Lindhe J． Effect of controlled oral
hygiene procedures on caries and periodontal
disease in adults． J Clin Periodontol． 1978
May ; 5 (2) : 133-51．

2） 加藤 正治 . 䉣䊅䊜ル⾰・⽎⾰・✄物の䊒䊨

フェッシ䊢䊅ル䉬ア 歯㕙研⏴から歯㕙修ᓳ䈻の

䊌䊤䉻䉟䊛シフト. ᧲੩䋺ク䉟䊮䊁ッ䉶䊮ス 䋻

2010
3） 川本 ⺬， ၳ ⋿↱⟤， ᩊፒ ⠍， ઁ．　

PMTC䊕ーストに㑐する研究　疑似䉣䊅䊜ル⾰お

よび修ᓳ物㕙性状の変化と䊒䊤ーク㒰率に

䈧いて. ᣣ歯ሽ　2016䋻59 (5) : 402-409.
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⒳䇱の支บ築ㅧ法およびク䊤ウ䊮修ᓳ᧚ᢱにおける応力分
布状ᘒに㑐する研究
　○㤛　，　ጟ↰大⬿，　ㅴ　ජᤐ，　ዊ㤀子，　᳓Ỉ㇌ᒾ，　OmniaSaleh，　三ᶆብਯ

᧲੩ක科歯科大学大学㒮ක歯学✚合研究科៨㘩ᯏ能ሽ学分㊁

Stress Distribution within Roots Restored with Different Types of Post Systems and Different Restorative
Materials
Huang L, Okada D, Shin C, Ogura R, Mizusawa K, Saleh O, Miura H
Fixed Prosthodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University

Ⅰ． 目的

　 Post and core are frequently used to restore
endodontically treated tooth. Traditionally㪃 casted
post and core were the preferred choice. However㪃
when metal free aesthetic restorations are used㪃

metal post may negatively affect the esthetic results.
Therefore㪃 composite resin core with glass fiber post
（GFP）were applied instead of metal post and core.

In recent years㪃 with the development of computer-
aided design and computer-aided manufacturing
㩿CAD-CAM㪀 a customized one-piece post-and-core
that fit noncircular㪃 or extremely tapered canals has
been used as an alternative to GFP in the esthetic
zone. However㪃 it is not clear yet what kind of
material is the most suitable for this kind of design.

The aim of this study is to evaluate the influence of
the CAD-CAM customized post and core on the
stress distribution in the abutment tooth restored
with four different kinds of crown by three-

dimensional 㩿3D㪀 finite element methods.
　

Ⅱ． 方法

　Twenty-four types of 3D finite element models of
endodontically treated premolars were built㪒 using
finite element structural analysis software1㪀. In these㪃

posts and cores were built with six types of one-

piece customized post-and-core. Which are㪒 Resin
nano ceramic 㩿RNC㪀㪃 fiber-reinforced composite
㩿FRC㪀㪃 polymer-infiltrated ceramic 㩿PIC㪀㪃 lithium
silicate reinforced by zirconia 㩿ZLS㪀㪃 Zirconium
㩿ZRP㪀㪃 and composite resin core with glass fiber
post 㩿GFP㪀. Crowns were constructed with four
different materials which are㪒 lithium disilicate 㩿LD㪀㪃

leucite ceramic 㩿LC㪀㪃 zirconium 㩿ZRC㪀 and hybrid
composite resin 㩿HR㪀. The occlusal force was
applied to the center of the occlusal surface 㩿lingual
direction㪑 24 N㪃 distal direction㪑 29 N㪃 apical
direction㪑 164 N㪀 1㪀. Finally㪃 the magnitude of the
dentin around the cervical area㪃 around the base and
at the end of the post was calculated.

　

Ⅲ． 結果と考察

　The magnitude of the stress concentration is shown
in Table. Within the limitation of this experiment㪃
the ZRP Group which showed the highest Young㵭s
modulus㪃 with the highest value of stress distribution
23.4 MPa at the end of post. The young㵭s modulus
of the other restorative materials 㩿HR㪃 LC㪃 LD and
ZRC㪀 had not influenced the stress distribution at the
end of the post. On the other hand㪃 the Young㵭s
modulus of post influenced stress concentration at
the end of the post. The higher the Young㵭s
modulus㪃 the higher stress concentration at the end
of the post㪃 except GFP Group with a higher
Young㵭s modulus of one-piece post㪒 a lower stress
was observed at the cervical area. Therefore， the
combination of HR and ZRP shows the lowest stress
concentration 13.4 MPa at the cervical area. It was
observed that there is a relationship between
Young㵭s modulus of restorative material and stress
concentration at the cervical area and the base of
post. With a higher Young㵭s modulus of crown㪃 a
larger stress was concentrated at cervical area and
lower stress was observed at the base of the post.
　

Ⅳ． 文献

1） Okada D, Luo S, Mohammed YB, et al. Stress
Distribution in Crowns with Different Crown
Materials and Thickness. JADR 2015 abstract
#129

　

Table- Magnitude of at von Mises stresses at each
point of analysis by FEA
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ᣂⷙ䉟䊮䉳ェクシ䊢䊮䉺䉟䊒・アル䉳䊈ートශ⽎᧚に㑐する研
究
　○二↉ᥓᄥ㇢　　

㪈㪃2㪀，　大ᯅ　᩵　　

㪈㪀

　

㪈㪀ᄹ川歯科大学大学㒮歯学研究科口⣧科学講座クリ䊆䉦ル・䊋䉟䉥䊙䊁リアル学分㊁，　

2㪀㑐
᧲学㒮大学᧚ᢱ・㕙Ꮏ学研究ᚲ
Study on novel wash type alginate impression material

Nihei T1,2), Ohashi K1)

1)Division of Clinical Biomaterials, Department of Oral Science, Graduate School of Dentistry, Kanagawa
Dental University, 2)Materials & Surface Engineering Research Institute, Kanto Gakuin University

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，歯科用CAD㪆CAMシス䊁䊛の発ዷにより，口

⣧内ス䉨䊞䊅ーも同時に発㆐し䈧䈧ある．しかしなが

ら，一⥸歯科⸻療においては，ᓥ᧪から用されてい

るアル䉳䊈ートශ⽎᧚න⁛，あるいはኙᄤශ⽎᧚との

ㅪ合ශ⽎法による♖ኒශ⽎ណ得のⴚᑼがま䈣㗫用さ

れている．これはアル䉳䊈ートශ⽎᧚䉇ኙᄤශ⽎᧚

の原ᢱがᶏ⮺とい䈉ことから価であること，✢状䊘リ

䊙ーであるኙᄤශ⽎᧚の♖ኒ性と✂状䊘リ䊙ーのア

ル䉳䊈ートශ⽎᧚のある⒟ᐲの物性とធ着性を有し，

ขりᛒいが◲ଢであることが理↱として䈕られる．

　歯修ᓳあるいは可᠗（義歯）装置をする時に

ᒻᚑされた部，あるいは㋭歯にはኙᄤශ⽎᧚で，

その囲にはある⒟ᐲの物性を有するアル䉳䊈ート

ශ⽎᧚でのㅪ合ශ⽎ᠲが࿖内ではᄙい．⥃床ᠲ

において，ኙᄤශ⽎᧚のᯏ᪾的ᒝᐲがૐいため，

⎬化後の᠗時にアル䉳䊈ートශ⽎᧚から㔌，あ

るいはኙᄤශ⽎᧚⥄体の⎕უが生じる場合がある．

また，ኙᄤශ⽎᧚は加ᾲされて䉭ル状でᠲするた

め，その加ᾲ状ᘒによりᵹേ性が一ᓞではない，ある

いは口⣧内でのᠲ中に⎬化してしま䈉場合もあり，

ⴚ者のᠲ，あるいは䊗䉟リ䊮䉫状ᘒにᏀฝされ䉇す

い．さらに体᷷よりも高᷷で用するため，ᖚ者䈻の

⽶ᜂ，生ᵴ歯では歯㜑ೝỗの原࿃にもなる．

　そこで，ኙᄤශ⽎᧚に឵わる䊕ースト䉺䉟䊒のアル

䉳䊈ートශ⽎᧚をㅪ合ශ⽎用として開発することによ

り，上ㅀの ᔨされる⥃床上での㗴の回避は可能

と考䈋られる．また，✵和ᠲなしで䊚䉨シ䊮䉫䉼ッ䊒

を装着し，⥄േ✵和（䉥ート䊚ックス）されることにより，

均一な性状がたれ，ᠲ時㑆の⍴❗も得られ，⥃

床上で有用と考䈋られる．

　さらに，ᚒが࿖は高齢化␠ળとなり，歯科ක療も

⸰あるいはቛ⸻療が増䈋ている中，この䊕ースト

䉺䉟䊒のㅪ合ශ⽎用アル䉳䊈ートශ⽎᧚が開発され

れ䈳，歯科ᣉ設ではない場ᚲでの⸻療における♖ኒ

ශ⽎ណ得もච分に可能となると考䈋られる．

　本研究は，ᣂⷙに開発した䊕ースト䉺䉟䊒のアル䉳

䊈ートශ⽎᧚が，䊔ースとなるアル䉳䊈ートශ⽎᧚と

のធ着性をኙᄤශ⽎᧚と比較，検討した．

　

Ⅱ． 方法

　ଏした䉟䊮䉳ェクシ䊢䊮䉺䉟䊒ශ⽎᧚は，開発したア

䊨ー䊙䉟䊮䉳ェクシ䊢䊮（ARI，䉳ーシー，᧲੩），ア

䊨ー䊙䊨䉟䊄（ARL，䉳ーシー，᧲੩），デ䊮ト䊨䉟䊄䊒

䊨（DLP，デ䊮ト䊨䊆クス，᧲੩）の3⒳，䊔ース䉺䉟䊒ශ

⽎᧚としてア䊨ー䊙フ䉜䉟䊮䊒䊤ス（AFP，䉳ーシー，᧲

੩），アルフ䊧ックス䉻ストフリー（ADF，䊆ッシ䊮，੩

ㇺ）の2⒳とした．

　䉟䊮䉳ェクシ䊢䊮と䊔ース䉺䉟䊒とのធ着ᒝさは，JIS
T 6512㪑2016（ኙᄤශ⽎᧚）7.7ᒁᒛធ着ᒝさ⹜㛎にḰ

じ て ， 䊔 ー ス ア ル 䉳 䊈 ー ト ශ ⽎ ᧚ を ✵ 和 後 に

㱢19mm，高ᓘ25mmの䉨䊞ッ䊒2䈧にᵹしㄟみ，一方

をㅪ合ශ⽎用のශ⽎᧚をᵹすためにಳ部をり，そ

のಳ部に䉟䊮䉳ェクシ䊢䊮䉺䉟䊒の各ශ⽎᧚をᵹしㄟ

み，上下の䉨䊞ッ䊒を⋥ちに（0sec）あるいは30⑽後

（30sec）に圧ធし，35㷄の᳓ᮏに120⑽㑆持した．

持後，䉥ート䉫䊤フ（EZ-L，ፉᵤᚲ，੩ㇺ）を用

いてク䊨ス䊓ッ䊄ス䊏ー䊄500mm㪆minでᒁᒛធ着⹜㛎

を行った．なお，各⟲5とし，平均値とᮡḰᏅを᳞

め，二元㈩置分散分析を行い，有ᗧᏅが認められた

場合はᄙ重比較検定（Bonferroni法）を行った.

　

Ⅲ． 結果と考察

　ᣂⷙ䊕ースト䉺䉟䊒のARIとAFPとのធ着ᒝさは，ઁ

⟲と比較して有ᗧに高い値であり（p㪓0.05），30sec⟲

では最も高く約120kPaであった．また，ઁ⟲では，

0sec⟲よりも30sec⟲でૐ下向であった．⹜㛎後の

⎕ᢿ㕙は，ARIとAFPでは0secおよび30secに㑐わら

䈝，す䈼ての⹜ᢱで䊕ースト内あるいは䊔ース内の

ಝ㓸⎕უであったことから，䊔ース䉺䉟䊒とᚑ分がㄭ

似したᣂⷙ䊕ースト䉺䉟䊒のARIは，化学的に䊔ース

ශ⽎᧚と結合したと考䈋られ，⥃床においても䊔ース

から㔌するෂ㒾性はૐいと示唆された．

O-㪈㪌

─ 102 ─

日補綴会誌　12・129 回特別号，2020eポスター
一般口演発表



CAD㪆CAMの適合性向上のためのㅍりㅦᐲの最適化

　○⼱中　⥶，　㊁ፒᶈ，　᧻⨊↱子，　ㅴ　ජᤐ，　SalehOmnia，　Ἇ↰⟤ᄹ，　ᩮ本ᕀᄹ，

　᧻శ明，　三ᶆብਯ
᧲੩ක科歯科大学ක歯学✚合研究科៨㘩ᯏ能ሽ学分㊁

Optimization of the stage movement to improve the marginal and internal fit of CAD/CAM crown

Yanaka W, Nozaki K, Matsumura M, Shin C, Omnia S, Takita M, Nemoto R, Matsumura M, Miura H
Fixed Prosthodontics, Tokyo Medical and Dental University

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，CAD㪆CAMᛛⴚの発ዷにより，切加Ꮏによ

りした歯✄装置の⥃床応用が加ㅦしてい

る．しかしながら，装着後の✄装置⣕㔌に㑐するႎ

๔が散され，その要࿃として✄装置と支บ歯の

適合性がႎ๔されている．

　切加Ꮏ装置によりされた歯✄装置の適

合性は，⒳䇱の要࿃によりᓇ㗀され，切加Ꮏ᧦ઙ

の䈉ち，․にㅍりㅦᐲは加Ꮏ♖ᐲをᓮすることがႎ

๔されている．また，ㅍりㅦᐲは，切加Ꮏ時㑆に⋥

ធ㑐ਈし，ㅍりㅦᐲを増加さ䈞ることにより，切加Ꮏ

時㑆を⍴❗することが可能となる．しかしながら，ㅍり

ㅦᐲの変化が加Ꮏ物の適合性にਈ䈋るᓇ㗀はਇ明

であり，適切なㅍりㅦᐲの検討がᔅ要であると考䈋ら

れる．

　そこで本研究では，歯✄装置時の切加

Ꮏ᧦ઙを最適化することを目的として，CAD㪆CAM

䊧䉳䊮䊑䊨ックを⒳䇱のㅍりㅦᐲにて切加Ꮏし，加

Ꮏ♖ᐲとして䊊䉟䊑リッ䊄䊧䉳䊮の適合♖ᐲを評価

した．

　

Ⅱ． 方法

　支บ歯として下顎ዊ⥓歯をㆬᛯし，䊙ー䉳䊮ᒻᘒ

は，デ䉞ー䊒シ䊞䊮フ䉜ーとした．支บ歯を想定し，䉮

䊋ルトク䊨䊛合㊄の㊄ဳをした．ㅢ法にᓥい

ᬺ用ᮨဳをしᛛᎿ用ス䉨䊞䊅ー（AutoScan-DS-

EX Pro Dental 3D Scanner，䊕䊮ト䊨䊮䉳䊞䊌䊮ᩣᑼ

ળ␠㪀を用いて支บ歯モデルのCADデー䉺をᚑ

し，歯科用CADソフトウェア（ExoCAD）を用いてዊ⥓

歯のCADデー䉺をᚑした．䉶䊜䊮トス䊕ースはㄝ

✼部を0㱘m，内㕙を20㱘mと設定した．ᚑしたCAD
デー䉺からCAMソフトウェア㩿HyperDent，FOLLOW-

ME㩸 Technology Group㪀を用いてዊ⥓歯のNCデー䉺

をᚑした．その㓙の，ス䊁ッ䊒䉥ー䊋ー量は0.05
㎜，ス䊏䊮䊄ルの回ォᢙは25000rpmとした．

　被᧚にはCAD㪆CAM用䊧䉳䊮䊑䊨ックとして，

䉣ス䊁䊤䉟ト䊑䊨ック㩿ᩣᑼળ␠トク䊟䊙デ䊮䉺ル㪀を用

い た ．  CAM 装 置 に は ， 歯 科 用 䊚 リ 䊮 䉫 䊙 シ 䊮

㩿MD350，䉨䊟䊉䊮㔚子ᩣᑼળ␠㪀，䉣䊮䊄䊚ルには，䉻

䉟䊟モ䊮䊄䉮ー䊁䉞䊮䉫䊨䊮䉫䊈ック䊗ール䉣䊮䊄䊚ルを

用した．ㅍりㅦᐲは，CAMソフトウェア（HyperDent，
FOLLOW-ME㩸 Technology Group）にて以下の᧦ઙ

で切加Ꮏし，加Ꮏに要する時㑆を測定した（n㪔3）．

㽲500mm㪆min，㽳675mm㪆min，㽴1000mm㪆min，㽵

1200mm㪆min，㽶1500mm㪆min，㽷2000mm㪆min，㽷

2500mm㪆min
　した歯✄装置の内㕙適合性は，シリ䉮ー䊮

ශ⽎᧚を用いた䊧䊒リ䉦法にて評価した．すなわち，

したク䊤ウ䊮に䊑䊤ックシリ䉮ー䊮（䊋䉟ト䉼ェッ

䉦ー，GC）をᵈして原ဳに設置し，⎬化後᠗して

䊖ワ䉟トシリ䉮ー䊮（フ䉞ット䉼ェッ䉦ー，GC）にてⵣᛂ

ちした．その後，した䊧䊒リ䉦を㗠⥠方向に切ᢿ

し，శ切ᢿဳ㗼ᓸ㏜（䊚ク䊨䊮ᷓさ高さ測定ᯏKY-60
ဳ，ᣣ♖ኒᎿ学ᚲ）を用いて䊑䊤ックシリ䉮ー

䊮の厚みを⸘測した．⸘測部はa䋺㗠䊙ー䉳䊮，

b䋺㗠ゲ㕙中ᄩ，c䋺㗠咬合㕙，d䋺⥠咬合㕙，e䋺
⥠ゲ㕙中ᄩ部，f䋺⥠䊙ー䉳䊮とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　各᧦ઙにて切加Ꮏした㓙の加Ꮏ時㑆は，㽲36
分，㽳26分，㽴19分，㽵13分，㽶10分㪃㽷9分であっ

た．ㅍりㅦᐲの増加は，加Ꮏ時㑆をリ䊆アに減少さ䈞

た．

内㕙の適合性を評価したとこ䉐，ㅍりㅦᐲのૐ下に

い，䊙ー䉳䊮部分であるa，fὐの内㕙㑆㓗量が減少し

た．また，ㅍりㅦᐲの増加にい，ゲ㕙のeὐの㑆㓗

量は減少した．以上の結果からㅍりㅦᐲの増加に

いゲ㕙部で✄装置と支บ歯がធ⸅し，a， fὐの㑆

㓗量が増加したと考䈋られる.

　以上より，ㅍりㅦᐲをૐ下さ䈞ることにより加Ꮏ♖ᐲ

が向上し，ఝれた適合を有する加Ꮏ᧦ઙとして，切

加Ꮏ時㑆を考ᘦすると，1000㎜㪆minが適切であるこ

とが示唆された．
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ṳ状ᩮ▤に適用するᒝᐲを持た䈞たᣂⷙ䊜䉺ルフリー支
บ築ㅧ᧚ᢱの検討
○Ⴆ原Ⅎ里，㚤↰　ਗ਼，⩲㊁᩿子，大⍹，ศ᧻　⑲，三ᶆብਯ

᧲੩ක科歯科大学ක歯学✚合研究科៨㘩ᯏ能ሽ学分㊁

Investigation of the new metal-free abutment material with appropriate strength applied to flared root canal

Tsukahara R, Komada W, Sugano K, Oishi S, Yoshimatsu S, Miura H
Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

　ᩮ▤ಣ置歯に対して歯修ᓳを行䈉㓙，ᄙくの場合

で支บ築ㅧが行われる．修ᓳされた歯の⎕უᒝᐲは

ᱷሽしている歯⾰の厚み䉇フェルールの有ήにᓇ㗀

をฃける．ṳ状ᩮ▤を持䈧よ䈉なᱷሽ歯⾰が⭯い

歯に対して，䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮により歯⾰をᒝし㍌

ㅧ支บ築ㅧを用いることで，ᩮ▤ოの均一な厚みが

得られることにより支บ歯の高い⎕უᒝᐲが得られる

ことがႎ๔されている1）．また，ㄭᐕでは㊄ዻア䊧ル

䉩ー䉇ክ⟤的要᳞の高まりから，䊜䉺ルフリー治療の

㔛要が高まってきている．そこで，本研究ではṳ状

ᩮ▤に対してᒝᐲを持た䈞たᣂⷙ䊜䉺ルフリー築ㅧ方

法をត究することを目的とした．

Ⅱ． 方法

　⹜ᢱには齢30䊱以上のᛮ‐歯を40本

用し㪃各⟲の⹜㛎ᢙを10とした．ૐㅦ切ᢿᯏ（Isomet
buehler）にて歯部を切ᢿ後，ᣓ⋚を用いて䊍ト下顎

ዊ⥓歯をᮨ୮し歯ᩮᄖをᒻᚑした．ᩮ▤లႯ後，

䉻䉟䊟モ䊮䊄䊋ーを用いて䊘ストሹᒻᚑを行い，䊘スト

ሹのᷓさ8.0 mm㪃歯㗖部の厚み0.8 mmのṳ状ᩮ

▤を持䈧歯ᩮᒻᘒとした.

　支บ築ㅧ法は㽲築ㅧ用䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮㩿Clearfil
DC Core Automix 㪃Kuraray Noritake Dental㪀のみで

築ㅧしたRC⟲，㽳築ㅧ用䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮と䉫䊤ス

フ䉜䉟䊋ー䊘スト㩿Clearfil Fiberpost No.6㪃 Kuraray
Noritake Dental）を૬用して築ㅧしたFP⟲㪃　㽴二䉬䉟

㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックス㩿Initial Lisi Press㪃 GC㪀を

用いて築ㅧしたLD⟲，㽵ᩮ▤内を䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮

ᒝした後二䉬䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックスを用い

て築ㅧしたRLD⟲の4⒳㘃とした．೨ಣ置として，ᩮ▤

内に䊗䊮デ䉞䊮䉫㩿Clearfil universal bond Quick㪃

Kuraray Noritake Dental）をႣ布した後10⑽㑆శᾖ

を行い，RC⟲は積ጀలႯにより築ㅧを行った．FP⟲

では，フ䉜䉟䊋ー䊘ストをリ䊮㉄（K-Etchant Gel㪃
Kuraray Notritake Dental）ᵞᵺ後，䉶䊤䊚ック䊒䊤䉟

䊙ー（ Clearfil Ceramic Primer㪃 Kuraray Noritake
Dental）にてシ䊤䊮䉦ッ䊒リ䊮䉫ಣ理を行い築ㅧした．

LD⟲では，歯ᩮのශ⽎ណ得を行い㑆ធ法にて二䉬

䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックス䉮アをした．RLD⟲

では築ㅧ用䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮をᩮ▤内にᵈ後，分

㔌᧚をႣ布したశㅘㆊ性のアクリルの（㱢1.0 mm）

を咬合㕙から歯ᩮ中ᄩにᝌし20⑽శᾖした．⎬

化後，アクリルをᔀし䉻䉟アモ䊮䊄䊘䉟䊮ト

㩿FG103㪃 ᧻㘑㪀を用いて䊘ストሹをᒻᚑした．ᩮ▤内，

二䉬䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックス䉮アともに䉶䊤䊚ック

䊒䊤䉟䊙ーにて㕙ಣ理を行い㪃ធ着性䊧䉳䊮䉶䊜䊮

ト㩿Panavia V5㪃 Kuraray Noritake Dental㪀を用いてធ

着した．す䈼ての⟲において㪃荷重部にス䊁䊮䊧ス

䊒䊧ートをធ着し，疑似歯ᩮ膜㩿Correct Quick㪃 䊕

䊮ト䊨䊮㪀をし，アクリル䊧䉳䊮㩿Palapress Vario㪃

Heraeus Kulzer㪀をḩたしたアル䊚䊆ウ䊛リ䊮䉫内に൮

ၒした．その後，ਁ能⹜㛎ᯏ（Autogragph AGS-H㪃

ፉᵤᚲ）を用いて，ク䊨ス䊓ッ䊄ス䊏ー䊄1.0 mm㪆

minにて⽶荷荷重⹜㛎を行った．得られた値を一元㈩

置分散分析後㪃Tukey HSDにて⛔⸘解析を行った.

Ⅲ． 結果と考察

　⽶荷荷重⹜㛎の結果をに示す（）．全ての⟲㑆

において有ᗧᏅが認められ㪃RLD⟲において最も高

い⎕უᒝᐲを示した．ṳ状ᩮ▤を有する歯におい

ては㪃⽎⾰と弾性ଥᢙがㄭい䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮を用

いて⭯いᱷሽ歯⾰をᒝしᒝ化することによって応力

㓸中を㒐䈑㪃さらに築ㅧ体⥄体にච分なᒝᐲを持た䈞

ることによって高い⎕უᒝᐲを得られたと考䈋られる．

一方で䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮によるᒝがないLD⟲で

は㪃⭯いᱷሽ歯⾰に応力が㓸中し⽶荷に⠴䈋きれ䈝

歯ᩮ⎕᛬を起こしてしま䈉ため⎕უᒝᐲがૐくなった

と考䈋られる．

　本実㛎において㪃ṳ状ᩮ▤に対し䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳

䊮を用いᱷሽ歯⾰をᒝした上で二䉬䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧

䊤ス䉶䊤䊚ックス䉮アを適応することでᒝᐲの高い䊜䉺

ルフリー支บ築ㅧが可能となることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） Fukui Y，Komada W，Yoshida K et al．Effect
of reinforcement with resin composite on
fracture strength of structurally compromised
roots ． Dental Materials Journal 2009;28:602–
609．
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Improvement of bonding property using a newly developed hydrophobic bonding material
㵪The effect of adhesive enhancer on early dentin bond strength㵪
Yamanaka A, Mine A, Higashi M, Yamada-tajiri Y, Yumitate M, Ban S, Hagino R, Nakatani H, Yatani H
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　ᣣの歯科⥃床でᄙ用されている歯科用ធ着᧚の

ធ着性を向上さ䈞ることにより，二次䈉ⲁ䉇歯㜑Ἳを

さらにᛥすることが可能となる．本研究では1ス䊁ッ

䊒ធ着シス䊁䊛を応用したᣂⷙ䊒䊤䉟䊙ー（䊗䊮䊄）に

⇹᳓性の高いᣂⷙ䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚を用いるᣂⷙ2ス

䊁ッ䊒シス䊁䊛のធ着性を評価検討した．

Ⅱ． 方法

　䊍トᛮ大⥓歯15本を最大⼾隆部で切ᢿし，⽎⾰

を㔺さ䈞，⠴᳓研⏴⚕にて㩺600まで研⏴し，被着

㕙とした（大㒋大学歯学部㒝ዻ∛㒮୶理ክᩏᆔຬ

ળ䋺H30-E51）．⹜ᢱを䊤䊮䉻䊛に3⟲に分け，ᣂⷙ2ス

䊁ッ䊒䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚BZF-29（以後BZF㪃 䉳ーシー），

対ᾖ⟲としてG-䊒䊧䊚䉥䊗䊮䊄（以後GPB，䉳ーシー）

およびクリアフ䉞ル䊜䉧䊗䊮䊄2（以後MB2，ク䊤䊧䊉リ䉺

䉬デ䊮䉺ル）を䊜ー䉦ーのᜰ示ㅢりに用した．次い

で，ធ着ಣ理を行った被着㕙にశ重合ဳ䉮䊮䊘䉳ット

䊧䉳䊮（クリアフ䉞ルAP-X，ク䊤䊧䊉リ䉺䉬デ䊮䉺ル）を

4 mmの高さまで2 mm䈝䈧積ጀలႯし，5方向から10
⑽䈝䈧శᾖした．各⹜ᢱを24時㑆37㷄᳓中にᶐẃ

した後，ធ着⇇㕙とု⋥に1.0 mm㬍1.0 mmとなるよ

䈉䉻䉟䊟モ䊮䊄䉦ッ䉺ーで⚦ᢿし，ᓸዊᒁᒛធ着⹜㛎

（n㪔25）および⎕ᢿ㕙観察を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　ធ着ᒝさは，BZF⟲が62.9㫧20.1 MPa，GPB⟲が

29.0㫧12.6 MPa，MB2⟲が50.9㫧16.3 MPaであり，

BZF⟲はGPB⟲およびMB2⟲に対し有ᗧに高いធ着

ᒝさを示した（図1）．⎕ᢿ㕙観察の結果，⽎⾰と䊗

䊮デ䉞䊮䉫᧚の⇇㕙で⎕უしている割合は，BZF⟲が

0㩼，GPB⟲が8㩼，MB2⟲が0㩼であり，䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳

䊮と䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚の⇇㕙⎕უはBZF⟲が0㩼，GPB⟲

が52㩼，MB2⟲が4㩼であった（図2）．したがって，2ス

䊁ッ䊒目に⇹᳓性が高く，ᯏ᪾的ᒝᐲの高いᣂⷙ䊗

䊮デ䉞䊮䉫᧚を用いることにより䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮と䊗

䊮デ䉞䊮䉫᧚のធ着が増ᒝされた．さらに䉯ール

デ䊮ス䉺䊮䉻ー䊄とされているMB2よりも⇇㕙⎕უの割

合がዊさくなり，歯䉇䊧䉳䊮が⎕უするಝ㓸⎕უが

48㩼をභめた．以上のことから，1ス䊁ッ䊒ធ着シス䊁䊛

を応用したᣂⷙ䊒䊤䉟䊙ーに⇹᳓性の高いᣂⷙ䊗䊮

デ䉞䊮䉫᧚を⚵み合わ䈞るᣂたな2ス䊁ッ䊒歯㕙ಣ理

によって⽎⾰とのធ着性が向上することが明らかと

なった．

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺大㒋大学歯学部㒝ዻ∛㒮୶理ክᩏᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000078，ᛚ認⇟ภ䋺H30-E51）

図1　ೋᦼធ着ᒝさ

図2　⎕ᢿ᭽⋧
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ṳ状ᩮ▤に適用するᒝᐲを持た䈞たᣂⷙ䊜䉺ルフリー支
บ築ㅧ᧚ᢱの検討
○Ⴆ原Ⅎ里，㚤↰　ਗ਼，⩲㊁᩿子，大⍹，ศ᧻　⑲，三ᶆብਯ

᧲੩ක科歯科大学ක歯学✚合研究科៨㘩ᯏ能ሽ学分㊁

Investigation of the new metal-free abutment material with appropriate strength applied to flared root canal

Tsukahara R, Komada W, Sugano K, Oishi S, Yoshimatsu S, Miura H
Department of Fixed Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and
Dental University

Ⅰ． 目的

　ᩮ▤ಣ置歯に対して歯修ᓳを行䈉㓙，ᄙくの場合

で支บ築ㅧが行われる．修ᓳされた歯の⎕უᒝᐲは

ᱷሽしている歯⾰の厚み䉇フェルールの有ήにᓇ㗀

をฃける．ṳ状ᩮ▤を持䈧よ䈉なᱷሽ歯⾰が⭯い

歯に対して，䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮により歯⾰をᒝし㍌

ㅧ支บ築ㅧを用いることで，ᩮ▤ოの均一な厚みが

得られることにより支บ歯の高い⎕უᒝᐲが得られる

ことがႎ๔されている1）．また，ㄭᐕでは㊄ዻア䊧ル

䉩ー䉇ክ⟤的要᳞の高まりから，䊜䉺ルフリー治療の

㔛要が高まってきている．そこで，本研究ではṳ状

ᩮ▤に対してᒝᐲを持た䈞たᣂⷙ䊜䉺ルフリー築ㅧ方

法をត究することを目的とした．

Ⅱ． 方法

　⹜ᢱには齢30䊱以上のᛮ‐歯を40本

用し㪃各⟲の⹜㛎ᢙを10とした．ૐㅦ切ᢿᯏ（Isomet
buehler）にて歯部を切ᢿ後，ᣓ⋚を用いて䊍ト下顎

ዊ⥓歯をᮨ୮し歯ᩮᄖをᒻᚑした．ᩮ▤లႯ後，

䉻䉟䊟モ䊮䊄䊋ーを用いて䊘ストሹᒻᚑを行い，䊘スト

ሹのᷓさ8.0 mm㪃歯㗖部の厚み0.8 mmのṳ状ᩮ

▤を持䈧歯ᩮᒻᘒとした.

　支บ築ㅧ法は㽲築ㅧ用䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮㩿Clearfil
DC Core Automix 㪃Kuraray Noritake Dental㪀のみで

築ㅧしたRC⟲，㽳築ㅧ用䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮と䉫䊤ス

フ䉜䉟䊋ー䊘スト㩿Clearfil Fiberpost No.6㪃 Kuraray
Noritake Dental）を૬用して築ㅧしたFP⟲㪃　㽴二䉬䉟

㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックス㩿Initial Lisi Press㪃 GC㪀を

用いて築ㅧしたLD⟲，㽵ᩮ▤内を䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮

ᒝした後二䉬䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックスを用い

て築ㅧしたRLD⟲の4⒳㘃とした．೨ಣ置として，ᩮ▤

内に䊗䊮デ䉞䊮䉫㩿Clearfil universal bond Quick㪃

Kuraray Noritake Dental）をႣ布した後10⑽㑆శᾖ

を行い，RC⟲は積ጀలႯにより築ㅧを行った．FP⟲

では，フ䉜䉟䊋ー䊘ストをリ䊮㉄（K-Etchant Gel㪃
Kuraray Notritake Dental）ᵞᵺ後，䉶䊤䊚ック䊒䊤䉟

䊙ー（ Clearfil Ceramic Primer㪃 Kuraray Noritake
Dental）にてシ䊤䊮䉦ッ䊒リ䊮䉫ಣ理を行い築ㅧした．

LD⟲では，歯ᩮのශ⽎ណ得を行い㑆ធ法にて二䉬

䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックス䉮アをした．RLD⟲

では築ㅧ用䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮をᩮ▤内にᵈ後，分

㔌᧚をႣ布したశㅘㆊ性のアクリルの（㱢1.0 mm）

を咬合㕙から歯ᩮ中ᄩにᝌし20⑽శᾖした．⎬

化後，アクリルをᔀし䉻䉟アモ䊮䊄䊘䉟䊮ト

㩿FG103㪃 ᧻㘑㪀を用いて䊘ストሹをᒻᚑした．ᩮ▤内，

二䉬䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧䊤ス䉶䊤䊚ックス䉮アともに䉶䊤䊚ック

䊒䊤䉟䊙ーにて㕙ಣ理を行い㪃ធ着性䊧䉳䊮䉶䊜䊮

ト㩿Panavia V5㪃 Kuraray Noritake Dental㪀を用いてធ

着した．す䈼ての⟲において㪃荷重部にス䊁䊮䊧ス

䊒䊧ートをធ着し，疑似歯ᩮ膜㩿Correct Quick㪃 䊕

䊮ト䊨䊮㪀をし，アクリル䊧䉳䊮㩿Palapress Vario㪃

Heraeus Kulzer㪀をḩたしたアル䊚䊆ウ䊛リ䊮䉫内に൮

ၒした．その後，ਁ能⹜㛎ᯏ（Autogragph AGS-H㪃

ፉᵤᚲ）を用いて，ク䊨ス䊓ッ䊄ス䊏ー䊄1.0 mm㪆

minにて⽶荷荷重⹜㛎を行った．得られた値を一元㈩

置分散分析後㪃Tukey HSDにて⛔⸘解析を行った.

Ⅲ． 結果と考察

　⽶荷荷重⹜㛎の結果をに示す（）．全ての⟲㑆

において有ᗧᏅが認められ㪃RLD⟲において最も高

い⎕უᒝᐲを示した．ṳ状ᩮ▤を有する歯におい

ては㪃⽎⾰と弾性ଥᢙがㄭい䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮を用

いて⭯いᱷሽ歯⾰をᒝしᒝ化することによって応力

㓸中を㒐䈑㪃さらに築ㅧ体⥄体にච分なᒝᐲを持た䈞

ることによって高い⎕უᒝᐲを得られたと考䈋られる．

一方で䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮によるᒝがないLD⟲で

は㪃⭯いᱷሽ歯⾰に応力が㓸中し⽶荷に⠴䈋きれ䈝

歯ᩮ⎕᛬を起こしてしま䈉ため⎕უᒝᐲがૐくなった

と考䈋られる．

　本実㛎において㪃ṳ状ᩮ▤に対し䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳

䊮を用いᱷሽ歯⾰をᒝした上で二䉬䉟㉄リ䉼ウ䊛䉧

䊤ス䉶䊤䊚ックス䉮アを適応することでᒝᐲの高い䊜䉺

ルフリー支บ築ㅧが可能となることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） Fukui Y，Komada W，Yoshida K et al．Effect
of reinforcement with resin composite on
fracture strength of structurally compromised
roots ． Dental Materials Journal 2009;28:602–
609．
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㵪⽎⾰ೋᦼធ着に䈿すല果㵪
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Improvement of bonding property using a newly developed hydrophobic bonding material
㵪The effect of adhesive enhancer on early dentin bond strength㵪
Yamanaka A, Mine A, Higashi M, Yamada-tajiri Y, Yumitate M, Ban S, Hagino R, Nakatani H, Yatani H
Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　ᣣの歯科⥃床でᄙ用されている歯科用ធ着᧚の

ធ着性を向上さ䈞ることにより，二次䈉ⲁ䉇歯㜑Ἳを

さらにᛥすることが可能となる．本研究では1ス䊁ッ

䊒ធ着シス䊁䊛を応用したᣂⷙ䊒䊤䉟䊙ー（䊗䊮䊄）に

⇹᳓性の高いᣂⷙ䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚を用いるᣂⷙ2ス

䊁ッ䊒シス䊁䊛のធ着性を評価検討した．

Ⅱ． 方法

　䊍トᛮ大⥓歯15本を最大⼾隆部で切ᢿし，⽎⾰

を㔺さ䈞，⠴᳓研⏴⚕にて㩺600まで研⏴し，被着

㕙とした（大㒋大学歯学部㒝ዻ∛㒮୶理ክᩏᆔຬ

ળ䋺H30-E51）．⹜ᢱを䊤䊮䉻䊛に3⟲に分け，ᣂⷙ2ス

䊁ッ䊒䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚BZF-29（以後BZF㪃 䉳ーシー），

対ᾖ⟲としてG-䊒䊧䊚䉥䊗䊮䊄（以後GPB，䉳ーシー）

およびクリアフ䉞ル䊜䉧䊗䊮䊄2（以後MB2，ク䊤䊧䊉リ䉺

䉬デ䊮䉺ル）を䊜ー䉦ーのᜰ示ㅢりに用した．次い

で，ធ着ಣ理を行った被着㕙にశ重合ဳ䉮䊮䊘䉳ット

䊧䉳䊮（クリアフ䉞ルAP-X，ク䊤䊧䊉リ䉺䉬デ䊮䉺ル）を

4 mmの高さまで2 mm䈝䈧積ጀలႯし，5方向から10
⑽䈝䈧శᾖした．各⹜ᢱを24時㑆37㷄᳓中にᶐẃ

した後，ធ着⇇㕙とု⋥に1.0 mm㬍1.0 mmとなるよ

䈉䉻䉟䊟モ䊮䊄䉦ッ䉺ーで⚦ᢿし，ᓸዊᒁᒛធ着⹜㛎

（n㪔25）および⎕ᢿ㕙観察を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　ធ着ᒝさは，BZF⟲が62.9㫧20.1 MPa，GPB⟲が

29.0㫧12.6 MPa，MB2⟲が50.9㫧16.3 MPaであり，

BZF⟲はGPB⟲およびMB2⟲に対し有ᗧに高いធ着

ᒝさを示した（図1）．⎕ᢿ㕙観察の結果，⽎⾰と䊗

䊮デ䉞䊮䉫᧚の⇇㕙で⎕უしている割合は，BZF⟲が

0㩼，GPB⟲が8㩼，MB2⟲が0㩼であり，䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳

䊮と䊗䊮デ䉞䊮䉫᧚の⇇㕙⎕უはBZF⟲が0㩼，GPB⟲

が52㩼，MB2⟲が4㩼であった（図2）．したがって，2ス

䊁ッ䊒目に⇹᳓性が高く，ᯏ᪾的ᒝᐲの高いᣂⷙ䊗

䊮デ䉞䊮䉫᧚を用いることにより䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮と䊗

䊮デ䉞䊮䉫᧚のធ着が増ᒝされた．さらに䉯ール

デ䊮ス䉺䊮䉻ー䊄とされているMB2よりも⇇㕙⎕უの割

合がዊさくなり，歯䉇䊧䉳䊮が⎕უするಝ㓸⎕უが

48㩼をභめた．以上のことから，1ス䊁ッ䊒ធ着シス䊁䊛

を応用したᣂⷙ䊒䊤䉟䊙ーに⇹᳓性の高いᣂⷙ䊗䊮

デ䉞䊮䉫᧚を⚵み合わ䈞るᣂたな2ス䊁ッ䊒歯㕙ಣ理

によって⽎⾰とのធ着性が向上することが明らかと

なった．

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺大㒋大学歯学部㒝ዻ∛㒮୶理ክᩏᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000078，ᛚ認⇟ภ䋺H30-E51）

図1　ೋᦼធ着ᒝさ

図2　⎕ᢿ᭽⋧
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分శ䉟䊜ー䉳䊮䉫装置による䊙ル䉼䊧䉟䊟ーဳ䉳ル䉮䊆アと
ᄤὼ歯の䉫䊤デーシ䊢䊮評価
○ዊ子㪈㪀，⧯ᨋ一㪈㪀，大㓷ਯ2㪀，₺　ዷ㪈㪀，ᆢ　⧐⧐㪈㪀，ጟ⌀ᒎ㪈㪀，中隆ᔒ㪊㪀，
⍫⼱ඳ文㪈㪀

㪈㪀大㒋大学大学㒮歯学研究科顎口⣧ᯏ能ౣᑪ学講座ク䊤ウ䊮䊑リッ䉳✄学分㊁，2㪀ᩣᑼળ
␠䉥フ䉞ス・䉦䊤ー䉰䉟䉣䊮ス，㪊㪀大ᚻ೨⍴ᦼ大学　歯科ⴡ生学科
Colorimetry of natural teeth and multi-layered zirconia crowns using a spectral imaging device

Konishi S1), Wakabayashi K1), Osumi M2), Wang Z1), Ji F1), Okamura S1), Nakamura T3), Yatani H1)

1)Depertment of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate school of Dentistry, 2)Office color
science co., 3)Department of Oral Health Sciences, Otemae College

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，䉳ル䉮䊆アク䊤ウ䊮の有するክ⟤的な㗴ὐ

をᡷༀするため，䉫䊤デーシ䊢䊮をઃਈした高ㅘశ性

䊙ル䉼䊧䉟䊟ーဳ䉳ル䉮䊆ア䊑䊨ックが開発され，ክ

⟤㗔ၞでの᥉がᦼᓙされている. これまで，歯

✄装置䉇ᄤὼ歯の⦡⺞に㑐する研究が行われてきた

が，歯㗪部䉇切✼部な䈬の․定の㗔ၞを⸘測したも

のがᄙく，歯全体の⦡⺞の変化をㅪ⛯的に評価し

た研究は認められない. そこで本研究では，物体の

㕙全体の⦡⺞分布を⸘測することのできる分శ䉟䊜ー

䉳䊮䉫装置を用いて，フル䉦䊮ト䉠ア䉳ル䉮䊆アク䊤ウ

䊮および口⣧内のᄤὼ歯の測⦡を行い㪃 歯㗖部から

切✼部䈻の⦡⺞の変化を比較した.

Ⅱ． 方法

CAD㪆CAMにて高ㅘశ性䊙ル䉼䊧䉟䊟ーဳ䉳ル䉮

䊆ア（Katana UTML Shade A2，ク䊤䊧䊉リ䉺䉬デ䊮䉺

ル，以下UTML）および 同䉳ル䉮䊆ア（Lava Esthetic
Zirconia Shade A2，スリー䉣䊛䉳䊞䊌䊮，以下 Lava）

の䊑䊨ックから上顎ฝ中切歯のフル䉦䊮ト䉠ア䉳ル

䉮䊆アク䊤ウ䊮をした．䉮䊮䊘䉳ット䊧䉳䊮（IPS
Natural Die Material Shade ND3）でした支บ歯

とク䊤ウ䊮との㑆に，䊌䊅䊎アV5ト䊤䉟䉟䊮䊕ーストの䊡

䊆䊋ー䉰ル⦡をさ䈞た後，分శ䉟䊜ー䉳䊮䉫装置

を用い，㤥⦡および⊕⦡⢛᥊にて測⦡を行なった．さ

らに，上顎ฝ中切歯に䉦リ䉣ス䉇着⦡，歯科治療

ᱧのないᚑੱ35 名を被㛎者とし，⊕⦡あるいは㤥⦡

の䊙ウス䊏ースを装着した状ᘒで，1回䈝䈧分శ䉟

䊜ー䉳䊮䉫装置で中切歯を測⦡した（図1）. 得られた

䉳ル䉮䊆アおよびᄤὼ歯のデー䉺より，歯㗪部から切

✼部にかけてのL㪁㪃 a㪁㪃 b㪁値の変化，ㅘశ性䊌䊤䊜ー

䉺ー（TP），䉮䊮ト䊤スト比（CR）㪃 分శ率の変化を

比較した（図2）．L㪁値は䉫䊤フのᒻ状と歯ᢿ㕙ᒻᘒ

との⋧㑐を⺞䈼るため，⍹⤉ᮨဳを⸘測し，得られた

STLデー䉺から歯ໃ㕙ᒻᘒと䉫䊤フ化したL㪁値を

比較した.

Ⅲ． 結果と考察

L㪁値は歯㗪部から中ᄩ部にかけて増加し，中ᄩ部

から切✼部にかけて減少する上にಲのᦛ✢を示し

た．このᦛ✢の最大値の置は，歯ᢿ㕙における

ໃ㕙のᒻ状と⋧㑐していた．a㪁，b㪁値は㪃 ᄤὼ歯の

83 㩼がUTML㪃 Lavaと同じ向を示した. ᄤὼ歯の歯

㗪部と切✼部のa㪁㪃 b㪁値のᏅは，UTML㪃 Lavaと比較

して大きかった.

TPとCRに㑐しては，ᄤὼ歯は䉳ル䉮䊆アよりもともに

高い値を示した．加䈋て㪃 䉳ル䉮䊆アでは歯㗪部から

の〒㔌に比してㅘశ性が増加するのに対し㪃 ᄤὼ

歯では切✼部ઃㄭでㅘశ性の増加率が大きかった.

　分శ率は㪃 す䈼てᄤὼ歯の歯㗪部ઃㄭで500
ޯ600 nmのశのๆが認められ㪃 このశのๆは歯

⡺のᓇ㗀と考䈋られた. 䉳ル䉮䊆アク䊤ウ䊮では同᭽

のశのๆは認められ䈝，歯⡺の⦡が⦡⺞に䈿す

ᓇ㗀はዊさいと考䈋られた.

　本実㛎より，ᄤὼ歯と䊙ル䉼䊧䉟䊟ーဳ䉳ル䉮䊆ア

では㪃 歯㗪部から切✼部にかけての，a㪁，b㪁値の変化

量，ㅘశ性およびㅘశ性の変化率が異なり㪃 よりᄤὼ

歯にㄭ似したክ⟤性を有する䉳ル䉮䊆アク䊤ウ䊮を

するためには㪃 歯㗪部のᓀᐲが高く，ㅘశ性が中

ᄩ部から切✼部にかけてより増加する䉳ル䉮䊆ア䊑

䊨ックがᦸましいと考䈋られた．

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺大㒋大学大学㒮歯学研究科୶理ᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺CRB5180007，ᛚ認⇟ภ䋺H30-E6）

図1 䉳ル䉮䊆アク䊤ウ䊮びᄤὼ歯の測⦡㘑᥊

図2 分శ䉟䊜ー䉳䊮䉫装置での測⦡デー䉺
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䉦ー䊗䊮䊅䊉䊖ー䊮修㘼䉼䉺䊮上でၭ㙃した䊙ク䊨フ䉜ー䉳
のㆮવ子発
　○ᧁ⽵ੳ，　平↰ᕺ理，　㜟↰⚓理，　ᮮጊᢕ㇢

北ᶏ大学大学㒮歯学㒮口⣧ᯏ能✄学ᢎቶ

Gene expression of macrophage cultured on titanium surface-modified with carbon nanohorn

Kimura S, Hirata E, Takada S, Yokoyama A
Oral Functional Prosthodontics, Graduate School of Dental Medicine, Hokkaido University

Ⅰ． 目的

　䉦ー䊗䊮䊅䊉䊖ー䊮（CNHs）は，素のみから構ᚑ

される䉦ー䊗䊮䊅䊉䊙䊁リアルであり，その物理的・生

物学的․性から生体᧚ᢱ䈻の応用がᦼᓙされてい

る．ᚒ䇱は，歯科口⣧㗔ၞにおけるCNHsの生体᧚ᢱ

䈻の応用を目的に研究を行い，これまでにCNHsを࿕

着したPTFE膜をGBR法に応用し㛽ᒻᚑがଦㅴされ

ること1㪀，さらにCNHsを⽽㘩した䊙ク䊨フ䉜ー䉳は㑆⪲

♽ᐙ⚦⢩の㛽⧘⚦⢩䈻の分化をଦㅴすること2㪀をႎ

๔している．

　本研究においては，CNHsをデ䊮䉺ル䉟䊮䊒䊤䊮トの

㕙修㘼に応用することを目的として䉼䉺䊮㕙に

CNHを修㘼し 㩿CNH㪆Ti㪀，CNH㪆Ti上で䊙ク䊨フ䉜ー

䉳をၭ㙃し，ㆮવ子発を解析するとともにἻ∝性䉰

䉟ト䉦䉟䊮の↥生に䈧いて検⚝した．

　

Ⅱ． 方法

　Ti᧼（厚さ1mm㬍⋥ᓘ9mm，⚐ᐲ99.5㩼，T㩽I）

㕙に，䉦ル䊗䉨シル化したCNHsを300V，180⑽の᧦

ઙ下でᵒേ㔚着し，CNH㪆Tiをした（FIB-SEM観

察にて㪃 Ti㕙にCNHsが0.2䌾0.3㱘mの厚みでઃ着

していることを確認した）．

　䊙ウス↱᧪න䊙ク䊨フ䉜ー䉳᭽⚦⢩（J774A-1）を

CNH㪆TiおよびTi上に4.0㬍10㶛cell㪆discとなるよ䈉に

⒳し，ၭ㙃24，72時㑆後にSEMおよびTEMによる観

察を行った．

　また㪃 ၭ㙃24時㑆後のJ774A-1からしたRNAを

用いて䊙䉟ク䊨ア䊧䉟解析を行った. さらに㪃 ၭ㙃24㪃

72時㑆後のၭ㙃上ᷡ中の䉰䉟ト䉦䉟䊮（TNF㱍㪃

IL-6㪃 IL-10）をELISAによって測定した.

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEM観察では，⚦⢩のᒻᘒはTi上ではᚳ平であっ

たが，CNH㪆Ti上では体のものがᄙく観察され，

CNHsにિዷした⿷が認められた．CNHs㪆TiのTEM
観察では，⚦⢩内に少量のCNHsが観察された．

　䊙䉟ク䊨ア䊧䉟によるGene Ontology解析において

は，Tiと比較してCNH㪆Tiにおける䊙ク䊨フ䉜ー䉳の

DNAのォ౮，修ᓳならびにⶄに㑐するㆮવ子が

down regulateされていた．

　ၭ㙃3ᣣ後の䉰䉟ト䉦䉟䊮発量に䈧いては，

CNH㪆TiのTNF㱍とIL-6は，Tiと比較して有ᗧにૐ

く，IL-10は，ਔ者の㑆に有ᗧᏅを認めなかった．

TNF㱍とIL-6は，M1ဳ䊙ク䊨フ䉜ー䉳が分ᴲするἻ

∝性䉰䉟ト䉦䉟䊮であり，㛽ᒻᚑの㒖ኂ࿃子であること

がႎ๔されている．一方，IL-10はM2䊙ク䊨フ䉜ー䉳

による᛫Ἳ∝性䉰䉟ト䉦䉟䊮として⍮られている．

　以上のことから，Ti㕙のCNHsは，DNAのォ౮，修

ᓳならびにⶄをᓮし，Ἳ∝応にᓇ㗀をਈ䈋る

ことが示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kasai T, Yudasaka M, Yokoyama A, et al.:
Carbon nanohorns accelerate bone regeneration
in rat calvarial bone defect. Nanotechnology,
2011,22,065102-065110

2） Hirata E, Yudasaka M, Yokoyama A, et al.:
Carbon nanohorns allow acceleration of
osteoblast differentiation via macrophage
activation. Nanoscale,2016,8,14514-14522

　

図ELISA測定の結果
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㉄䉧ス䊧ー䉱ーᾖによるソ䉬ット䊒リ䉱䊔ーシ䊢䊮ല果

　○大ㇹ友ⷙ　　

㪈㪀，　ጟብ჻　　

2㪀，　高ᯅ一　　

㪈㪀

　

㪈㪀大㒋歯科大学高齢者歯科学講座，　

2㪀Ꮊ支部

Effect of socket preservation by carbon dioxide laser irradiation

Daigo Y1), Fukuoka H2), Takahashi K1)

1)Department of Geriatric Dentistry, Osaka Dental University, 2)Kyushu Branch

Ⅰ． 目的

　ᛮ歯を行䈉と高い確率で歯ᮏ㛽㗂のૐ下をく．そ

れにより，歯ᮏ㛽の状ᘒが⦟ᅢにたれ䈝，咬合䉇

✄装置を㐳ᦼにわたり⛽持・ᯏ能さ䈞ることが࿎㔍

となる．そのため，ᛮ歯ഃの治≹ᦼ㑆の⍴❗を図り䈧

䈧，歯ᮏ㛽㗂を可的に᷷ሽするとい䈉ソ䉬ット䊒リ䉱

䊔ーシ䊢䊮の考䈋方が重要である．ではᛮ歯┃

に⥄ኅ㛽䉇㛽Ⴏ᧚䉇䉮䊤ー䉭䊮ス䊘䊮䉳を⒖ᬀし

た方法が主ᵹであるが，ᛮ歯┃䈻の⒖ᬀに䈉ᗵ

ᨴ，㛽⚵❱に置឵するのに㐳ᦼ㑆を要する，⒖ᬀし

たੱᎿ᧚ᢱがቢ全に㛽に置឵しない，⒖ᬀ物⾰が原

ᒻのままᱷ⇐する等の㗴が少なから䈝ある．

　ㄭᐕ，⦟ᅢなソ䉬ット䊒リ䉱䊔ーシ䊢䊮にዉくために

ᔅ要ਇ可ᰳとされるのがᛮ歯┃ოからのච分なⴊᶧ

ଏ⛎とそのⴊ㘿の持を確実に行䈉ことである．これ

を可能にしたのがᛮ歯後の䊧ー䉱ーᾖによる方法

である．これにより，ᛮ歯┃内の確実なⴊᶧの持と

ഃ்治≹のଦㅴがᦼᓙでき，さらに歯ᮏ㛽のๆが

最ዊになるとい䈉⥃床ႎ๔を⡊にした歯科කᏧは少

なくない．しかし，これまでᛮ歯後の䊧ー䉱ーᾖに

よるၮ␆的研究ႎ๔が䈾と䉖䈬なかったため，ല果に

対するᙬ疑的なᗧが㕖常にᄙい．

　本研究ではᛮ歯後の㉄䉧ス䊧ー䉱ーᾖによる

ഃ்治≹に対するソ䉬ット䊒リ䉱䊔ーシ䊢䊮ല果を解

明するために∛理⚵❱学的およびᒻᘒ⸘測学的解

析を行った1㪀㪃2㪀㪃3㪀．

　

Ⅱ． 方法

㪲実㛎േ物㪴生後5ㅳ齢のWistar㓶性䊤ットを用いた．

䊤ットは対ᾖ⟲として䊧ー䉱ー㕖ᾖ⟲㩿以下，㕖ᾖ

⟲㪀，実㛎⟲として䊧ー䉱ーᾖ⟲㩿以下，䊧ー䉱ー

⟲㪀とした．㪲観察ᦼ㑆㪴ᛮ歯後3，5，7，10および21ᣣ

目 㪲実㛎方法㪴䊕䊮ト䊋ル䊎䉺ール䊅トリウ䊛㤗㈮⮎を

⣻⣧内ᛩਈ後，可的に歯ᮏ㛽を៊்しないよ䈉に

䊤ット上顎Ꮐ╙一⥓歯をᛮした．ᛮ歯⋥後にⴊ

ᶧをᛮ歯┃ጀまでḩたしたのち，㕖ᾖ⟲ではੇ

✎にて圧ㄼᱛⴊを行い，䊧ー䉱ー⟲では圧ㄼᱛⴊ

を行わ䈝に高力䊧ー䉱ーᾖ㩿以下，HILT㪀を行っ

た．ᛮ歯⠉ᣣには㤗㈮下にて2⟲ともに䉽ア䊚トール

によるᶖᲥを行い，さらに䊧ー䉱ー⟲ではૐ力䊧ー

䉱ーᾖ㩿以下，PBMT㪀を行い⚳ੌとした. 㪲ᾖ᧦

ઙ㪴用した䊧ー䉱ー装置は㉄䉧ス䊧ー䉱ー

㩿PanalasCO5㰿，䊌䊅ソ䊆ック྾࿖䉣䊧クト䊨䊆クス㪀を

用した .HILT䋻ᛮ歯┃ጀのⴊᶧಝ࿕とⴊ㘿の⣕

⪭㒐ᱛを目的に用する㩿1.0W，ㅪ⛯ᵄ，30⑽㑆，約

152J㪆cm2㪀．PBMT䋻⚵❱の⾮ᵴ化を目的に用す

る．㩿1.0w，㰿モー䊄，15⑽㑆，約40J㪆cm2㪀．㪲解析方

法㪴∛理⚵❱ᮡ本㩿H-Eᨴ⦡㪀をし，╙一⥓歯の㆙

ᔃᩮᛮ歯┃を対⽎に∛理⚵❱学的検⸽およびᒻᘒ

⸘測学的検⸽㩿⎕㛽⚦⢩ᢙ㪒3ᣣ目，BV㪆TV㪒7ᣣ目，

歯ᮏ㛽㗂の高さ㪒21ᣣ目㪀を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

㕖ᾖ⟲と比較して䊧ー䉱ー⟲において，ᣧᦼのᣂ

生㛽ᒻᚑと㛽のᚑᾫ，さらにᛮ歯┃ᵻጀからの᨞

ᯅ状のᣂ生㛽構ㅧを認めた．その結果，歯ᮏ㛽㗂は

有ᗧに高くᒻᚑされ，ᛮ歯ഃ粘膜の㒱ಳも䈾と䉖䈬な

かった「図」．以上より，ᛮ歯後のHILTとPBMTのᾖ

によりഃ்治≹のଦㅴと歯ᮏ㛽㗂の高さの⛽持とい䈉

ソ䉬ット䊒リ䉱䊔ーシ䊢䊮ല果が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Daigo Y, Daigo E, Hasegawa A,et al. Utility of
High Intensity Laser Therapy Combined with
Photobiomodulation Therapy for Socket
Preservation After Tooth Extraction.
Photobiomodul Photomed Laser Surg. 2020.38
(2).75-83.

2） 大ㇹ友ⷙ,大ㇹ⧷里ᄹ,ጟብ჻,ઁ. ㉄䉧ス

䊧ー䉱ーによるソ䉬ット䊒リ䉱䊔ーシ䊢䊮の確立.
BIO Clinica.2019.34(8).60-66.

3） 大ㇹ友ⷙ, 大ㇹ⧷里ᄹ, ጟብ჻, ઁ. ᛮ歯後の

㉄䉧ス䊧ー䉱ーᾖによるソ䉬ット䊒リ䉱䊔ー

シ䊢䊮ല果. ᣣ本䊧ー䉱ーක学ળ. 2019. 40
(1).36-44.

　

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺大㒋歯科大学േ物実㛎ᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11001113，ᛚ認⇟ภ䋺18-01008）

　

ᛮ歯┃のᣂ生㛽ᒻᚑの⋧㆑
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⣕分化⢽⢌⚦⢩⒖ᬀによる䊙䉟ク䊨䊚䊆䊑䉺歯⚵❱ౣ生能
の検討
○⑺↰大テ，⋥᮸，大ਭ⾆ਭ，㥲藤，↰　⒤，ᷡ᳓ା行

ᣣ本大学歯学部歯科✄学╙Ⅱ講座

Regeneration of periodontal furcation defects by transplantation of mature adipocyte-derived
dedifferentiated fat (DFAT) cells.
Akita D, Tsukimura N, Okubo T, Saito S, Fukuda M, Shimizu N
Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　៊்を䈉けたེቭ・⚵❱に対してᯏ能回ᓳを目ᜰす

ౣ生ක学は，ㄭᐕ，㘧べ的に発ዷし，歯科㗔ၞにお

いてもその有用性が着目されている．

　ᣣ本大学ではᚑᾫ⢽⢌⚦⢩をᄤ井ၭ㙃することに

より得られる⣕分化⢽⢌⚦⢩（DFAT）が，高い増ᱺ能

とᄙ分化能を有し，᭽䇱なേ物∔ᖚモデルに対して

ᢙᄙくの⒖ᬀല果があることをႎ๔してきた（PCT㪆

JP2004㪆007322）1㪀．

　またᚒ䇱はこれまでに，䊤ット下顎㛽にした歯

⚵❱ᰳ៊部にDFATを⒖ᬀした㓙に，歯⚵❱のౣ

生をଦㅴすることをႎ๔してきた（PCT㪆JP2014㪆

064633）2㪀㪃 3㪀が，大േ物モデルにおける⥃床的なౣ生

能に㑐するႎ๔はない．

　そこで本研究では，䊙䉟ク䊨䊚䊆䊑䉺（MMP）歯Ἳ

モデルにおける⥄ኅDFAT⒖ᬀの有ല性と全性を

検討した．

Ⅱ． 方法

5㗡のMMP⊹下⢽⢌⚵❱を1g៰し，DFATを⺞

した（図）．

　下顎Ꮐฝ╙2ዊ⥓歯部㗠の歯ᩮ分ጘ部に約❑

5㎜㬍ᮮ4㎜㬍ᷓさ3㎜の歯⚵❱ᰳ៊をᄖ科的に

後にシリ䉮ー䊮ශ⽎᧚でႯႧし，歯Ἳモデルを

した4㪀．4ㅳ㑆後にශ⽎᧚を㒰し， にDFAT
（1.5x106cells）䋯䉮䊤ー䉭䊮ⶄ合体を⒖ᬀし（DFAT
），対には䉮䊤ー䉭䊮のみを⒖ᬀした（Control
）．

　⒖ᬀ12ㅳ㑆後に顎㛽を៰し，対⽎歯を⥃床的，

✢学的，⚵❱学的に評価した．同時に⒖ᬀ部

および主要⤳ེの⣲≌ᒻᚑの有ήから生体全性

を検討した．

Ⅲ． 結果と考察

DFAT・Controlに歯䊘䉬ットのᡷༀとア䉺ッ

䉼䊜䊮ト䊧䊔ルのᡷༀが認められた．X✢CTでは

Controlに比䈼，DFATで⎬⚵❱のౣ生が認めら

れた．⚵❱学的には，DFATにおいて分ጘ部内に

䉶䊜䊮ト⾰・歯ᮏ㛽᭽の⎬⚵❱とその㑆㓗に䉮䊤ー䉭

䊮✢⛽のౣ生が認められたが，Controlでは䉶䊜䊮ト

⾰᭽⚵❱が認められた．なお，⒖ᬀ部および主要

⤳ེに⣲≌ᒻᚑな䈬のᚲは認められなかった．

　以上の結果からDFATは歯⚵❱のౣ生をଦㅴ

し，治療用⚦⢩として有用であることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） Matsumoto T, Kano K, et al., Mature adipocyte-
derived dedifferentiated fat cells exhibit
multilineage potential. J Cell physiol 2008;215:
210-22.

2） Kaku M, Akita D, Nishimura M, et al., Cell-
based bone regeneration for alveolar ridge
augmentation - Cell source, endogenous cell
recruitment and immunomodulatory function. J
Prosthodont Res 2015;59: 96-112.

3） Akita D, Tsukimura N, Matsumoto T, et al., Use
of rat mature adipocyte-derived dedifferentiated
fat cells as a cell source for periodontal tissue
regeneration. Front Physiol 2016;7:50.

4） Yang JR, Hsu CW, et al., Transplantation of
embryonic stem cells improves the regeneration
of periodontal furcation defects in a porcine
model. J Clin Periodontol 2013;40:364-71.

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺ᣣ本大学ක学部േ物実㛎ᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000585，ᛚ認⇟ภ䋺AP15M022）
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研⏴による䉼䉺䊮デ䉞スクの生物学的ᵴ性のૐ下とUVಣ理

による回ᓳ
　○大ਭ⾆ਭ　　

㪈㪀，　⋥᮸　　

㪈㪀，　大⼱⾫二　　

㪈㪀，　⑺↰大テ　　

㪈㪀，　㥲藤　　

㪈㪀，　藤本ବノ　　

㪈㪀，　ዊ川隆広　　

2㪀

　

㪈㪀ᣣ本大学歯学部ዪ部床義歯科，　

2㪀䉦リフ䉤ル䊆ア大学䊨䉰䊮䉷ルスᩞワ䉟䊮ト䊨ー䊒䉶䊮䉺ー

UV treatment restores degraded bioactivity of titanium after polishing

Okubo T1), Tsukimura N1), Ohtani K1), Akita D1), Saito S1), Fujimito T1), Ogawa T2)

1)Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry, 2)Weintraub Center
for Reconstructive Biotechnology and Division of Advanced Prosthodontics, UCLA School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　歯科用䉟䊮䊒䊤䊮トは，生体において上⊹を⽾ㅢし

ている構ㅧ物である．䉟䊮䊒䊤䊮トが㐳ᦼにわたる

定のためには，㛽を口⣧内ⅣႺからるためのエ⚵

❱によるኽ㎮がᔅ要になる．本研究では，䉼䉺䊮ア䊋ッ

ト䊜䊮トにおいてᣉされるシリ䉮ー䊮䊘䉟䊮トとのធ

⸅に着目した．本研究の╙一の目的は，シリ䉮ー䊮䊘

䉟䊮トがធ⸅することによる䉼䉺䊮デ䉞スク上の化学的

ᳪᨴのሽの有ή，そして化学的ᳪᨴがあった場合

には，その生物学的ᓇ㗀を明らかにする．さらに╙二

の目的は，化学的ᳪᨴがあった場合，その後⚡ᄖ✢

によるಣ理を行䈉ことによって，化学的および生物学

的ᓇ㗀があるかุかを検⸽した．

　

Ⅱ． 方法

　䉼䉺䊮デ䉞スクを3⟲にわけた．ᯏ᪾研⏴をᣉした⟲

（MA），シリ䉮ー䊮䊘䉟䊮ト（SHOFU inc，Kyoto，

Japan）で研⏴した⟲（Po），Po⟲にUVಣ置をᣉした⟲

（UV）を用ᗧした．UVಣ理はUV装置（Ushio，Tokyo，

Japan）で12分㑆行った．全ての䉰䊮䊒ルはṌ⩶した

後に用した．SEM（Scannig Electronic Microscope）
を用いて䉼䉺䊮デ䉞スクの㕙ᒻ状を評価した．XPS
（X-ray Photoelectron Spectroscopy）を用いて㕙元

素分析を行った．䊍ト口⣧上⊹⚦⢩を䉼䉺䊮デ䉞スク上

に⒳し，⚦⢩ធ着ᢙ，⚦⢩のᒻᘒを測定した．䊍ト

口⣧上⊹⚦⢩を⒳した䉼䉺䊮デ䉞スクをシェ䉟䉦ー

にて5分㑆ᝄേを加䈋，ᱷった⚦⢩ᢙを測定すること

により⚦⢩ធ着を評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　SEMによる㕙観察においてMAでは等㑆㓒の平

行な✢構ㅧを確認した．PoとUVにおいては↹一の構

ㅧは認められ䈝，ਇ定ᒻの㔚子を確認した．

XPSのス䊕クトルでは，Poにおいて素の䊏ークが上

昇していた．図に示すよ䈉に，ス䊕クトルをもとに各ᚑ

分元素を定量したとこ䉐，Poの素量はMAに比䈼有

ᗧに高く，UVの素量はMA，Poよりも減少した．䉬

䉟素はPoのみで検されMA，UVでは検されなかっ

た．6時㑆後の⚦⢩はPoではMAよりもዊさく，⚦⢩⓭

起のિ㐳も明らかでなかった．UVの⚦⢩はPoに比䈼

大きく広がり，MAと同等以上の大きさであった．ま

た，⚦⢩⓭起のિ㐳も確認された．この向は24時

㑆後でも認められ，そのᏅ異はより㗼著になった．⚦

⢩ធ着はMAに比䈼，Poでは有ᗧにૐ下した．⚡ᄖ

✢ಣ理によりធ着は増ᒝし，UVはMAよりも大きな値

を示した．

　以上の結果から研⏴用シリ䉮ー䊮䊘䉟䊮トとធ⸅す

ることにより，䉼䉺䊮デ䉞スク㕙には構ㅧ的，化学的

な変化が生じる．この結果䊍ト口⣧上⊹⚦⢩との生物

学的ᵴ性がఝにૐ下した．⚡ᄖ✢ᾖにより，ૐ

下した生物学的ᵴ性は回ᓳすることが示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Aita H, Hori N, Takeuchi M, et al. The effect of
ultraviolet functionalization of titanium on
integration with bone. Biomaterials 2009; 30,
1015-1025.

2） Att W, Ogawa T. Biological aging of implant
surfaces and their restoration with ultraviolet
light treatment: a novel understanding of
osseointegration. Int J Oral Maxillofac Implants
2012; 27, 753-761.

3） Okubo T, Tsukimura N, Ogawa T, et al.
Ultraviolet treatment restores bioactivity of
titanium mesh plate degraded by contact with
medical gloves. J Oral Sci 2018; 60(4), 567-573.
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䉟䊮䊒䊤䊮ト囲にᗖ起される高㗫ᐲ発ဳBRONJ᭽∛変

モデルのᚑと∛ᘒ解析
　○井上⌀ᗲᒎ　　

㪈㪀，　᧻本⍮生　　

2㪀，　㤥᎑િ一㇢　　

㪊㪀，　ฝ藤友〈　　

㪊㪀，　内↰ᖘ　　

㪈㪀，　Ỉἑ　隆　　

㪊㪀

　

㪈㪀㐳ፒ大学大学㒮ක歯⮎学✚合研究科口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁，　

2㪀ᅏ⠀大学歯学部歯科✄
学講座，　

㪊㪀㐳ፒ大学生ක科学ၞ口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁
Creation and pathological analyses of high-prevalence BRONJ-like lesions around implants in rat maxillae

Inoue M1), Matsumoto C2), Kuroshima S3), Uto Y3), Uchida Y1), Sawase T3)

1)Department of Applied Prosthodontics, Guraduate School of Biomedical Sciences,Nagasaki University, 2)

Department of Prosthodontics, School of Dentistry,Ohu University, 3)Department of Applied
Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences,Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　BP㑐ㅪ顎㛽უᱫ（BRONJ）は，䊎スフ䉤スフ䉤

䊈ート（BP）用ᖚ者に対してଚⷅ的なಣ置を行

䈉ことでし䈳し䈳ᗖ起される㔍治性の⎬エ⚵❱∔ᖚで

ある．BRONJはᖚ者の口⣧QOLを著しくૐ下すること

から確実な治療がᦸまれているが，その∛࿃，∛ᘒ，

治療法はでも明らかになっていない．それ䈬こ䉐

か2015ᐕには，BRONJの発∝ᄾᯏとして䉟䊮䊒䊤䊮ト

治療がまれるよ䈉になり1），⥃床場ではますます

㗴となっている．

　䉟䊮䊒䊤䊮ト治療に㑐ㅪするBRONJの⥃床ႎ๔は

ㄭᐕ増加しているが，ၮ␆研究が全く行われておら

䈝，䉟䊮䊒䊤䊮ト囲にᗖ起されるBRONJ∛変モデル

の開発が行われていないことに起࿃してその∛࿃と∛

ᘒはਇ明で，治療法もない．

　そこで本研究では，BRONJの䊊䉟リスク࿃子である

ス䊁䊨䉟䊄をBPと૬用し，䉟䊮䊒䊤䊮ト囲に高㗫

ᐲで発するBRONJ᭽∛変モデルをᚑして∛ᘒ

を解析することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

1．䉟䊮䊒䊤䊮ト囲BRONJモデル䊤ットのᚑ

　8ㅳ齢の㓽性Wistar♽䊤ットを用した（n㪔56）．上顎

ฝ╙1大⥓歯をᛮ歯して4ㅳ後から15ㅳ㑆にわたり

⮎ᛩਈを行い，4⟲に分けた．すなわち，生理㘩Ⴎ

᳓ᛩਈ⟲（VC，n㪔14），⚻口BPであるア䊧䊮䊄䊨

䊈ートන⁛ᛩਈ⟲（ALN，n㪔14），ス䊁䊨䉟䊄であるデ

䉨䉰䊜䉺䉹䊮න⁛ᛩਈ⟲（DEX，n㪔14），ならびに，

ALNとDEXの૬用ᛩਈ⟲（ALN㪆DEX，n㪔14）とし

た．⮎ᛩਈ開ᆎ12ㅳ㑆後，ᛮ歯部に⋧当する上

顎ฝ╙1大⥓歯部に，当講座が開発ᷣみの䊤ット用

䉟䊮䊒䊤䊮トをၒした2㪀．䉟䊮䊒䊤䊮トၒ2ㅳ㑆後に

䊤ットをዼᲕして上顎㛽と㐳▤㛽をណขした．

2．各⒳解析

　ዼᲕ時の口⣧内౮⌀による⡺⌒的観察とഃ部の開

状ᘒ，䊙䉟ク䊨CTによる3次元的構ㅧ解析，な

らびに各⒳⚵❱ᨴ⦡による⚵❱ᒻᘒ学的解析を行

い，䉟䊮䊒䊤䊮ト囲⎬エ⚵❱における治≹の状ᘒを

定量的に್定した. なお，㐳▤㛽に対しては，䊙䉟ク

䊨CTによる3次元的構ㅧ解析と䊓䊙ト䉨シリ䊮・䉣

䉥䉳䊮ᨴ⦡による⚵❱ᒻᘒ学的解析を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　ALNන⁛ᛩਈ⟲はVCよりも㐳▤㛽㛽量と㛽ኒᐲが

有ᗧに増大し，DEXන⁛ᛩਈ⟲はVCよりもこれらが

有ᗧに減少していた．一方，ALN㪆DEX૬用ᛩਈ⟲

はDEXによる㛽量減少をALNが回ᓳさ䈞ており，ᛩ

ਈ⮎は全てല果を示すことが確認された．

　次に，䉟䊮䊒䊤䊮トၒ3ㅳ㑆後における䉟䊮䊒䊤䊮

ト囲⎬エ⚵❱の状ᘒを解析した．⡺⌒的ᚲか

ら，VCとALNのਔ者で䉟䊮䊒䊤䊮ト囲エ⚵❱にⵚ開

等の異常ᚲは全く認められなかった．一方DEXで

は，一部の䉟䊮䊒䊤䊮ト囲エ⚵❱にⵚ開と㛽㔺が

起こり，ALN㪆DEXでは全ての䉟䊮䊒䊤䊮ト囲エ⚵

❱が大きくⵚ開して有ᗧな㛽㔺㕙積の増大を認め

た．また3次元的構ㅧ解析では，DEXがVC䉇ALNと

比較して㛽ᓸ⚦構ㅧが有ᗧにഠ化し，ALNはVCと比

較して㛽量䉇✺ኒ性を有ᗧに上昇することが分かっ

た．さらにALN㪆DEXでは，DEXによる㛽構ㅧഠ化を

ALNが有ᗧに回ᓳしているよ䈉に䈋たが，各⒳⚵❱

ᨴ⦡から得られた定量解析結果では，ALN㪆DEXで

は生きている㛽と㛽⚦⢩ᢙが有ᗧに減少し，უᱫ㛽

とⓨの㛽ዊ⣧が有ᗧに増加していたことに加䈋，著し

いἻ∝性⚦⢩ᶐẢが起こっていて，顎㛽უᱫ᭽の⚵

❱∛理ᚲを๒していた．

　以上から，本研究で開発された高㗫ᐲ発ဳ䉟䊮

䊒䊤䊮ト囲BRONJ᭽∛変モデルは，∛࿃と∛ᘒの

解明に大きく⽸献できることが考䈋られた．
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Comparison of diversity of microbiome organized on surface of denture base materials and hydroxyapatite

Nezu Y1), Ryu M1), Tamai H2), Ishihara K3), Ueda T1)

1)Department of Removable Prosthodontics and Gerodontology, Tokyo Dental College, 2)Nishi-Kanto
Branch, 3)Department of Microbiology, Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　口⣧内ᓸ生物の一部は㦏ⲁ㪃 歯∛㪃 義歯性口内

Ἳな䈬の原࿃となるのみなら䈝㪃 高齢者における⺋ྚ

性⢖Ἳな䈬の全り∔ᖚにも㑐ਈしている1㪀. 口⣧がこ

のよ䈉な⚦⩶のリ䉱ー䊋ーとならないため㪃 口⣧ᷡ

により⚦⩶ฌをリスクのૐい状ᘒに⛽持するᔅ要があ

る. 高齢者で用率の高い義歯は㪃 そのᷡがਇච

分であると㪃 ⺋ྚ性⢖Ἳの原࿃となる⩶⒳のリ䉱ー

䊋ーとなる可能性がある. そのため義歯᧚ᢱ䈻の⚦

⩶ઃ着のᛥに䈧いての研究が行われてきている.

　義歯床用の᧚ᢱとしては㪃 アクリル䊧䉳䊮な䈬の有ᯏ

᧚ᢱ䉇䉮䊋ルトク䊨䊛合㊄な䈬の㊄ዻ᧚ᢱが一⥸的

に用いられているが㪃 これらにᒻᚑされている⚦⩶ฌ

に䈧いての解析は㪃 までၭ㙃䉇PCRを用いた一

部の⚦⩶に䈧いてのみ行われており㪃 ⚦⩶ฌを✂⟜

的に解析した研究は䈾と䉖䈬行われていない. ⺋ྚ

性⢖Ἳの∛࿃となり䈋る⚦⩶はⶄᢙሽし㪃 そのリス

クを評価するためには㪃 その∛࿃となり䈋る⩶ฌを✂

⟜的に解析するᔅ要がある. 回ᚒ䇱は㪃 義歯装着

によって口⣧⚦⩶ฌがฃけるᓇ㗀に䈧いて検討する

ことを目的とし㪃 ⚦⩶ฌの構ᚑを✂⟜的に解析できる

16S rRNA coding region の sequencing による䊙䉟ク

䊨䊋䉟䉥ー䊛解析に着目し㪃 各⒳床用᧚ᢱにઃ着し

たᓸ生物ฌを比較した.

　

Ⅱ． 方法

　被㛎者はᰳᅤ歯のないஜ常有歯顎者13名とし㪃 ⹜

ᢱ をઃ着さ䈞た口⣧内ア䊒䊤䉟ア䊮スを被㛎者に

装着さ䈞㪃 ⹜ᢱ 上にᒻᚑされたᓸ生物ฌを解析し

た. ⹜ᢱ はPMMA䊧䉳䊮㩿以下㪃PMMA㪀㪃 䉮䊋ルトク

䊨䊛合㊄㩿以下㪃Co-Cr㪀㪃 䊊䉟䊄䊨䉨シア䊌䉺䉟ト㩿以

下㪃HA㪀の3⒳㘃の᧚ᢱとし㪃 ⋥ᓘ5mm㪃 厚さ2mmの

⋚状デ䉞スクにᚑဳした. 被㛎者に各⒳⹜ᢱ を㗠

㕙にઃ着さ䈞た口⣧内ア䊒䊤䉟ア䊮スを㪃 㘩時と䊑

䊤ッシ䊮䉫時を㒰き48時㑆装着さ䈞た. 装着㗅ᐨは被

㛎者䈗とに䊤䊮䉻䊛に設定し㪃 装着ᦼ㑆Ფに⹜ᢱ の

⒳㘃は⛔一さ䈞㪃 3ᣣ以上ⓨけて行った. また㪃 3⒳の

⹜ᢱ の装着⚳ੌ後㪃 㕒時ໜᶧをណขした.

　装着ᦼ㑆⚳ੌ後㪃 ⹜ᢱ を回し㪃 vortexにより⹜

ᢱ 上のᓸ生物を㔌したものをPMMA㪃 Co-Cr㪃 HA
の䉰䊮䊒ルとした. また㪃 䉮䊮ト䊨ールとして㕒時ໜ

ᶧをណขした. 4⒳の䉰䊮䊒ルからᓸ生物のDNAを

した後㪃 PCRによる16s rRNA gene V3-V4㗔ၞを増

幅し㪃 Miseqを用いてႮၮ㈩を解析し㪃 これをၮに

各 ⹜ ᢱ   上 の Operational Taxonomic Unit㩿 以

下㪃OTU㪀を定した. ⛔⸘解析は㪃 各᧚ᢱの⩶ฌの

㱍ᄙ᭽性の比較は㪃 Kruskal-Wallis検定を用いて行っ

た. また㪃 各᧚ᢱの⩶ฌのcommunity structure の比

較は㪃 PCoA解析後㪃PERMANOVAにより行い㪃 それ

䈡れの᧚ᢱの⩶ฌで․ᓽ的な⩶⒳の検はLEfSe解
析により行った㩿㱍㪔0.05㪀.

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sequenceにより得られたリー䊄ᢙは1䉰䊮䊒ルあたり

平均97005㫧91523であり㪃 328OTUが認められた. 䉮

䊮ト䊨ールとして用いたໜᶧ中の⩶ฌは᧚ᢱ㕙の

⩶ฌに比䈼ᄙくの㱍ᄙ᭽性を有し㪃 ⚵ᚑも異なってい

た. それ䈡れの᧚ᢱ㕙にᒻᚑされた⚦⩶ฌでは㪃

Co-Crの㱍ᄙ᭽性がHAよりも有ᗧにૐくなっていた

が㪃 ⚦⩶ฌの⚵ᚑは䈬の᧚ᢱにおいても主要なዻ

は 㪃 Streptococcus㪃 Neisseria㪃 Veillonella㪃
Haemophilus㪃 Rothiaであり㪃 ᧚ᢱ․性は異なっている

にもかかわら䈝変化が認められなかった.LEfSe解析

を行䈉と㪃 HAとPMMA㑆では㪃 Stenotrophomonas が
HA に 比 䈼 PMMA で ᄙ く 㪃 Actinomyces㪃
Granulicatella㪃 Mitsuokella㪃 Scordovia㪃

Corynebacteriumな䈬の⩶⒳がHAでᄙくなっていた.

ઁの᧚ᢱ㑆での比較では․ᓽ的なものは認められな

かった. これらの結果は᧚ᢱの㆑いによってᒻᚑされ

る⩶ฌは全体的に䈾と䉖䈬異なら䈝㪃 minorな⚦⩶の

みが変化していることが示された.

　本研究結果により㪃 義歯の᧚ᢱの㆑いがあってもそ

こにᒻᚑされる⚦⩶ฌは㘃似していることが明らかに

なった. この結果は㪃 義歯の装着によって⚦⩶のઃ着

可能な部が増䈋るため⚦⩶量の上昇が੍測される

が㪃　⚦⩶ฌの構ᚑにはᓇ㗀が少ないことを示唆して

いる.

　

Ⅳ． 文献

1） Sumi Y, Miura H, Michiwaki Y et al.
Colonization of dental plaque by respiratory
pathogens in dependent elderly. Arch Gerontol
Geriatr 2007: 44: 119-124
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Ⅰ． 目的

　口⣧内ᓸ生物の一部は㦏ⲁ㪃 歯∛㪃 義歯性口内

Ἳな䈬の原࿃となるのみなら䈝㪃 高齢者における⺋ྚ

性⢖Ἳな䈬の全り∔ᖚにも㑐ਈしている1㪀. 口⣧がこ

のよ䈉な⚦⩶のリ䉱ー䊋ーとならないため㪃 口⣧ᷡ

により⚦⩶ฌをリスクのૐい状ᘒに⛽持するᔅ要があ

る. 高齢者で用率の高い義歯は㪃 そのᷡがਇච

分であると㪃 ⺋ྚ性⢖Ἳの原࿃となる⩶⒳のリ䉱ー

䊋ーとなる可能性がある. そのため義歯᧚ᢱ䈻の⚦

⩶ઃ着のᛥに䈧いての研究が行われてきている.

　義歯床用の᧚ᢱとしては㪃 アクリル䊧䉳䊮な䈬の有ᯏ

᧚ᢱ䉇䉮䊋ルトク䊨䊛合㊄な䈬の㊄ዻ᧚ᢱが一⥸的

に用いられているが㪃 これらにᒻᚑされている⚦⩶ฌ

に䈧いての解析は㪃 までၭ㙃䉇PCRを用いた一

部の⚦⩶に䈧いてのみ行われており㪃 ⚦⩶ฌを✂⟜

的に解析した研究は䈾と䉖䈬行われていない. ⺋ྚ

性⢖Ἳの∛࿃となり䈋る⚦⩶はⶄᢙሽし㪃 そのリス

クを評価するためには㪃 その∛࿃となり䈋る⩶ฌを✂

⟜的に解析するᔅ要がある. 回ᚒ䇱は㪃 義歯装着

によって口⣧⚦⩶ฌがฃけるᓇ㗀に䈧いて検討する

ことを目的とし㪃 ⚦⩶ฌの構ᚑを✂⟜的に解析できる

16S rRNA coding region の sequencing による䊙䉟ク

䊨䊋䉟䉥ー䊛解析に着目し㪃 各⒳床用᧚ᢱにઃ着し

たᓸ生物ฌを比較した.

　

Ⅱ． 方法

　被㛎者はᰳᅤ歯のないஜ常有歯顎者13名とし㪃 ⹜

ᢱ をઃ着さ䈞た口⣧内ア䊒䊤䉟ア䊮スを被㛎者に

装着さ䈞㪃 ⹜ᢱ 上にᒻᚑされたᓸ生物ฌを解析し

た. ⹜ᢱ はPMMA䊧䉳䊮㩿以下㪃PMMA㪀㪃 䉮䊋ルトク

䊨䊛合㊄㩿以下㪃Co-Cr㪀㪃 䊊䉟䊄䊨䉨シア䊌䉺䉟ト㩿以

下㪃HA㪀の3⒳㘃の᧚ᢱとし㪃 ⋥ᓘ5mm㪃 厚さ2mmの

⋚状デ䉞スクにᚑဳした. 被㛎者に各⒳⹜ᢱ を㗠

㕙にઃ着さ䈞た口⣧内ア䊒䊤䉟ア䊮スを㪃 㘩時と䊑

䊤ッシ䊮䉫時を㒰き48時㑆装着さ䈞た. 装着㗅ᐨは被

㛎者䈗とに䊤䊮䉻䊛に設定し㪃 装着ᦼ㑆Ფに⹜ᢱ の

⒳㘃は⛔一さ䈞㪃 3ᣣ以上ⓨけて行った. また㪃 3⒳の

⹜ᢱ の装着⚳ੌ後㪃 㕒時ໜᶧをណขした.

　装着ᦼ㑆⚳ੌ後㪃 ⹜ᢱ を回し㪃 vortexにより⹜

ᢱ 上のᓸ生物を㔌したものをPMMA㪃 Co-Cr㪃 HA
の䉰䊮䊒ルとした. また㪃 䉮䊮ト䊨ールとして㕒時ໜ

ᶧをណขした. 4⒳の䉰䊮䊒ルからᓸ生物のDNAを

した後㪃 PCRによる16s rRNA gene V3-V4㗔ၞを増

幅し㪃 Miseqを用いてႮၮ㈩を解析し㪃 これをၮに

各 ⹜ ᢱ   上 の Operational Taxonomic Unit㩿 以

下㪃OTU㪀を定した. ⛔⸘解析は㪃 各᧚ᢱの⩶ฌの

㱍ᄙ᭽性の比較は㪃 Kruskal-Wallis検定を用いて行っ

た. また㪃 各᧚ᢱの⩶ฌのcommunity structure の比

較は㪃 PCoA解析後㪃PERMANOVAにより行い㪃 それ

䈡れの᧚ᢱの⩶ฌで․ᓽ的な⩶⒳の検はLEfSe解
析により行った㩿㱍㪔0.05㪀.

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sequenceにより得られたリー䊄ᢙは1䉰䊮䊒ルあたり

平均97005㫧91523であり㪃 328OTUが認められた. 䉮

䊮ト䊨ールとして用いたໜᶧ中の⩶ฌは᧚ᢱ㕙の

⩶ฌに比䈼ᄙくの㱍ᄙ᭽性を有し㪃 ⚵ᚑも異なってい

た. それ䈡れの᧚ᢱ㕙にᒻᚑされた⚦⩶ฌでは㪃

Co-Crの㱍ᄙ᭽性がHAよりも有ᗧにૐくなっていた

が㪃 ⚦⩶ฌの⚵ᚑは䈬の᧚ᢱにおいても主要なዻ

は 㪃 Streptococcus㪃 Neisseria㪃 Veillonella㪃
Haemophilus㪃 Rothiaであり㪃 ᧚ᢱ․性は異なっている

にもかかわら䈝変化が認められなかった.LEfSe解析

を行䈉と㪃 HAとPMMA㑆では㪃 Stenotrophomonas が
HA に 比 䈼 PMMA で ᄙ く 㪃 Actinomyces㪃
Granulicatella㪃 Mitsuokella㪃 Scordovia㪃

Corynebacteriumな䈬の⩶⒳がHAでᄙくなっていた.

ઁの᧚ᢱ㑆での比較では․ᓽ的なものは認められな

かった. これらの結果は᧚ᢱの㆑いによってᒻᚑされ

る⩶ฌは全体的に䈾と䉖䈬異なら䈝㪃 minorな⚦⩶の

みが変化していることが示された.

　本研究結果により㪃 義歯の᧚ᢱの㆑いがあってもそ

こにᒻᚑされる⚦⩶ฌは㘃似していることが明らかに

なった. この結果は㪃 義歯の装着によって⚦⩶のઃ着

可能な部が増䈋るため⚦⩶量の上昇が੍測される

が㪃　⚦⩶ฌの構ᚑにはᓇ㗀が少ないことを示唆して

いる.
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Study on bubble content of various resins used for direct method
-Part 2 -
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Univ., School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　歯科⥃床では䉼ェ䉰䉟䊄での䊒䊨䊎䉳䊢䊅ル䊧スト

䊧ーシ䊢䊮の䉇⺞ᢛ，義歯の修理䉇リ䊤䉟䊮等，

常᷷重合䊧䉳䊮䉇శ重合䊧䉳䊮を⋥ធ法で用いるこ

とがᣣ常的に行われている．それ䈡れの᧚ᢱの本᧪

持䈧実㛎ቶで得られる․性に䈧いては検討されてい

る1㪀ものの，⥃床応用時には᳇ᵃ䉇ໜᶧ，そのઁのᳪ

ᨴ物⾰のㅅが考䈋られ，理想的な物性を得ることは

できない．

　また，䊒䊨䊎䉳䊢䊅ル䊧スト䊧ーシ䊢䊮を㐳ᦼにわたっ

て用する場合䉇，義歯の修理・リ䊤䉟䊮等では⚻ᐕ

的な用による被着体のഠ化䉇ๆ᳓等によるធ着㕙

のഠ化も考䈋られる．

　このよ䈉に，実㓙の⥃床応用時の歯科᧚ᢱの物性を

検討することは重要であるため，常᷷重合䊧䉳䊮の内

部構ㅧを䊙䉟ク䊨CTを用いて㕖⎕უで⸘測し，内൮

するⓨ㓗の体積䉇ᢙを⸘測する方法を考᩺しႎ๔し

た2㪀．回は，⥃床における常᷷重合䊧䉳䊮ㆬᛯの一

ഥとするため，⹜ᢱの⒳㘃を増䉇して⸘測し検討し

た．

　

Ⅱ． 方法

　常᷷重合䊧䉳䊮である䊡䊆フ䉜ストト䊤ッ䊄，䊡䊆フ䉜

ストⅢ（䉳ーシー，᧲੩），䊒䊨䊎䊅䉟ス（᧻㘑，੩ㇺ）

を╩積み法でᷙ和し重合さ䈞たたもの，およびリ䊤䉟

䊮用䊧䉳䊮であるトク䊟䊙リ䊔ース（トク䊟䊙デ䊮䉺ル，

᧲੩）を✵和し重合さ䈞たものを用した．

　⹜ᢱの大きさは㱢12mm，㐳さ7mmの╴ᒻで，⹜

ᢱのᢙはそれ䈡れ6䈨䈧である．

　これらの⹜ᢱを， ዊဳ実㛎േ物用3D䊙䉟ク䊨X✢

CT　CosmoScan GX（リ䉧ク，᧲੩）を用いて，▤㔚圧

90KV，▤㔚ᵹ88㱘A，有ലⷞ㊁㱢25㬍21mm，䊗ク

䉶ル1ㄝ49㱘mでᓇした．

　力されたデー䉺は↹ಣ理ソフトImage J 1.52hを

用して⹜ᢱ中ᔃ部の8㬍8㬍2.5 mmを3D↹に構

築するとともに，内൮された᳇ᵃのᢙ，体積を⸘測し

た．得られた結果はSPSS Statistics 20（IBM）を用い

て2元㈩置分散分析で⛔⸘解析し比較した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　↹ಣ理ソフトImage Jによる3D↹のを図に示

す．図中⋥方は各ㄝ8㬍8㬍2.5 mmである．図中Ꮐか

ら，䊡䊆フ䉜ストト䊤ッ䊄，䊡䊆フ䉜ストⅢ，䊒䊨䊎䊅䉟

ス，トク䊟䊙リ䊔ースである．それ䈡れの⹜ᢱに内൮す

る᳇ᵃが目ⷞできる．

　また，それ䈡れの⹜ᢱに有する᳇ᵃの体積を⸘

測したとこ䉐，䊡䊆フ䉜ストト䊤ッ䊄は平均0.732mm3

（ SD㪔0.286 ） ， 䊡 䊆 フ 䉜 ス ト Ⅲ は 平 均 0.984 mm3

（SD㪔0.273），䊒䊨䊎䊅䉟スは平均0.280 mm3（SD㪔0.

136），トク䊟䊙リ䊔ースは平均0.108 mm3（SD㪔0.078）

であった．また，分散分析の結果，䊒䊨䊎䊅䉟スと䊡䊆

フ䉜ストト䊤ッ䊄，䊡䊆フ䉜ストⅢ，トク䊟䊙リ䊔ースと䊡䊆

フ䉜ストト䊤ッ䊄，䊡䊆フ䉜ストⅢの㑆に有ᗧᏅが認めら

れた（p㪓0.05）．

　これらのことより，各⒳常᷷重合䊧䉳䊮を䊙䉟ク䊨CT
で観察することにより，内൮する᳇ᵃの観察が可能と

なり，また，その有率等の解析が可能であることが

明らかとなった．この結果により，各⒳常᷷重合䊧䉳䊮

の⥃床応用に㓙しては，それ䈡れの᧚ᢱの․性を考

ᘦして用することがᦸましいと示唆された．

　また，この方法は⹜ᢱの⎕უをわな䈝に測定でき

るため，⥃床応用時の⹜ᢱの⚻時的な観察が可能で

あり，後は⥃床における観察も⹜みる੍定である．
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Ⅰ． 目的

　口⣧内ᓸ生物の一部は㦏ⲁ㪃 歯∛㪃 義歯性口内

Ἳな䈬の原࿃となるのみなら䈝㪃 高齢者における⺋ྚ

性⢖Ἳな䈬の全り∔ᖚにも㑐ਈしている1㪀. 口⣧がこ

のよ䈉な⚦⩶のリ䉱ー䊋ーとならないため㪃 口⣧ᷡ

により⚦⩶ฌをリスクのૐい状ᘒに⛽持するᔅ要があ

る. 高齢者で用率の高い義歯は㪃 そのᷡがਇච

分であると㪃 ⺋ྚ性⢖Ἳの原࿃となる⩶⒳のリ䉱ー

䊋ーとなる可能性がある. そのため義歯᧚ᢱ䈻の⚦

⩶ઃ着のᛥに䈧いての研究が行われてきている.

　義歯床用の᧚ᢱとしては㪃 アクリル䊧䉳䊮な䈬の有ᯏ

᧚ᢱ䉇䉮䊋ルトク䊨䊛合㊄な䈬の㊄ዻ᧚ᢱが一⥸的

に用いられているが㪃 これらにᒻᚑされている⚦⩶ฌ

に䈧いての解析は㪃 までၭ㙃䉇PCRを用いた一

部の⚦⩶に䈧いてのみ行われており㪃 ⚦⩶ฌを✂⟜

的に解析した研究は䈾と䉖䈬行われていない. ⺋ྚ

性⢖Ἳの∛࿃となり䈋る⚦⩶はⶄᢙሽし㪃 そのリス

クを評価するためには㪃 その∛࿃となり䈋る⩶ฌを✂

⟜的に解析するᔅ要がある. 回ᚒ䇱は㪃 義歯装着

によって口⣧⚦⩶ฌがฃけるᓇ㗀に䈧いて検討する

ことを目的とし㪃 ⚦⩶ฌの構ᚑを✂⟜的に解析できる

16S rRNA coding region の sequencing による䊙䉟ク

䊨䊋䉟䉥ー䊛解析に着目し㪃 各⒳床用᧚ᢱにઃ着し

たᓸ生物ฌを比較した.

　

Ⅱ． 方法

　被㛎者はᰳᅤ歯のないஜ常有歯顎者13名とし㪃 ⹜

ᢱ をઃ着さ䈞た口⣧内ア䊒䊤䉟ア䊮スを被㛎者に

装着さ䈞㪃 ⹜ᢱ 上にᒻᚑされたᓸ生物ฌを解析し

た. ⹜ᢱ はPMMA䊧䉳䊮㩿以下㪃PMMA㪀㪃 䉮䊋ルトク

䊨䊛合㊄㩿以下㪃Co-Cr㪀㪃 䊊䉟䊄䊨䉨シア䊌䉺䉟ト㩿以

下㪃HA㪀の3⒳㘃の᧚ᢱとし㪃 ⋥ᓘ5mm㪃 厚さ2mmの

⋚状デ䉞スクにᚑဳした. 被㛎者に各⒳⹜ᢱ を㗠

㕙にઃ着さ䈞た口⣧内ア䊒䊤䉟ア䊮スを㪃 㘩時と䊑

䊤ッシ䊮䉫時を㒰き48時㑆装着さ䈞た. 装着㗅ᐨは被

㛎者䈗とに䊤䊮䉻䊛に設定し㪃 装着ᦼ㑆Ფに⹜ᢱ の

⒳㘃は⛔一さ䈞㪃 3ᣣ以上ⓨけて行った. また㪃 3⒳の

⹜ᢱ の装着⚳ੌ後㪃 㕒時ໜᶧをណขした.

　装着ᦼ㑆⚳ੌ後㪃 ⹜ᢱ を回し㪃 vortexにより⹜

ᢱ 上のᓸ生物を㔌したものをPMMA㪃 Co-Cr㪃 HA
の䉰䊮䊒ルとした. また㪃 䉮䊮ト䊨ールとして㕒時ໜ

ᶧをណขした. 4⒳の䉰䊮䊒ルからᓸ生物のDNAを

した後㪃 PCRによる16s rRNA gene V3-V4㗔ၞを増

幅し㪃 Miseqを用いてႮၮ㈩を解析し㪃 これをၮに

各 ⹜ ᢱ   上 の Operational Taxonomic Unit㩿 以

下㪃OTU㪀を定した. ⛔⸘解析は㪃 各᧚ᢱの⩶ฌの

㱍ᄙ᭽性の比較は㪃 Kruskal-Wallis検定を用いて行っ

た. また㪃 各᧚ᢱの⩶ฌのcommunity structure の比

較は㪃 PCoA解析後㪃PERMANOVAにより行い㪃 それ

䈡れの᧚ᢱの⩶ฌで․ᓽ的な⩶⒳の検はLEfSe解
析により行った㩿㱍㪔0.05㪀.

　

Ⅲ． 結果と考察

　Sequenceにより得られたリー䊄ᢙは1䉰䊮䊒ルあたり

平均97005㫧91523であり㪃 328OTUが認められた. 䉮

䊮ト䊨ールとして用いたໜᶧ中の⩶ฌは᧚ᢱ㕙の

⩶ฌに比䈼ᄙくの㱍ᄙ᭽性を有し㪃 ⚵ᚑも異なってい

た. それ䈡れの᧚ᢱ㕙にᒻᚑされた⚦⩶ฌでは㪃

Co-Crの㱍ᄙ᭽性がHAよりも有ᗧにૐくなっていた

が㪃 ⚦⩶ฌの⚵ᚑは䈬の᧚ᢱにおいても主要なዻ

は 㪃 Streptococcus㪃 Neisseria㪃 Veillonella㪃
Haemophilus㪃 Rothiaであり㪃 ᧚ᢱ․性は異なっている

にもかかわら䈝変化が認められなかった.LEfSe解析

を行䈉と㪃 HAとPMMA㑆では㪃 Stenotrophomonas が
HA に 比 䈼 PMMA で ᄙ く 㪃 Actinomyces㪃
Granulicatella㪃 Mitsuokella㪃 Scordovia㪃

Corynebacteriumな䈬の⩶⒳がHAでᄙくなっていた.

ઁの᧚ᢱ㑆での比較では․ᓽ的なものは認められな

かった. これらの結果は᧚ᢱの㆑いによってᒻᚑされ

る⩶ฌは全体的に䈾と䉖䈬異なら䈝㪃 minorな⚦⩶の

みが変化していることが示された.

　本研究結果により㪃 義歯の᧚ᢱの㆑いがあってもそ

こにᒻᚑされる⚦⩶ฌは㘃似していることが明らかに

なった. この結果は㪃 義歯の装着によって⚦⩶のઃ着

可能な部が増䈋るため⚦⩶量の上昇が੍測される

が㪃　⚦⩶ฌの構ᚑにはᓇ㗀が少ないことを示唆して

いる.
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Ⅰ． 目的

　䉼䉺䊆ア（TiO2）は，歯科用䊖ワ䉟ト䊆䊮䉫᧚ᢱ，義歯

ᵞᵺ，歯科用䉟䊮䊒䊤䊮トの䉮ー䊁䉞䊮䉫᧚ᢱとして

用されている．䉼䉺䊆アは，⚡ᄖ✢ᾖによりബ起

される㔚子および正ሹが，⒳䇱の応をᒁき起こすこ

とがႎ๔されている．しかしながら，ബ起した㔚子と正

ሹは結᥏内において⋥ちにౣ結合し，そのᵴ性のૐ

下が㗴とされている．

　ᚒ䇱は，శ⸅ᇦᵴ性の向上を目的に，䉼䉺䊆アの結

᥏方のᓮを⹜み，䌻001䌽が有ᗧに㔺した高次

構ㅧᓮ䉼䉺䊆アの合ᚑにᚑഞしている．高次構ㅧ

をᓮすることにより，ᶧ⋧中におけるᵴ性㉄素⒳の

生ᚑ量がᓮされ，その᛫⩶ᵴ性も向上することをႎ

๔した．

　また，䉼䉺䊆アは結᥏構ㅧ内に㉄素ⓨሹを有してお

り，╙一ၮ本原理にၮ䈨いたシ䊚䊠䊧ーシ䊢䊮による

と，結᥏内または結᥏㕙における㉄素ⓨሹのዪ

が，ౣ結合時㑆にᓇ㗀することがႎ๔されている．

　そこで本研究では，高次構ㅧᓮ䉼䉺䊆アの高ᯏ

能化のため㔚᳇分極ಣ理による㉄素ⓨሹのዪ

ᓮを⹜み，そのశ⸅ᇦᵴ性を評価した．

　

Ⅱ． 方法

　高次構ㅧᓮ䉼䉺䊆アののため，䊓䉨䉰フル

䉥䊨䉼䉺䊮㉄ア䊮モ䊆ウ䊛をႮ㉄にてṁ解後，䉼䉺䊮

䊑ト䉨シ䊄をṢ下し，F㪆Tiモル比が1.0になるよ䈉にᷙ

合した．ᷙ合ṁᶧを180㷄6時㑆᳓ᾲ合ᚑし，得られ

た結᥏を⫳⇐᳓および䊜䉺䊉ールを用いてᵞᵺし，ಓ

結ੇ῎を行った．得られた☳体は，X✢回᛬（XRD）

測定，フーリ䉣変឵ㄭ⿒ᄖ分శ（FTIR）測定，⚡ᄖ⿒

ᄖ分శశᐲ⸘（UV-vis）による率測定，ㅘㆊဳ

㔚子㗼ᓸ㏜（TEM）によるᒻᘒ観察を行った．

　次に，☳体をアル䊚䊅リ䊮䉫に✕ኒにలႯし，⊕㊄

▗を用いて㔚極をした．した⹜ᢱを300㷄に

加ᾲし，⋥ᵹ㔚⇇を，0，10，100，200，300V㪆mmで

ශ加した．⹜ᢱをቶ᷷まで಄却後，⹜ᢱを㔚ᵹ⸘に

ធ⛯し，ౣᐲ600㷄まで加ᾲした．加ᾲによる極子

モー䊜䊮トの✭和を評価するὑに，ᾲೝỗ⣕分極㔚

ᵹ測定（TSDC）を行った．

　次に，上⸥᧦ઙと同᭽に⋥ᵹ㔚⇇をઃਈした☳体

を10mg㪆mLになるよ䈉に⚐᳓中に分散さ䈞た．なお，

㔚᳇分極ಣ理によるᓇ㗀を明らかにするために，ಣ

理後の⹜ᢱをXRD，FTIR，UV-visにて䉨䊞䊤ク䉺リ

䉷ーシ䊢䊮を行った．0.3mMの䊜䉼䊧䊮䊑ルーṁᶧ

に，䉼䉺䊆ア☳体が1mg㪆mLになるよ䈉ᷙ和し，⚡ᄖ

✢（365nm）を4時㑆ᾖした．ᾖ後，䊜䉼䊧䊮䊑

ルーṁᶧを回し，630nmでのๆశᐲを測定した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　XRD測定より，す䈼ての䊏ークはア䊅䉺ー䉷ဳ䉼䉺

䊆アに一⥌した．また，FTIR測定より，Ti-O-Ti，OH
にᏫዻする䊏ークが認められた．また，TEM↹より

した䉼䉺䊆アは䊅䊉シート構ㅧを有し，約30nmで

あった．各⒳᧦ઙにて㔚᳇分極ಣ理した⹜ᢱは，す

䈼てア䊅䉺ー䉷ဳの䉼䉺䊆アで，㕙ቭ能ၮおよび

䊋䊮䊄䉩䊞ッ䊒䉣䊈ル䉩ーに変化は認められなかっ

た．

　TSDC測定より，ⶄᢙの䊏ークが認められ，․に100，

200，300V㪆mmでಣ理した⹜ᢱでは，約60㷄および

200䌾300㷄にかけてⶄᢙの䊏ークが認められた．0，

10V㪆mmで㔚᳇分極ಣ理した⹜ᢱは，ቶ᷷から

300㷄にかけて䊏ークは認められなかった．このこと

は，結᥏内での極子モー䊜䊮トをᒻᚑする䉨䊞リア

はන一でないことが示唆される．

　また，䊜䉼䊧䊮䊑ルーṁᶧの⚡ᄖ✢ᾖ後のๆశᐲ

を⸘測したとこ䉐，い䈝れの⹜ᢱでもๆశᐲのૐ下が

認められたが，100V㪆mmでಣ理した⹜ᢱが最も⦡素

を分解していた．このことは，㔚᳇分極ಣ理による䉼

䉺䊆アのశ⸅ᇦᵴ性の高ᯏ能化が可能であることが

示唆される．しかしながら，極子モー䊜䊮トの䉨䊞リア

がⶄᢙ⒳あることから，㉄素ⓨሹ以ᄖの㑐ਈの検討

がᔅ要である．
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　○原　Ả　　

㪈㪀，　ᾢဈ⍮ዞ　　

㪈㪀，　大㊁ᤩᢎ　　

㪈㪀，　ᷡ宮一⑲　　

2㪀，　二↉ᥓᄥ㇢　　

㪊㪀，　ᧁ本సᒾ　　

㪈㪃2㪀

　

㪈㪀ᄹ川歯科大学大学㒮歯学研究科 口⣧⛔合ක療学講座 㩿✄・䉟䊮䊒䊤䊮ト学㪀，　

2㪀ᄹ川
歯科大学㒝ዻ∛㒮ᛛᎿ科，　

㪊㪀ᄹ川歯科大学大学㒮口⣧科学講座クリ䊆䉦ル・䊋䉟䉥䊙䊁リア
ル学分㊁
Application of cellulose nanofiber against acrylic resin

Sakakibara J1), Kumasaka T1), Ohno A1), Seimiya K2), Nihei T3), Kimoto K1,2)

1)Department of Oral Interdisciplinary Medicine (OIM) (Prosthodontics & Oral Implantology), Graduate
School of Dentistry Kanagawa Dental University, 2)Technical Department, Kanagawa Dental College
Hospital, 3)Division of Clinical Biomaterials, Department of Oral Science, Kanagawa Dental University

Ⅰ． 目的

　高齢␠ળをㄫ䈋たᚒが࿖では㪃 歯のሽがਇ可

能となりᛮ歯に⥋った後は㪃 義歯によるᰳ៊部の✄

ಣ置が主ᵹである. 義歯᧚ᢱはアクリル䊧䉳䊮が㗫用

されているが㪃 㕢性がઁ᧚ᢱと比䈼てഠり㪃 ๆ᳓性も

有するため⎕᛬な䈬の⥃床的も著しい. しかしな

がら㪃 までのᛛᎿᠲとの䈰合いでアクリル䊧

䉳䊮は加Ꮏが◲ଢな᧚ᢱであり㪃 ᧚ᢱ⾌も価でもあ

ることから㪃 㐳ᐕ用され⛯けている.

　ᚒ䇱は㪃 ᛛᎿᠲはᓥ᧪ㅢりでアクリル䊧䉳䊮⥄体

のᒝᐲを向上さ䈞ることがᔅ要であると考䈋㪃 ᣂⷙの

✢⛽性ᒝ᧚にᵈ目した. まで䉦ー䊗䊮䉇䉧䊤

スな䈬の各⒳✢⛽性ᒝ᧚でのႎ๔もある1） が㪃 ᄤ

ὼ᧚ᢱである䉶ル䊨ース䊅䊉フ䉜䉟䊋ー（以下CNF）を

アクリル䊧䉳䊮にᷝ加さ䈞ᯏ᪾的ᒝᐲを向上するか検

討した．

　本研究では㪃 CNF のᷝ加したアクリル䊧䉳䊮の物性

を検討した．

　

Ⅱ． 方法

a. CNFの㕙ಣ理

　CNF を 0.5 g㪃 1 g㪃 3 gをណขし㪃 ή᳓䉮䊊ク㉄を

CNF の⾰量に対して 10 wt㩼 ᷝ加しᠣᜈさ䈞㪃 ス䊤

リーᶧをした. ス䊤リーᶧを 25 ml とアクリル䊧䉳

䊮の MMA ṁᶧ 25 ml をᷙ和しア䉶ト䊮がើ発する

までᠣᜈさ䈞た. なお㪃 䉮䊮ト䊨ール⟲は CNF をま

ないアクリル䊧䉳䊮とした. ⹜ᢱは厚さ 1 mm㪃 幅 3
mm㪃 㐳さ 25 mm の大きさとし㪃 ⠴᳓研⏴⚕（㩺600㪃

㩺1㪃000㪃 㩺1㪃500）により研⏴を行った.

b. 䉰ー䊙ル⹜㛎後の 3 ὐᦛ䈕⹜㛎による比較

　5 㷄 および 55 㷄 の各᳓ᮏ中に 40 ⑽㑆ᶐẃした

䉰ー䊙ル䉰䉟クル⹜㛎を 5㪃000 回行った後㪃 ዊဳථ

上⹜㛎ᯏ（EZ Test㪃 shimadzu）を用いて㪃 支ὐ㑆〒

㔌 15 mm㪃 ク䊨ス䊓ッ䊄ス䊏ー䊄 1 mm㪆minでそれ䈡

れ 3 ὐᦛ䈕⹜㛎を行い䉰ー䊙ル⹜㛎೨後で弾性率

の比較検討を行った.

c. ๆ᳓⹜㛎

　⹜ᢱをデシ䉬ー䉺ー内でੇ῎さ䈞ᕡ量になったこと

を確認し㪃 その重量を♖ኒ㔚子⥄േᄤ⒊にて測定し

ೋᦼ重量とした. ⛯いて㪃 ⹜ᢱを᳓中にᶐẃし 1㪃 3㪃

7㪃 14㪃 28㪃 60 び 90 ᣣ⚻ㆊ後にその重量を測定し

た.

d. േ的粘弾性⹜㛎

　CNF をᷝ加したアクリル䊧䉳䊮の⹜㛎 を厚さ1
mm㪃 幅 5 mm㪃 㐳さ 10 mm の大きさとし Rheogel-
E2500（UBM␠）を用いて 1 Hz㪃 2 㷄㪆min で150
㷄まで加ᾲし㪃 ⾂⬿弾性率（E㵭）㪃 および៊ᄬ正ធ

（tan㱐）を測定した.

e. ⛔⸘ಣ理

　 得 ら れ た 値 は 㪃 一 元 ㈩ 置 分 散 分 析 お よ び

Bonferroni test によるᄙ重比較検定を行った.

　

Ⅲ． 結果と考察

　3 ὐᦛ䈕ᒝさは㪃 CNF 1 g ᷝ加したアクリル䊧䉳䊮は

䉮䊮ト䊨ールと比䈼て 30 㩼 の弾性率の向上を示した.

ๆ᳓量ではす䈼ての⟲で著明に増加し㪃 ๆ᳓を示

し㪃 7 ᣣ⚻ㆊ後には䈾䈿平ⴧな値に㆐した.また㪃粘弾

性は㪃 CNF ᷝ加⟲の E㵭 は䉮䊮ト䊨ールと比䈼ૐい値

を示し㪃 tan㱐 は䊏ーク᷷ᐲがૐ᷷䈻の⒖行を示し

た.

以上の結果から㪃 アクリル䊧䉳䊮にᷝ加する CNFのᷝ

加量は 1 g が適正であると示唆されたと同時に㪃 ᧂ重

合モ䊉䊙ーによりૐ᷷に⒖行したと考䈋る.

　後は CNF をᷝ加した㕙性状の比較を行い㪃 ア

クリル䊧䉳䊮内の CNF の分散性の評価を行っていく

੍定である.

　

Ⅳ． 文献

1） Sakoh M, Kaida T, Kuroiwa A et al. Effect of
Various Reinforcing Materials for Resin Denture
Base. Prosthodont Soc 2004; 48: 592-601.
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㉄化䉦ルシウ䊛の⤘ᒛを応用した㉄ア䊌䉺䉟ト三次元ㅪㅢ
ᄙሹ体のഃ
○↰中༜㪈㪃2㪀，ฎ⼱㊁　ẖ㪈㪀

㪈㪀Ꮊ大学歯学ᐭ口⣧ᯏ能修ᓳ学講座ク䊤ウ䊮䊑リッ䉳✄学分㊁，2㪀Ꮊ大学歯学ᐭ口⣧
ᯏ能修ᓳ学講座生体᧚ᢱ学分㊁
Fabrication of 3-dimensional interconnected porous carbonate apatite block by utilizing the expansion of
calcium oxide.
Tanaka K1,2), Koyano K1)

1)Department of Fixed Prosthodontics, Division of Oral Rehabilitation, Kyushu University Faculty of
Dental Science, 2)Department of Biomaterials, Division of Oral Rehabilitation, Kyushu University Faculty
of Dental Science

Ⅰ． 目的

　㉄ア䊌䉺䉟トは㛽ήᯏ⾰の主ᚑ分であり，ఝれた

㛽વዉ性，㛽置឵性を有することからੱᎿ㛽Ⴏ᧚

として䉟䊮䊒䊤䊮ト೨治療にも用されている1㪀．

⥃床用されている㉄ア䊌䉺䉟トႯ᧚は㗰☸䉺䉟

䊒で，大きな㛽ᰳ៊のౣᑪは࿎㔍であるため，䊑䊨ッ

ク䉺䉟䊒の㉄ア䊌䉺䉟ト㛽Ⴏ᧚の開発が᳞められ

ている．一方で，㛽置឵は᧚ᢱ㕙からしかㅴ行しな

いため，㉄ア䊌䉺䉟ト䊑䊨ック体の㛽置឵に時㑆が

かかることが੍想される．ㄦㅦな㛽置឵を㆐ᚑするた

めには㛽Ⴏ᧚内部䈻の㛽㑐ㅪ⚦⢩のଚがᔅ要

であり，䊑䊨ック中にㅪㅢᄙሹ構ㅧを有することが重

要となる2㪀．そこで，本研究では㉄化䉦ルシウ䊛の᳓和

⤘ᒛを用してした㉄䉦ルシウ䊛ᄙሹ体を೨

㚟体として㉄ア䊌䉺䉟トㅪㅢᄙሹ体の⺞を⹜み

た．得られた㉄ア䊌䉺䉟トᄙሹ体に䈧いて物性評価

およびേ物実㛎によるᣂ生㛽ᒻᚑ評価を行った．

Ⅱ． 方法

300–600 㱘mの㉄化䉦ルシウ䊛㗰☸を㱢6 mm㬍3
mmの㍌ဳに最大లႯ量に対して90㩼となるよ䈉に㗰

☸をలႯし，上下をス䊤䉟䊄䉧䊤スでኒ㐽した．25㷄，

Ḩᐲ100㩼，CO2ᵹ下で7ᣣ㑆㕒置して䊑䊨ック体を

得た．⺞した䊑䊨ック体を0.2 mol㪆Lのリ䊮㉄᳓素二

䊅トリウ䊛᳓ṁᶧにᶐẃし，80㷄で28ᣣ㑆応した．

応後のᄙሹ体の㕙性状，内部構ㅧおよび⚵ᚑ

をそれ䈡れᩏဳ㔚子㗼ᓸ㏜（SEM），㱘CTおよび

☳ᧃX✢回᛬（XRD）により評価した．ᄙሹ体のᯏ᪾

的ᒝᐲはਁ能⹜㛎ᯏを用いて⸘測した．またウ䉰䉩

大⣽㛽にト䊧フ䉞䊮䊋ーにて㱢6 mmx3 mmの㛽ᰳ៊

をᚑし，した㉄ア䊌䉺䉟トᄙሹ体と対ᾖ⟲と

して㉄ア䊌䉺䉟ト✺ኒ体をၒし，ၒ4，8ㅳ㑆後

のᣂ生㛽ᒻᚑを⚵❱学的検⚝により評価した．

Ⅲ． 結果と考察

SEM観察により，得られた䊑䊨ック体㕙では㗰☸

同჻がㅪ結し，ㅪ結した㗰☸の㑆にᄙᢙの᳇ሹがᒻ

ᚑされていることが確認された．また，㱘CT観察より᳇

ሹが内部でㅪ結したㅪㅢᄙሹ体となっていることを確

認した．XRDによる⚵ᚑ分析では，㉄化䉦ルシウ䊛㗰

☸は7ᣣ㑆の㉄化で㉄䉦ルシウ䊛となり，28ᣣ㑆

のリ䊮㉄化にて㉄ア䊌䉺䉟トにቢ全に変឵されたこ

とが確認できた．ᄙሹ体の㑆ធᒁᒛりᒝさは0.7㫧0.

3 MPa，᳇ሹ率は61㫧3 㩼であった．また，㉄ア䊌䉺

䉟トᄙሹ体を大⣽㛽にᚑした㛽ᰳ៊部にၒし

たとこ䉐，ၒ8ㅳ後の時ὐでᄙሹ体囲に加䈋，ᄙ

ሹ体内部においてもᣂ生㛽が認められた（図）．対ᾖ

⟲である✺ኒ体と比較してᄙሹ体はఝに高いᣂ生

㛽ᒻᚑ，᧚ᢱのๆを示した．ᄙሹ体内部には⼾ን

な⎕㛽⚦⢩䉇ᣂ生ⴊ▤が認められ，㛽વዉ性の高い

㉄ア䊌䉺䉟ト中にㅪㅢᄙሹ構ㅧをᒻᚑすることで，

㛽リモデリ䊮䉫がଦㅴされることが示された．

Ⅳ． 文献

1） Kudoh K, Fukuda N, Kasugai S et al. Maxillary
sinus floor augmentation using low-crystalline
carbonate apatite granules with simultaneous
implant installation: First-in-human clinical trial.
J Oral Maxillofac Surg 2019; 77: 985-985.

2） Chang BS, Lee CK, Hong KS et al.
Osteoconduction at porous hydroxyapatite with
various pore configurations. Biomaterials 2000;
21: 1291-1298.

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺Ꮊ大学േ物実㛎ᆔຬળ，ᆔ

ຬળ⇟ภ䋺なし，ᛚ認⇟ภ䋺A30-332-0）

図 大⣽㛽にၒ8ㅳ後の㉄ア䊌䉺䉟トᄙሹ体

(Ꮐ)と✺ኒ体(ฝ)囲のHEᨴ⦡
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㛽ᒻᚑଦㅴല果を持䈧ᣂⷙ䉼䉺䊮ᄙሹ体の開発

○ዊ⇗子㪈㪃2㪀，井一⍫㪈㪀，ਭ隆㕏㪈㪀，’原ാ㪈㪀，ᴒ　૫ผ㪈㪀，᪢原⪇子㪈㪀，ᵤ⾐一ᒄ㪈㪀

㪈㪀広ፉ大学大学㒮ක歯⮎ஜ学研究科先┵歯科✄学研究ቶ，2㪀⁛立行法ੱᣣ本学ⴚᝄ
⥝ળ（DC2）
Novel development of porous titanium with bone formation promoting ability

Kobatake R1,2), Doi K1), Kubo T1), Makihara Y1), Oki Y1), Umehara H1), Tsuga K1)

1)Department of Advanced Prosthodontics, Graduate School of Biomedical and Health Sciences,
HiroshimaUniversity, 2)Japan Society for the Promotion of Science (DC2)

Ⅰ． 目的

　広範囲顎㛽ᰳ៊では，生体ⷫ和性およびᯏ᪾的ᒝ

ᐲにఝれる㛽ౣᑪ᧚ᢱがᔅ要である．ᚒ䇱は，

用いられている䉼䉺䊮䊒䊧ートにઍわる，᧚ᢱ内部䈻

の㛽ᒻᚑを㆐ᚑする䉼䉺䊮ᄙሹ体᧚ᢱの開発を行っ

ている．これまでに，䉼䉺䊮をછᗧのᒻᘒにでき

る᮸⢽ၮ᧚ᶐ結法1）を用いて，ఝれたᒝᐲおよ

び㛽વዉ能を有する䉼䉺䊮ᄙሹ体をした2）． しか

しながら䉼䉺䊮は生体ਇᵴ性᧚ᢱであり，㛽ᒻᚑଦㅴ

ല果を有していない．

　本研究の目的は，アル䉦リಣ理により㛽ᒻᚑଦㅴല

果を持䈧ᣂⷙ䉼䉺䊮ᄙሹ体を開発することにある．

Ⅱ． 方法

　⚐䉼䉺䊮ᄙሹ体（᳇ሹ率85％）を᮸⢽ၮ᧚ᶐ結

法1）でし，ア䉶ト䊮および⫳⇐᳓にて㖸ᵄᵞᵺ

したものをᧂಣ理䉼䉺䊮ᄙሹ体，ᵞᵺののち5 N᳓㉄

化䊅トリウ䊛（60㷄，24 h）にてಣ理をᣉしたものをアル

䉦リಣ理䉼䉺䊮ᄙሹ体とした．

　᧚ᢱ․性の評価として，ᩏဳ㔚子㗼ᓸ㏜により

㕙構ㅧを観察するとともに圧❗⹜㛎により力学的ᒝᐲ

を測定した．

　生体ᵴ性の評価として，ᡆ似体ᶧ7ᣣ㑆ᶐẃ後のリ

䊮㉄䉦ルシウ䊛析の観察，重量変化および㕙元

素分析を行った．

　㛽ᒻᚑの評価として，㓶性䊆䊠ー䉳ー䊤䊮䊄䊖ワ䉟ト

䊤䊎ット（17ㅳ齢）䈻のၒ⹜㛎を行った．ਔ大⣽㛽

に㛽┃（㱂3㬍3 mm）を2䉦ᚲ䈝䈧ᒻᚑし，ᧂಣ理お

よびアル䉦リಣ理䉼䉺䊮ᄙሹ体をၒした．2ㅳおよ

び3ㅳ後に㕖⣕Ἧ研⏴ᮡ本を，トル䉟䉳䊮䊑ルー

ᨴ⦡をᣉし，⚵❱学的評価および⚵❱ᒻᘒ⸘測学的

評価（ᣂ生㛽㕙積率）を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　ᧂಣ理䉼䉺䊮㕙はṖ㕙構ㅧ，またアル䉦リಣ理䉼

䉺䊮㕙はᓸዊ✂目状構ㅧを๒し（図a），TiおよびO

の比率が高く㉄化膜をᒻᚑしていた．ਔ⟲は同等の

力学的ᒝᐲを示した．ᡆ似体ᶧᶐẃ後は，アル䉦リಣ

理䉼䉺䊮ᄙሹ体ではア䊌䉺䉟ト᭽結᥏構ㅧを認め（図

b），ᧂಣ理と比較し重量が増加し，CaおよびPがᄙく

認められ，高い生体ᵴ性性を示していた．㛽ᒻᚑの

評価では，2ㅳにおいてアル䉦リಣ理䉼䉺䊮ᄙሹ体が

よりᄙくの㛽ᒻᚑを認めた．一方，3ㅳではਔ⟲㑆に

有ᗧᏅは認められなかった．アル䉦リಣ理䉼䉺䊮ᄙሹ

体㕙には，生体内でCa-P結᥏がよくᒻᚑされたこ

とで，㛽ᒻᚑがଦㅴされたものと考䈋られる．

　以上より，アル䉦リಣ理䉼䉺䊮ᄙሹ体は，ఝれた㛽

વዉおよび㛽ᒻᚑଦㅴ能を有し，よりᣧᦼに確実な

㛽ᒻᚑを㆐ᚑするものと示唆された．

Ⅳ． 文献

1） 井一⍫，ዊ⇗子．㛽ౣᑪ部᧚．開․⸵

ႎ　2017䋻209328．

2） Kobatake R, Doi K, Kubo T et al. Novel
fabrication of porous titanium by a resin-
impregnated titanium substitution technique for
bone reconstruction. RSC Advances 2019; 9:
1625-1631.

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺広ፉ大学േ物実㛎୶理ክᩏᆔ

ຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺U001372，ᛚ認⇟ภ䋺A16-3）

図　ᡆ似体ᶧᶐẃ೨（a），ᶐẃ後（b）アル䉦リಣ理

䉼䉺䊮ᄙሹ体
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PTHの㑆᱉的ᛩਈは⣊㛽にၒされた䉟䊮䊒䊤䊮ト囲㛽

⚵❱の㛽⾰を向上さ䈞る
　○内↰ᖘ　　

㪈㪀，　㤥᎑િ一㇢　　

2㪀，　ฝ藤友〈　　

2㪀，　ฟ井里ᱠ　　

㪈㪀，　Ỉἑ　隆　　

2㪀

　

㪈㪀㐳ፒ大学大学㒮ක歯⮎学✚合研究科口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁，　

2㪀㐳ፒ大学生ක科学ၞ口
⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁
Intermittent administration of PTH enhances bone quality and quantity around implants in rat tibiae

Uchida Y1), Kuroshima S2), Uto Y2), Kanai R1), Sawase T2)

1)Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagaski University, 2)

Department of Applied Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　2000ᐕに☨࿖࿖立ⴡ生研究ᚲが㛽⾰のᣂⷙᔨ

をឭ໒した．それによると㛽⾰は，㛽ኒᐲと⁛立して

㛽ᒝᐲに㑐ਈし，㛽構ㅧ，㛽ઍ⻢回ォ，៊்の⫾

積，⍹Ἧ化な䈬から構ᚑされると考䈋られている1㪀．し

たがって，䉟䊮䊒䊤䊮ト歯学でାじられている㛽⾰㻍㛽

ኒᐲではなく，ᣂⷙᔨの㛽⾰をၮ⋚としたၮ␆

デー䉺の⫾積がᔅ要である．

　一方，↲状⣼䊖ルモ䊮（PTH）は，ⴊ中䉦ルシウ䊛

Ớᐲを⺞ᢛして㛽ઍ⻢に㑐ਈする重要な䊖ルモ䊮で

あるが，㑆᱉的ᛩਈを行䈉と㛽量が増大することから

㛽☻㝃∝治療⮎として用されている．しかしなが

ら，PTHの㑆᱉的ᛩਈが䉟䊮䊒䊤䊮ト囲㛽⚵❱

の㛽⾰に䈬のよ䈉なᓇ㗀をਈ䈋るかはਇ明である．

　そこで本研究ではᣂⷙᔨの㛽⾰にὶὐを当て，

PTHの㑆᱉的ᛩਈが䊤ット⣊㛽にၒされた䉟䊮

䊒䊤䊮ト囲㛽⚵❱の㛽⾰にਈ䈋るᓇ㗀を検⚝する

ことを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

1．䉟䊮䊒䊤䊮トၒとPTHの㑆᱉的ᛩਈ

　12ㅳ齢の㓽性Wistar♽䊤ット（n㪔14）を用した．開

発ᷣみの䊤ット用䉼䉺䊮䉟䊮䊒䊤䊮ト2㪀をฝ⣊㛽ㄭ

┵から6mm㔌れた☻㕙部にၒしてഃ部を❔合

し，ၒ3ㅳ後からήὑに2⟲に分けた．すなわち，

PTHの㑆᱉的⊹下ᛩਈを行䈉⟲（80㱘g㪆kg，3
回㪆ㅳ）（実㛎⟲䋺PTH）と，生理㘩Ⴎ᳓をᛩਈする2⟲

とした（対ᾖ⟲䋺VC）（各⟲n㪔7）．⮎ᛩਈ5ㅳ後に䊤ッ

トをዼᲕし，䉟䊮䊒䊤䊮トを䉃⣊㛽をណขした．

2．各⒳解析

　ណขした⣊㛽は，䊙䉟ク䊨CTから3次元的構ㅧ

解析を行った（各⟲n㪔7）．また，䊓䊙ト䉨シリ䊮䋭䉣䉥

䉳䊮ᨴ⦡による⚵❱ᒻᘒ学的解析，㈬⍹㉄ᛶ᛫性㉄

性䊖スフ䉜䉺ー䉷ᨴ⦡による⎕㛽⚦⢩の解析，ならび

に，䊏ク䊨シリウス䊧ッ䊄ᨴ⦡による䉮䊤ー䉭䊮✢⛽の解

析，∉ᨴ⦡による㛽⧘⚦⢩の解析をそれ䈡れ行っ

た㩿各⟲n㪔7㪀.

　

Ⅲ． 結果と考察

　ま䈝ೋめに，䉟䊮䊒䊤䊮トၒ部とή㑐ଥな部分

における㛽⚵❱の3次元的構ㅧ解析を行った．その

結果，PTHの㑆᱉的ᛩਈはVCと比較して，ᶏ✎㛽の

㛽量，㛽幅，㛽ኒᐲを有ᗧに増大し，㛽㑆㓗量

を有ᗧに減少したことから，本研究で㑆᱉的にᛩਈさ

れたPTHは㐳▤㛽に⮎ല果をもたらすことが確認

された．

　そこで次に，PTHの㑆᱉的ᛩਈが䉟䊮䊒䊤䊮ト囲

の㛽量にਈ䈋るᓇ㗀を検⚝した．その結果，PTHは

VCと比較して，䊈ック部から下部に⥋るまで，䈾と䉖

䈬のス䊧ッ䊄内部㛽量を有ᗧに増大さ䈞たが，ス䊧ッ䊄

先┵から200㱘m㔌れたス䊧ッ䊄ᄖ部ではPTHの㛽量

増大ല果は認めなかった．

　一方，㛽⾰のၮ⋚を構ᚑする㛽㑐ㅪ⚦⢩の定量解

析も行った．その結果，PTHの㑆᱉的ᛩਈはVCと比

較して，ス䊧ッ䊄内部の⎕㛽⚦⢩ᢙを増大さ䈞たが，

ス䊧ッ䊄ᄖ部の⎕㛽⚦⢩ᢙを変化さ䈞なかった．⥝

ᷓいことに，ス䊧ッ䊄内ᄖ部㗔ၞのਔ者において，PTH
は㛽⚦⢩䊈ットワークを有ᗧに増加さ䈞ていた．さら

に，PTHは㛽⧘⚦⢩ᢙも増大さ䈞ることが分かった．

　そして最後に，㛽⾰の構ᚑ要素である䉮䊤ー䉭䊮✢

⛽を定量解析した結果，ス䊧ッ䊄内部とᄖ部で䉮䊤ー

䉭䊮量とその⒳㘃（IဳとIIIဳ䉮䊤ー䉭䊮）が有ᗧに変

化していることが明らかとなった．

　以上からPTHの㑆᱉的ᛩਈは，䉟䊮䊒䊤䊮トス䊧ッ䊄

内部㗔ၞにおける㛽量の有ᗧな増大をもたらし，さら

にス䊧ッ䊄内部とᄖ部のਔ者において，その㛽⾰を有

ᗧに向上さ䈞ることが示された．䉟䊮䊒䊤䊮ト治療に

PTHを応用すれ䈳，㛽量と㛽⾰が同時に向上

し，㐳ᦼ定性に⽸献できる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Osteoporosis prevention, diagnosis, and therapy.
NIH Consens Statement 2000; 17: 1-45.

2） Uto Y, Kuroshima S, Nakano T, et al. Effects of
mechanical repetitive load on bone quality
around implants in rat maxillae. PLoS One. 2017;
12: e0189893.

　

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺㐳ፒ大学േ物実㛎ᆔຬળ，ᆔ

ຬળ⇟ภ䋺160725-1-2，ᛚ認⇟ภ䋺1608091331-2）
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結᥏化䊅䊉構ㅧઃਈ䉟䊮䊒䊤䊮ト᧚ᢱ䈻の᛫⩶性ઃਈに㑐
する検討
　○ዊ正　⡡　　

㪈㪀，　ᒛ　ᴸἦ　　

㪈㪀，　ᬮ本ື次　　

2㪀，　ፒ　ብ　　

2㪀，　ศፄ⨃᮸　　

㪈㪀，　川ᷝዛᓃ　　

㪊㪀，　ጟፒ定ม　　

㪈㪀

　

㪈㪀大㒋歯科大学歯学部　ᰳ៊歯✄咬合学講座，　

2㪀大㒋歯科大学ක療ஜ学部　口⣧Ꮏ
学科，　

㪊㪀大㒋歯科大学
Investigation on imparting antibacterial properties to crystallized nanostructured implant materials

Komasa S1), Zhang H1), Kusumoto T2), Nishizaki H2), Yoshimine S1), Kawazoe T3), Okazaki J1)

1)School of Dentistry, Department of Removable Prosthodontics and Occlusion, Osaka Dental University, 2)

Department of Oral Health Engineering Faculty of health Sciences, Osaka Dental University, 3)Osaka
Dental University

Ⅰ． 目的

　ᚒ䇱はこれまで⚐䉼䉺䊮㊄ዻ᧚ᢱ䈻Ớアル䉦リಣ理

をᣉすことで᧚ᢱ㕙に䊅䊉構ㅧをઃਈすることで，

㛽㜑⚦⢩のೋᦼធ着ならびに⎬⚵❱分化⺃ዉ能の

向上にነਈすることを明らかにした．1㪃2㪀しかし，䉟䊮䊒

䊤䊮ト᧚ᢱ䈻の応用を定するとᦝなる⎬⚵❱分化⺃

ዉ能の向上ならびに᛫⩶性に㑐しても検討しなけれ

䈳ならない．そのᚻ法として䊅䊉構ㅧの結᥏化ならび

に᛫⩶性ઃਈするᚻ法を㐳ᦼ検討したとこ䉐⥝ᷓ

い⍮を得られたのでႎ๔する．

　

Ⅱ． 方法

　Ꮢ⽼JIS2⚖の⚐䉼䉺䊮᧚ᢱを用し㩺2000まで研⏴

しỚアル䉦リಣ理をᣉし䊅䊉構ㅧを析した᧚ᢱを実

㛎⹜ᢱとして用した．ま䈝，╙1実㛎として䊅䊉構ㅧ

析᧚ᢱ㕙䈻の結᥏化に䈧いて検討した．各⒳⹜

ᢱを200㪃 400㪃 600㪃 800㷄にて加ᾲಣ理を行った．⹜

ᢱの㕙構ㅧを解析するとともに生後7ㅳ齢のSD♽

㓶性䊤ットのਔ大⣽㛽からណขした㛽㜑⚦⢩を

用し，各⒳⎬⚵❱分化⺃ዉ䊙ー䉦ーに䈧いて検討を

行った．╙2実㛎として᛫⩶性をઃਈする方法として

UVಣ理に䈧いて検討した．䊅䊉構ㅧ析⚐䉼䉺䊮㊄

ዻ㕙にUVಣ理をᣉし，各⒳᧚ᢱの㕙解析を行

䈉とともに೨ㅀの実㛎と同᭽，㛽㜑⚦⢩を用し，各

⒳⎬⚵❱分化⺃ዉ䊙ー䉦ーに䈧いて検討を行った．

さらに，Actinomyces oris strain MG1ᩣを用い，᛫⩶

性に㑐する検討を行った．╙3実㛎として，結᥏化を

ᣉした᧚ᢱにUVಣ理をᣉすことで⎬⚵❱分化⺃ዉ

能を高い状ᘒで⛽持したまま᛫⩶性をઃਈしたᣂⷙ

䉟䊮䊒䊤䊮ト᧚ᢱのഃを目ᜰすこととした．この᧚ᢱ

の䉟䊮䊒䊤䊮ト᧚ᢱ䈻の応用をすすめるため，೨ㅀの

㕙解析および⎬⚵❱分化⺃ዉ䊙ー䉦ーの解析を

行䈉とともに，䊤ット大⣽㛽を用したin vivo評価を行っ

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　䊅䊉構ㅧ析⚐䉼䉺䊮㊄ዻ᧚ᢱ䈻の加ᾲಣ理を検

討した結果，600㷄の加ᾲಣ理で᧚ᢱ㕙に結᥏化

した䊅䊉構ㅧがᒻᚑされることが明らかとなった．ま

た，⚦⢩のೋᦼធ着ならびに⎬⚵❱分化⺃ዉに㑐す

る各⒳䊙ー䉦ーは600㷄で最も高い値を示すことが明

らかとなった．

　次に，䊅䊉構ㅧ析⚐䉼䉺䊮㊄ዻ㕙にUVಣ理を

ᣉすことでᷓい㉄化膜のጀがᒻᚑされるとともにⷫ

᳓性の᧚ᢱ㕙がᒻᚑされることがあきらかとなっ

た．また，この᧚ᢱ㕙は高い⎬⚵❱分化⺃ዉを⛽

持したまま，᛫⩶性を持った᧚ᢱ㕙であることが明

らかとなった．

　最後にこの600㷄で加ᾲಣ理した䊅䊉構ㅧ析⚐䉼

䉺䊮᧚ᢱ䈻UVಣ理をᣉしたとこ䉐，結᥏性を⛽持した

ままⷫ᳓性をઃਈさ䈞ることにᚑഞした．また，これ

までで最も高い⎬⚵❱分化⺃ዉ能と᛫⩶性を持った

᧚ᢱであることがin vitro㪃 in vivo䊧䊔ルのਔ㕙から明

らかとなった．

　以上の結果から，結᥏化䊅䊉構ㅧઃਈ䉟䊮䊒䊤䊮ト

᧚ᢱにUVಣ理を行䈉ことは䉟䊮䊒䊤䊮ト᧚ᢱに᛫⩶性

をਈ䈋ることになり，ᖚ者のQOLを向上さ䈞るᗧに

おいても✄治療にᰳか䈞ないㆬᛯ⢇の一䈧となる

ことがᦼᓙされる．

　

Ⅳ． 文献

1） Zhang H, Komasa S, Mashimo C et al. Effect of
ultraviolet treatment on bacterial attach- ment
and osteogenic activity to alkali-treated titanium
with nanonetwork structures. Int J Nanomedicine.
2017䋻12䋺4633-4646．

2） Hatoko M, Komasa S, Zhang H et al. UV
Treatment Improves the Biocompatibility and
Antibacterial Properties of Crystallized
Nanostructured Titanium Surface. Int J Mol Sci.
2019; 20: 5991.

　

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺大㒋歯科大学േ物実㛎ᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺․になし，ᛚ認⇟ภ䋺1906001）
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᛫⩶性䊕䊒䉼䊄LL37のリ䊮䊌▤ᣂ生ଦㅴല果の検討

　○ᩉỈ大，　正ብ，　ᧃᑝผ㓶，　⋉ፒਈᵏ，　原↰૫ᨑ

㣮ఽፉ大学　大学㒮ක歯学✚合研究科　口⣧顎㗻㕙✄学分㊁

Effects of antimicrobial peptide LL-37 on lymphangiogenesis in lymphatic endothelial cells.

Yanagisawa T, Nishimura M, Suehiro F, Masuzaki T, Harada K
Department of Oral and Maxillofacial Prosthodontics Graduate School of Medical and Dental Sciences
Kagoshima University

Ⅰ． 目的

　顎㛽のౣ生䉇䉟䊮䊒䊤䊮トᄖ科ᚻⴚ後の治≹には

㑆⪲♽⚦⢩の㛽ᒻᚑ能䈣けでなく，⣂▤♽（ⴊ▤とリ

䊮䊌▤）のᣂ生が重要である．この治≹には，いわ䉉

る上᳓的なᓎ割を果たすⴊ▤と下᳓的なᓎ割を

果たすリ䊮䊌▤のਔ方のᣂ生がᔅ要である1㪀．リ䊮䊌

▤ᣂ生は，VEGFを中ᔃとする䉰䉟ト䉦䉟䊮によって⺃

ዉされることは⍮のことであるが，VEGFの高Ớᐲの

ᛩਈは⚵❱のᶋ⣲䉇ⴊ▤ㆊᒻᚑをᒁき起こすことが

⍮られており，⚵❱ౣ生用のとしてはの物が᳞

められている．一方，生体内の᛫⩶性䊕䊒䉼䊄は᛫⩶

能力のみでなく，ഃ்治≹にも⽸献することが⍮られ

ており，ⴊ▤ᣂ生を⺃ዉすることはよく⍮られている

が，リ䊮䊌▤のᣂ生に䈬のよ䈉なᓇ㗀をਈ䈋るかはᧂ

⍮である2㪀．そこで回ᚒ䇱は，生体内で主要な᛫⩶

性䊕䊒䉼䊄であるLL-37がリ䊮䊌▤ᣂ生にਈ䈋るᓇ㗀

を検討したとこ䉐，ᣂⷙ治療⮎としての可能性を示唆

するデー䉺を得たのでႎ๔する．

　

Ⅱ． 方法

　LL-37の䊍ト⊹⤏リ䊮䊌▤内⊹⚦⢩（HDLEC）に対

するin vitroでのリ䊮䊌▤ᣂ生ଦㅴല果は，⚦⢩増

ᱺ，ㆆ，▤⣧ᒻᚑにਈ䈋るᓇ㗀で評価した．また，

LL-37による⚦⢩内シ䉫䊅ル変化をウ䉣ス䉺䊮䊑䊨ッ

トにより評価し㪃 各⚦⢩内シ䉫䊅ルに対するㆬᛯ的㒖

ኂᷝ加によるᓇ㗀を評価した. また，リ䊮䊌▤ᣂ生

に㑐ਈするLL-37のฃኈ体の解明を行った. さらに，

in vivoでのLL-37によるリ䊮䊌▤ᒻᚑଦㅴല果を䊙ウ

ス⊹⤏全ጀᰳ៊モデルを用いて評価した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　LL-37はHDLECに対して有ᗧな増ᱺല果は示さな

かった．LL-37のᷝ加によってHDLECのㆆଦㅴ（図

1），および▤⣧ᒻᚑのଦㅴが認められた．LL-37によ

るㆆ・▤⣧ᒻᚑଦㅴの分子䊜䉦䊆䉵䊛解明のため，

⚦⢩内シ䉫䊅ル変化の評価を行った結果，HDLEC
において，ERKおよびAktシ䉫䊅ルのᵴ性化が認めら

れた．また，ERKおよびAktシ䉫䊅ルのㆬᛯ的㒖ኂ

の೨ಣ理により，LL-37によって⺃ዉされるHDLECの

⚦⢩ㆆ，▤⣧ᒻᚑല果がᛥされることが明らかと

なった．HDLECにおいてFPRL-1ฃኈ体の発が確

認され㪃 FPRL-1ฃኈ体のㆬᛯ的㒖ኂ⮎の೨ಣ理に

より，LL-37によって⺃ዉされるHDLECの⚦⢩ㆆ，

▤⣧ᒻᚑല果がᛥされることが明らかとなった．以

上の結果より，LL-37はHDLECにおいて，FPRL-1ฃ

ኈ体に用し，ERKおよびAKTシ䉫䊅ルをしてㆆ

・▤⣧ᒻᚑをଦㅴすることが明らかとなった．また㪃

䊙ウス⊹⤏全ጀᰳ៊モデルにおいて㪃 LL-37のᛩਈ

によりഃ்部においてリ䊮䊌▤ᒻᚑଦㅴല果が認

められた（図2）. 本研究によりLL-37がリ䊮䊌▤ᣂ生を

⺃ዉすることがೋめてい䈣された. LL-37は口⣧内

のഃ்治≹に対するਔ⣂▤♽ᣂ生を䉺ー䉭ットとした

ᣂたな治療⮎としての応用がᦼᓙされる．

　

Ⅳ． 文献

1） Saaristo A, Tammela T, Färkkilä A, et al.,
American Journal of Pathology. 169, 1080-1087,
2006.

2） Ramos R, Silva J P, Rodrigues A C, et al.,
Peptids. 32, 1469-1476, 2011.

　

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺㣮ఽፉ大学േ物実㛎୶理ክᩏ

ᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺e118，ᛚ認⇟ภ䋺╙ D19031
ภ）

　

　

図1　LL-37がリ䊮䊌▤内⊹⚦⢩のㆆ能にਈ䈋る

ᓇ㗀

図2　LL-37が䊙ウスの⢛部⊹⤏ഃ்部リ䊮䊌▤の

ᣂ生にਈ䈋るᓇ㗀
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献体を用した䉟䊮䊒䊤䊮トⴚ೨検ᩏとしての歯ᮏ㛽ኒᐲ評
価のା㗬性・ᅷ当性の検討
　○ᮘ口隆᥍　　

㪈㪀，　大㊁　ᓀ　　

2㪀，　大㊁ల昭　　

㪊㪀，　㤥㦮㓁子　　

2㪀，　中川テ　　
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㪈㪀ጟጊ大学大学㒮ක歯⮎学✚合研究科䉟䊮䊒䊤䊮トౣ生✄学分㊁，　

2㪀ጟጊ大学∛㒮ᣂක療
研究開発䉶䊮䉺ー，　

㪊㪀ጟጊ大学大学㒮ක歯⮎学✚合研究科分子ක化学分㊁
Evaluation of reliability and validity of the alveolar bone mineral density examination for preoperative

Higuchi T1), Ono A2), Ono M3), Kurosaki Y2), Nakagawa S1), Omori K1), Ishibashi K1), Tokumoto K1),
Mino T1), Kuboki T1)

1)Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University Graduate School of
Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences, 2)Center for Innovative Clinical Medicine, Okayama
University Hospital, 3)Department of Molecular Biology and Biochemistry, Okayama University Graduate
School of Medicine, Dentistry and Pharmaceutical Sciences

Ⅰ． 目的

　全りの㛽ኒᐲૐ下は㪃顎㛽䉇歯ᮏ㛽の㛽ઍ⻢にも

ᓇ㗀を䈿し㪃その結果生じる歯ᮏ㛽の㛽ኒᐲૐ下

は䉥ッ䉶䉥䉟䊮䊁䉫䊧ーシ䊢䊮₪得のリスク࿃子と考䈋

られている.しかし，歯科用䉮ー䊮䊎ー䊛CTでは定量

的な㛽ኒᐲの評価ができないこと，ක科用CTによる

被䉇ᓇ䉮スト㪃設等の㗴から，⥃床的に有用

な検ᩏ法は確立されていない．本研究では，デ䊮䉺ル

䉣ックス✢↹から歯ᮏ㛽ኒᐲ（al-BMD）を定量的

に評価できるᏒ⽼ソフトウェア1）を用いたᰳ៊部の

al-BMD測定法を考᩺し，ま䈝被によるਇ⋉の考

ᘦがᔅ要ない献体において㛽ኒᐲ評価のା㗬性お

よびᅷ当性を確認することを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　生೨に⥃床研究䈻のද力に䈧いて同ᗧを得た22名

（ᱫ時平均ᐕ齢84.1ᱦ，↵䋯ᅚ䋺17䋯5ੱ）の献体

を対⽎とした．献体の開口量䉇ᰳ៊部の顎ႇᒻᘒか

らⷞ⸻㪃⸅⸻にてᓇ可能部を定し，䊒䊨ー䊑を

用いて䉟䊮䊒䊤䊮ト体ၒ੍定置をᜰ定した．そし

て，平行法にてデ䉳䉺ルデ䊮䉺ル䉣ックス✢౮⌀ᓇ

を行った．ା㗬性の検討には，50枚のデ䊮䉺ル䉣ック

ス✢↹を用い㪃Ꮢ⽼ソフトウェア（BoneRight，デ䊮䉺

ル䉫䊤フ䉞ック・䉮䊛␠）にて，䊒䊨ー䊑の先┵を中ᔃと

して，歯ᮏ㛽㗂⋥下から3㗔ၞの㑐ᔃ㗔ၞを設定し，

al-BMDを測定した．al-BMDの測定は，デ䊮䉺ル䉣ッ

クス✢↹にήὑの⇟ภをઃし，೨に䉨䊞リ䊑

䊧ーシ䊢䊮を行った2名の検者が，1ㅳ㑆の㑆㓒をあけ

て⁛立して2回，㑐ᔃ㗔ၞの設定とal-BMD評価を行っ

た．そして，2回の測定の検者内一⥌ᐲを⚖内⋧㑐ଥ

ᢙ（ICC）を▚し検討した．さらに，2名の1回目の測

定結果を用いて，検者㑆一⥌ᐲを検討した．ᅷ当性

の検討は㪃デ䊮䉺ル䉣ックス✢↹25枚を用いて行

い，デ䊮䉺ル䉣ックス✢ᓇ部と同部のCT値お

よび歯ᮏ㛽ኒᐲを，ක科用CT↹およびᏒ⽼ソフト

ウェア（OsiriX，NEWTON GRAPHICS␠）にて測定し

た．そして，BoneRightにて測定した顎㛽のal-BMDと

の⋧㑐を，Speamannの⋧㑐ଥᢙを▚して検討し

た.

　

Ⅲ． 結果と考察

　ା㗬性の検討に用いたデ䊮䉺ル䉣ックス✢↹は，

50枚（上顎䋯下顎䋺26䋯24枚，೨歯部䋯⥓歯部䋺18䋯

32枚）であった．検者1の測定1回目のal-BMD平均値

は132.4，2回目の平均値は132.3で㪃検者内一⥌ᐲは

ICC䋺0.956であった. 検者2の測定1回目のal-BMD平

均値は133.7㪃2回目の平均値は132.2で㪃検者内一⥌

ᐲはICC䋺0.878であった.検者1と検者2の検者㑆一⥌

ᐲはICC䋺0.940であった.

ᅷ当性の検討に用いたデ䊮䉺ル䉣ックス✢↹は，

25枚（上顎䋯下顎䋺8䋯17枚，೨歯部䋯⥓歯部䋺6䋯19
枚）であった.検者1の測定したal-BMDと同部のCT
値との⋧㑐ଥᢙは0.691（p䋼0.01），al-BMDと歯ᮏ㛽

ኒᐲとの⋧㑐ଥᢙは0.697（p䋼0.01）であった.

考᩺したᰳ៊部のal-BMD測定法の検者内および検

者㑆一⥌ᐲは⦟ᅢであった．ᰳ៊部al-BMD測定法

にて測定したal-BMDとක科用CTにて測定したCT値

および㛽ኒᐲは有ᗧな正の⋧㑐を示し，ၮḰ㑐ㅪᅷ

当性が確認できた.

　

Ⅳ． 文献

1） Takaishi Y, Arita S, Honda M et al. Assessment
of Alveolar Bone Mineral Density as a Predictor
of Lumbar Fracture Probability. Adv Ther, 2013;
30:487-502.
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䉟䊮䊒䊤䊮トの㕙性状がኅ⣊㛽にၒされた䉟䊮䊒䊤䊮
ト囲㛽⚵❱にਈ䈋るᓇ㗀
　○ฟ井里ᱠ　　

㪈㪀，　㤥᎑િ一㇢　　

2㪀，　ฝ藤友〈　　

2㪀，　内↰ᖘ　　
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㪈㪀㐳ፒ大学大学㒮ක歯⮎学✚合研究科口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁，　

2㪀㐳ፒ大学生ක科学ၞ口
⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁
Effects of surface characteristics on bone around dental implants in rabbit tibiae

Kanai R1), Kuroshima S2), Uto Y2), Uchida Y1), Inoue M1), Sawase T2)

1)Department of Applied Prosthodontics, Graduate School of Biomedical Sciences, Nagasaki University, 2)

Department of Applied Prosthodontics, Institute of Biomedical Sciences, Nagasaki University

Ⅰ． 目的

　䉟䊮䊒䊤䊮トの㕙性状ᡷ⾰は，ᵈ目されてい

る歯科䉟䊮䊒䊤䊮トに㑐ㅪする研究䊁ー䊙の䈵と䈧で

ある．これまでの研究において，中等ᐲの☻㕙を有す

る䉟䊮䊒䊤䊮トがఝれた生体力学的性⾰と囲㛽⚵❱

の治≹のଦㅴを示すことはච分に解明されている．ㄭ

ᐕでは䊅䊉䊧䊔ルにおける㕙ᡷ⾰䈻の㑐ᔃが高

まっており，䉟䊮䊒䊤䊮ト㕙の䊙䉟ク䊨構ㅧと䊅䊉構

ㅧの⚵み合わ䈞でもたらされる階ጀ構ㅧが䉟䊮䊒䊤䊮

ト囲㛽の応性に⋧ਸ਼ല果をもたらす可能性が示

唆されている．䊅䊉構ㅧは主として㉄ಣ理によりઃਈ

され，䊑䊤ストಣ理との૬用により䉟䊮䊒䊤䊮ト㕙に

階ጀ構ㅧをもたらすことがႎ๔されている1㪀．

　一方，2000ᐕに࿖立ⴡ生研究ᚲからᣂしい㛽⾰の

ᔨがឭ໒され2㪀，㛽⚵❱の評価には㛽量に加䈋て

䉮䊤ー䉭䊮䉇㛽⚦⢩をめた㛽⾰の解析がᔅ要であ

ることがឭ⸒された．でも䉟䊮䊒䊤䊮トの評価は

囲㛽⚵❱における㛽量解析が主ᵹであり，䊙䉟ク䊨・

䊅䊉による階ጀ構ㅧが㛽⾰にਈ䈋るᓇ㗀は全く分かっ

ていない．そこで本研究では，シ䊠ウ㉄ಣ理により䊅

䊉䊧䊔ルで㕙ᡷ⾰された䉟䊮䊒䊤䊮トが囲㛽⚵❱

にਈ䈋るᓇ㗀を，㛽量ならびに㛽⾰のਔ方の観ὐか

ら明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　㓽性ᣣ本⊕⦡⒳ኅを用いた．䉰䊮䊄䊑䊤ストとᷙ

㉄ಣ理を行った⚐䉼䉺䊮䉟䊮䊒䊤䊮トを対ᾖ⟲とし，

このಣ理にシ䊠ウ㉄ಣ理を加䈋た䉟䊮䊒䊤䊮トを実㛎

⟲とした（各⟲n㪔14）．対ᾖ⟲と実㛎⟲の䉟䊮䊒䊤䊮ト

4本中（各2本䈝䈧），2本の䉟䊮䊒䊤䊮トはήὑにㆬ

ᛯされた⣊㛽ㄭ┵に，またᱷりの2本は対にそ

れ䈡れၒし，その4ㅳと8ㅳ㑆後にኅをዼᲕし

た．䉟䊮䊒䊤䊮トと囲㛽⚵❱を一႙でណขし，ၒさ

れた2本の䉟䊮䊒䊤䊮ト㑆で切ᢿしてㄭと㆙の

⣊㛽䊑䊨ックをᚑした．㆙の㛽䊑䊨ックは䊧䉳䊮

൮ၒ後，䊎䊤䊇䉣䊋・䉯ール䊄䊅ーᨴ⦡を行い，䉟䊮䊒

䊤䊮ト囲㛽⚵❱に対して各⒳⚵❱ᒻᘒ学的解析を

行った．一方，ㄭの㛽䊑䊨ックは，120ᣣ㑆のૐ

᷷㐳ᦼ㑆⣕Ἧ後に䊌䊤フ䉞䊮切 をᚑし，䊏ク䊨シ

リウス䊧ッ䊄ᨴ⦡をして✚䉮䊤ー䉭䊮とⅠဳ䋯Ⅲဳ䉮

䊤ー䉭䊮の定量解析を行った．また，対ᾖ⟲と実㛎⟲

の䉟䊮䊒䊤䊮トに䈧いては，ᩏဳ㔚子㗼ᓸ㏜と䊧ー

䉱ー㗼ᓸ㏜による㕙☻さ測定を行った．⛔⸘はt検
定とKruskal-Wallis検定を用した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　㕙☻さの測定結果，䉟䊮䊒䊤䊮ト㕙に䊙䉟ク䊨・

䊅䊉で構ᚑされる階ጀ構ㅧがઃਈされていることが確

認された．実㛎⟲における㛽䋭䉟䊮䊒䊤䊮トធ⸅率は

対ᾖ⟲と比較して，ၒ4ㅳ後で増加向を示し，ၒ

8ㅳ後で有ᗧな増大を認めた．また，実㛎⟲におけ

る䉟䊮䊒䊤䊮ト囲の㛽㕙積率は対ᾖ⟲と同じであっ

た．次いで，㛽⾰の解析を行った結果，䉟䊮䊒䊤䊮トၒ

8ㅳ後では，実㛎⟲のⅠဳ䉮䊤ー䉭䊮↥生量は対

ᾖ⟲と比較して有ᗧにᄙく，Ⅲဳ䉮䊤ー䉭䊮↥生量は

少ない向を๒していた．さらにシ䊠ウ㉄ಣ理は，ၒ

後4䌾8ㅳ㑆の㑆におけるᚑᾫ㛽の有ᗧな増大ല

果とᧂᚑᾫ㛽の減少ല果をもたらし，さらには，✚䉮

䊤ー䉭䊮とIဳ䉮䊤ー䉭䊮の↥生増大ല果とⅢဳ䉮䊤ー

䉭䊮↥生減少ല果ももたらすことが明らかになった．

　以上から，䉟䊮䊒䊤䊮ト㕙に対するシ䊠ウ㉄ಣ理

は，䉟䊮䊒䊤䊮ト囲㛽の㛽䋭䉟䊮䊒䊤䊮トធ⸅率を向

上さ䈞，㛽量を変化さ䈞ることなく，䉟䊮䊒䊤䊮ト囲

㛽⚵❱の⾰的向上を⺃ዉすることが分かった．

　

Ⅳ． 文献

1） Johansson CB, Gretzer C, Jimbo R, et al.
Enhanced implant integration with hierarchically
structured implants: a pilot study in rabbits. Clin
Oral Implants Res. 2012; 23(8):943-953.

2） Osteoporosis prevention, diagnosis, and therapy.
NIH Consens Statement. 2000; 17(1):1-45.
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ຬળ⇟ภ䋺170426-4-2㪃 180406-4-3，ᛚ認⇟ภ䋺
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࿕定性䉟䊮䊒䊤䊮ト上部構ㅧと㓞ធᄤὼ歯㑆の䉮䊮䉺クト䊨ス
に㑐するᮮᢿ的検討
　○可ఽ⟤ᴕ子，　⼺㊁ᥓ昭，　ㄞጟ義ፏ，　和↰⺈大，　ᳰㆺ一ౖ

大㒋大学大学㒮歯学研究科顎口⣧ᯏ能ౣᑪ学講座　有床義歯✄学・高齢者歯科学分㊁

Cross-sectional study on the related factors for proximal contact loss between fixed implant superstructures
and adjacent teeth.
Kani M, Mameno T, Tsujioka Y, Wada M, Ikebe K
Department of Prosthodontics,Gerodontology and Oral Rehabilitation, Osaka University Graduate School
of Dentistry

Ⅰ． 目的

　䉟䊮䊒䊤䊮トの上部構ㅧとᄤὼ歯の㑆の㓞ធ㕙ធ⸅

ὐがᄬわれる䉮䊮䉺クト䊨スは，䉟䊮䊒䊤䊮ト治療にお

けるઍ的な✄的㗴⽎として⍮られている．ㆊ

には，その㑐ㅪ࿃子として，䉟䊮䊒䊤䊮トの⚻ㆊᦼ

㑆䉇ᱷሽ歯の状ᘒ1㪀な䈬が示されているが，いま䈣䉮

䊮䉶䊮䉰スは得られていない．そこで本研究では，ᯏ

能後の࿕定性䉟䊮䊒䊤䊮ト上部構ㅧに対して，ᮮᢿ的

⺞ᩏを行い，䉮䊮䉺クト䊨スの発生に㑐ㅪすると考䈋ら

れる᭽䇱な࿃子に䈧いて，ᄙ変量解析を用いて検討

を行䈉ことを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　本学㒝ዻ∛㒮において装着後4ᐕ以上⚻ㆊしてい

る䉟䊮䊒䊤䊮ト上部構ㅧの䈉ち，ᄤὼ歯と㓞ធしている

ものを対⽎とし，ᮮᢿ的⺞ᩏを行った．⺞ᩏ部は，

䉮䊮䉺クト䊨スの発生㗫ᐲが高いとされている䉟䊮䊒䊤

䊮トㄭᔃとし，50ঙの䉮䊮䉺クト䉭ー䉳がᛶ᛫なくᝌ

できる状ᘒであった䉟䊮䊒䊤䊮ト体を䉮䊮䉺クト䊨ス

⟲，そのઁを䉮䊮䉺クト⛽持⟲とした．また，㓞ធして

いるᄤὼ歯の䊘䉬ット値，േំᐲならびに歯歯ᩮ比

を測定した．

　そのઁの評価㗄目は，ᐕ齢，性，全り∔ᖚ，༛

ᾍ・㘶㈬の有ή，ㆊならびにの歯∛の有

ή，䊌䊤フ䉜䊮クシ䊢䊮の有ή，䊅䉟ト䉧ー䊄用の有

ή，ᱷሽ歯の咬合支持（Eichner分㘃），䉟䊮䊒䊤䊮トの

⋥ᓘ㪆㐳さ，䉟䊮䊒䊤䊮トの࿕定᭽ᑼ（䉶䊜䊮ト㪆スク

リ䊠ー），上部構ㅧのㅪ結の有ή，ၒ部，⚻ㆊᦼ

㑆とし，咬合力のᜰᮡとして2㪀䊌䊉䊤䊙䉣ックス✢౮⌀

上での下顎ⷺのⷺᐲを⸘測した．下顎ⷺのⷺᐲは，

Ꮐฝの平均値とし，2⟲ （下顎ⷺⷺᐲ下25％⟲㪆

対ᾖ⟲）に分け分析を行った．

　⛔⸘学的分析は，目的変ᢙを䉮䊮䉺クト䊨スの有

ή，⺞ᢛ変ᢙをᐕ齢，性，⚻ㆊᦼ㑆とした二㗄䊨䉳

ス䊁䉞ック回Ꮻ分析とし，変ᢙ減少法を用いて⺑明変

ᢙのㆬᛯを行った．⛔⸘学的有ᗧ᳓Ḱは0.05とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　対⽎者は184名（↵性69名，ᅚ性115名，平均ᐕ齢

57.9㫧11.8ᱦ㩿Mean㫧SD㪀）で，309部の䉟䊮䊒䊤䊮

ト㓞ធ㕙に䈧いて評価を行った．平均⚻ㆊᦼ㑆は

67.7㫧32.5䉦であった．また，䉮䊮䉺クト䊨ス発生⟲

は66部㩿21.4㩼㪀，䉮䊮䉺クト䊨ス⛽持⟲は243部

㩿78.6㩼㪀であった．

　二㗄䊨䉳ス䊁䉞ック回Ꮻ分析の結果，部（上顎㪆下

顎）ならびに下顎ⷺのⷺᐲが⺑明変ᢙとしてㆬᛯさ

れ，ᐕ齢，性，⚻ㆊᦼ㑆を⺞ᢛした䈉䈋で，䉮䊮䉺ク

ト䊨スのሽと下顎ⷺのⷺᐲ（p㪔0．04，䉥ッ䉵比㪔1．

89）に有ᗧな㑐ㅪが認められた㩿㪀．

　結果より，下顎ⷺのⷺᐲが，䉮䊮䉺クト䊨スの発生の

㑐ㅪ࿃子として示された．ㆊのႎ๔では，下顎ⷺの

ⷺᐲがዊさいᖚ者䈾䈬ᒝい咬合力を有する向が示

されている2㪀ため，ㆊ大な咬合力によりᄤὼ歯の⒖േ

が生じ，ᄤὼ歯と䉟䊮䊒䊤䊮トの㑆に䉮䊮䉺クト䊨スが生

じた可能性が考䈋られる．したがって，䉮䊮䉺クト䊨スの

発生を੍測する࿃子として，下顎ⷺのⷺᐲを⸘測す

ることが有用であることが示唆された．一方で，ᄙくの

研究でႎ๔されている⚻ㆊᦼ㑆に䈧いては，有ᗧな

㑐ㅪが示されなかった．後は，❑ᢿ研究を行䈉こと

で，䉮䊮䉺クト䊨スの有ήと㑐ㅪ࿃子に䈧いて，さらな

る検討を重䈰たい．

　

Ⅳ． 文献

1） Koori H， Morimoto K， Tsukiyama Y et al.
Statistical analysis of the diachronic loss of
interproximal contact between fixed implant
prostheses and adjacent teeth. Int J Prosthodont.
2010;23:535–540.

2） Miwa S， Wada M， Murakami S et al. Gonial
Angle Measured by Orthopantomography as a
Predictor of Maximum Occlusal Force. J
Prosthodont. 2019;28:e426–e430.

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺大㒋大学大学㒮歯学研究科・歯学部び

歯学部㒝ዻ∛㒮୶理ክᩏᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺

11000078，ᛚ認⇟ภ䋺H28-E24）

　

　二㗄䊨䉳ス䊁䉞ック回Ꮻ分析の結果
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䉟䊮䊒䊤䊮ト支持ဳ部分床義歯の力学的解析䋭䉟䊮䊒䊤䊮ト
ၒ置と高さのᓇ㗀ー
　○↰裕ᐽ，　大ጊື生，　中ᨋ，　加ἑᱞ჻，　⼾㑆　均，　⋥᮸

ᣣ本大学歯学部歯科✄学╙Ⅱ講座

Mechanical analysis of the effects of implant position and abutment height on implant-assisted removable
partial dentures
Yasuda H, Ohyama T, Nakabayashi S, Kase T, Toyoma A, Tsukimura N
Department of Partial Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　本研究は，三次元有限要素法を用いて下顎ㆆ㔌┵

ᰳ៊∝において，䉟䊮䊒䊤䊮ト支持を用した部分

床義歯で✄治療を行った場合を想定し，ᰳ៊部顎

ႇ䈻の䉟䊮䊒䊤䊮トၒ置とア䊋ット䊜䊮トの高さの

⋧㆑による支บ歯および義歯に䈿すᓇ㗀を検討し

た．

　

Ⅱ． 方法

　解析は，᳢用有限要素解析䊒䊨䉫䊤䊛ANSYS
Rel. 18.2（ANSYS Inc.㪀を用いた．構ᚑ要素は，歯，

⊹⾰㛽，ᶏ✎㛽，歯ᩮ膜，顎ႇ粘膜，義歯床，支บ

装置，全部㊄ዻおよび䉟䊮䊒䊤䊮トとした．解析モ

デルは，下顎Ꮐ╙二ዊ⥓歯，╙一大⥓歯および╙

二大⥓歯をᰳ៊とし，ᰳ៊部顎ႇにおける╙二ዊ⥓

歯⋧当部，╙一大⥓歯および╙二大⥓歯⋧当部に

それ䈡れ䉟䊮䊒䊤䊮ト（Brånemark®　System MKⅢ

RP）を1本ၒしたモデルを構築し，各モデルの䉟䊮

䊒䊤䊮トに顎ႇ粘膜と同等の高さのア䊋ット䊜䊮トの装

着を想定した5-0，6-0，7-0の3モデルと，顎ႇ粘膜か

ら2mmの高さのあるア䊋ット䊜䊮トの装着を想定した

5-2，6-2，7-2の3モデル，⸘6モデルを構築した．

　部分床義歯の設⸘は，Ꮐ╙一ዊ⥓歯にRPIク䊤ス

䊒，ฝ╙一ዊ⥓歯にㄭᔃ䊧スト，ฝ╙一大⥓歯

にㄭᔃ䊧ストઃ二⣨㋭を設定し，リ䊮䉧ル䊋ーにてㅪ

結した設⸘とした．Ⴚ⇇᧦ઙは，生体にㄭ似した㐽口

ㆇേ時の╭❗を考ᘦした方法を用いた．解析㗄目

は，⋥ធ支บ歯および義歯床における変とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　⋥ធ支บ歯の変において，顎ႇ粘膜と同等の高

さのア䊋ット䊜䊮トの装着を想定したモデルと比較して

支บ歯の変は減少した．顎ႇ粘膜と同等の高さの

ア䊋ット䊜䊮トの装着を想定したモデルは，䉟䊮䊒䊤䊮

トを㆙ᔃにၒする䈾䈬支บ歯の変は減少する

向を認めた．顎ႇ粘膜から2mmの高さのあるア䊋ット

䊜䊮トの装着を想定したモデルは，䉟䊮䊒䊤䊮トを㆙ᔃ

にၒする䈾䈬支บ歯の変が増加する向を認め

た．

　義歯床の変において，顎ႇ粘膜から2mmの高さ

のあるア䊋ット䊜䊮トの装着を想定したモデルは，顎ႇ

粘膜と同等の高さのア䊋ット䊜䊮トの装着を想定したモ

デルと比較して義歯床の変の減少を認めた．

　これらの結果より同じၒ置においてもア䊋ット䊜

䊮トの高さの⋧㆑により，力学的േが異なる可能性

が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Grossmann Y, Nissan J, Levin L. Clinical
effectiveness of implant-supported removable
partial dentures : a review of the literature and
retrospective case evaluation. J Oral Maxillofac
Surg 2009;67:1941-1946.

2） Giffin KM. Solving the distal extension
removable partial denture base movement
dilemma: a clinical report. J Prosthet Dent 1996;
76:347-49.

3） Korioth TW, Hannam AG. Deformation of the
human mandible during simulated tooth
clenching. J Dent Res 1994;73:56-66.

4） Halterman SM, Rivers JA, Keith JD et al.
Implant support for removable partial
overdentures a case report. Implant Dent 1998;8:
74-8.
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デ䉳䉺ルᛛ法でした✄装置のᶋき上がり量の評価

　○ᮮ㗇⾐正ੱ　　

㪈㪃2㪀，　ጟశା　　

㪊㪀，　ᷡ᳓ඳผ　　

㪋㪀，　㠢ㅴ一　　

㪈㪀

　

㪈㪀Ꮊ歯科大学　顎口⣧ᰳ៊ౣ構築学，　

2㪀᧲੩支部，　

㪊㪀Ꮊ支部，　

㪋㪀Ꮊ歯科大学生体᧚ᢱ学

Estimation of amount of occlusal adjustment of prosthesis made by digital procedure by measuring the
distance between incisal guide pin and incisal guide table of articulator
Yokosuka M1,2), Okamura M3), Shimizu H4), Masumi S1)

1)Division Occlusionan & Maxillofac Reconset Kyushu Dental University, 2)Tokyo Branch, 3)Kyushu
Branch, 4)Department of Biomaterials Science Kyushu Dental University

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，歯科㗔ၞにデ䉳䉺ルᛛ法がᕆㅦに᥉して

きた．✄装置のにおいては，శ学ශ⽎および

శ学的咬合ណ得後，これらのデー䉺を䊌ソ䉮䊮に力

し，ኾ用ソフトウェア上でデ䉳䉺ル咬合ེに䊙ウ䊮トし

たデ䉳䉺ルᮨဳを用いてすることができるよ䈉に

なった．しかしながら，⥃床において，デ䉳䉺ルᛛ法で

した✄装置の咬合⺞ᢛ量は，し䈳し䈳少なく

ないことを⚻㛎する．そこで本研究では，デ䉳䉺ルᛛ

法によってした✄装置の〒㔌・ⷺᐲのౣ性

およびᶋき上がり量を測定し，ᓥ᧪法でした✄

装置の〒㔌・ⷺᐲのౣ性およびᶋき上がり量を比

較検討した．

　

Ⅱ． 方法

　上下顎の顎ᘒᮨဳ㩿E 50-500AU，E50-500AL，䊆ッ

シ䊮␠㪀をㅢ法により咬㗡፰合で咬合ེ（デ䊮䉺ル

䊖䊎ー，シ䉥䉻␠）に䊙ウ䊮トし，これをᮨᡆ口⣧とし

た．ශ⽎ណ得に先立ち，䉟䊮䊒䊤䊮トフ䉞クス䉼䊞ー㩿䉶

䊁䉞䉥 PLus スト䊧ート 3，8㬍 10 mm，GC ␠㪀を下顎

大⥓歯ᰳ៊部に2本ၒした．口⣧内ス䉨䊞䊅ー

㩿Aadva IOS 100HP㪃GC ␠㪀を用いてᮨᡆ口⣧の下

顎，および対合歯として上顎の全顎శ学ශ⽎をそれ

䈡れណ得した．次に咬㗡፰合で上下歯を㗠方

向からశ学ශ⽎ណ得し，శ学的咬合ណ得とした．デー

䉺を䊌ソ䉮䊮に力し，デ䉳䉺ルᬺᮨဳをし，

デ䉳䉺ル咬合ེに䊙ウ䊮トした．ソフトウェアはDental
System 2018-1 Premium 㩿Build㪑 18.2.0㪀（3Shape A㪆

S␠）を用いた．デ䉳䉺ルᮨဳ上で2本ㅪ結した䉟䊮䊒

䊤䊮ト上部構ㅧ体をデ䉱䉟䊮し，CAD㪆CAM㩿GM–
1000，G C ␠㪀法にてした．比較対⽎用のᓥ᧪法

として，下顎のシリ䉮ー䊮䉯䊛ශ⽎と上顎のアル䉳

䊈ートශ⽎をㅢ法ㅢりそれ䈡れណ得した．⎬⍹⤉を

用いてᬺᮨဳをし，⍹⤉䊋䉟トをさ䈞て

デ䉞䊅ー䊙ークⅡに䊙ウ䊮トした．このᬺᮨဳをᛛ

Ꮏ用ス䉨䊞䊅ー㩿Aadva ス䉨䊞䊮 E3，3shape ␠㪀でス

䉨䊞䊮し，同᭽にCAD㪆CAM 法で2本ㅪ結した䉟䊮䊒

䊤䊮ト上部構ㅧ体をした．した✄装置をそ

れ䈡れᮨᡆ口⣧のᚲ定の置にᚯし，咬合ེの䉟䊮

䉰䉟䉱ル䊏䊮のᶋき上がり量を測定し，比較した．⛔

⸘ಣ理はෂ㒾率を5㩼として⁛立した䉰䊮䊒ルのt検定

を用いnᢙは10とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　デ䉳䉺ルᛛ法によってした䉟䊮䊒䊤䊮ト上部構

ㅧ体による䉟䊮䊒䊤䊮ト㑆の〒㔌・ⷺᐲのౣ性はᓥ

᧪法によるものよりశ学ශ⽎法の方が測定の䈳ら䈧き

はよりዊさかった．一方でデ䉳䉺ルᛛ法によって

した䉟䊮䊒䊤䊮ト上部構ㅧ体による䉟䊮䉰䉟䉱ル䊏䊮の

ᶋき上がり量は1.14㫧0.87mmであった．この値はᓥ

᧪法でした場合の0.07㫧0.10mmより有ᗧに大き

かった．これは⦡䇱な࿃子がⶄ合した結果であると想

されるが，後，この理↱の⚦な解明とᶋき上が

りのᡷༀがᦸまれる．䉟䊮䊒䊤䊮ト㑆の〒㔌・ⷺᐲのౣ

性はᓥ᧪法のものよりశ学ශ⽎法の方が䈳ら䈧き

がዊさいがᶋき上がり量はデ䉳䉺ルᛛ法の方が大き

いとい䈉本研究の結果から，デ䉳䉺ルᛛ法によって

✄装置をした場合，ᓥ᧪法に比䈼て咬合⺞ᢛ量

がᩰ段にᄙくなることが੍想される．䉶ット時の䉼ェア

䉺䉟䊛を⍴❗するためには，のとこ䉐శ学ශ⽎ណ得

後，そのデー䉺をもとにらかの方法で実㓙のᮨဳを

後，実㓙の咬合ེに装着し，咬合ེ上で咬合⺞

ᢛをあらかじめᷣま䈞ておくことが൘められる．
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歯科用䉮ー䊮䊎ー䊛 CT によるᣣ本ੱにおける上顎ᵢ㓒ო

の観察
　○㈬井ᖘテ，　⦁川┥生，　ᄹ↰ᙗ二，　ᴡ੨⧷，　ቬᒻ⌀Ꮧ，　高ᯅብ

ᅏ⠀大学歯学部歯科✄学講座口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学

Observation of the maxillary sinus septa in Japanese by dental cone-beam computed tomography.

Sakai Y, Funakawa T, Nata K, Kawamura T, Munakata M, Takahashi M
Division of Oral Implantology, Department of Prosthetic, Ohu University School of Dentistry.

Ⅰ． 目的

　上顎⥓歯部䉟䊮䊒䊤䊮ト体ၒでု⋥的な㛽ਇ⿷

に㓙しては上顎ᵢᐩ上ⴚがおこなわれる．その㓙

に上顎ᵢ㓒ოのሽにより，上顎ᵢოのウ䉟䊮䊄ウ

ᒻᚑは࿎㔍となり，上顎ᵢ粘膜の上時の⓫ሹリスク

が増す．さらに，㓒ოのᢙ䉇高さな䈬により，ᣉⴚの㔍

ᤃᐲがᓇ㗀されることから，ⴚ೨の↹⸻ᢿにより㓒

ოの状況をᛠីすることが重要である．一方，上顎ᵢ

ᐩ上ⴚをᔨ㗡に置いたᣣ本ੱにおけるᵢ内の㓒

ოの᭽⋧の⺞ᩏはない．そこで回，歯科用䉮ー䊮

䊎ー䊛 CT（以下，CBCT）↹でᣣ本ੱの上顎ᵢ㓒

ოを観察したのでႎ๔する．

　

Ⅱ． 方法

　⹜ᢱは本学歯学部㒝ዻ∛㒮✢科にてᓇされ

た㗠㛽下⒫を䉃上顎ᵢのCBCT ౣ構築↹ 35
を用いた．ᓇは MORITA 3DX Multi Image
Micro CT FPD を用し，80kV，5mA，18secの᧦ઙ

でᓇした．↹上で観察された㓒ოをAl- Faraje
の分㘃1㪀を用いて，ClassI 「න一のૐいု⋥性部分㓒

ო」， ClassII 「ⶄᢙのૐいု⋥性部分㓒ო」，

ClassIII 「න一のု⋥性部分㓒ო」，ClassIV「ⶄᢙの

ု⋥性部分㓒ო」 ，ClassV「᳓平性部分㓒ო」，

ClassVI「ု⋥性ቢ全㓒ო」，㓒ო㗠の最下ὐから

㓒ო㗂上までの〒㔌が3mmᧂḩを「ૐいု⋥性部分

㓒ო」，3mm以上のものを「高いု⋥部分性㓒ო」と

して分㘃した．デー䉺の観察には MORITA One
Volume Viewer を用した．㩿୶理ክᩏᆔຬળ⇟ภ

11000803 ᛚ認　ᛚ認⇟ภ 234 ภ）

　

Ⅲ． 結果と考察

　上顎ᵢ㓒ოは 35 中 17 で観察され，その

率は 48.6 ％であった．分㘃䈗との発生㗫ᐲは

ClassI は 5 䋺14.3％，ClassII は 2 䋺5.7％，

ClassIII は 5 䋺14.3％，ClassIV は 0 䋺0％，

ClassV は 1 䋺2.9％，ClassVI は 4 䋺11.4％であっ

た．このたびの観察結果では対⽎のඨᢙ以上に㓒ო

を認め，その大ඨがု⋥性部分㓒ოであった．その

中で，ᣉⴚ㔍ᤃᐲが高いと考䈋られるⶄᢙの㓒ოが

およそ2割に認められた．Khalighi Sigaroudi Aら2㪀の䉟

䊤䊮ੱ112ੱ224のCTデー䉺を用いた先行研究に

対し，Fisherの正確確立検定を行ったとこ䉐，ClassⅡ，

ClassⅢ，ClassⅣ，Class㸋において，有ᗧᏅが認めら

れた．これはੱ⒳によるᏅであると考䈋られる．以上の

よ䈉に，CBCT ౣ構築↹から上顎ᵢ㓒ოのᒻᘒ評

価が可能であると考䈋られ，上顎⥓歯部のᰳ៊に対

する䉟䊮䊒䊤䊮ト治療⸘↹立᩺に㓙して，上顎ᵢ㓒ო

を⚦に観察することが，上顎ᵢᐩ上ⴚの㔍ᤃᐲ

್定の一ഥとなる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Al- Faraje. Surgical and radiologic anatomy for
oral implantology, Quintessence publishing.
2013䋻424䋺264

2） Khalighi Sigaroudi A. et al. Imaging Sci Dent.
2017䋻47䋺261-267.

　

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺ᅏ⠀大学୶理ክᩏᆔຬળ，ᆔ

ຬળ⇟ภ䋺11000803，ᛚ認⇟ภ䋺234）
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シ䊢ート䉟䊮䊒䊤䊮トを用いたIARPDのᖚ者ႎ๔アウト䉦䊛

○ᩮૼ大ᐙ㪈㪀，㊄Ỉ　学㪈㪀，宮᧙ᄹ㪈㪀，ᵻ⨊里㪈㪀，ፉ↰　੫㪈㪀，上原ኈ子㪈㪀，ᷰㄝፏ㪈㪀，
佐藤大テ2㪀，ᬮ本友里子㪊㪀，部友૫㪊㪀，㚍場一⟤㪊㪀，᳓口ବ㪈㪀

㪈㪀᧲੩ක科歯科大学高齢者歯科学分㊁，2㪀昭和大学䉟䊮䊒䊤䊮ト歯科学講座，㪊㪀昭和大学歯科
✄学講座
Patient-reported outcome of IARPD with short implants

Negoro M1), Kanazawa M1), Miyayasu A1), Asami M1), Shimada R1), Uehara Y1), Watanabe M1), Sato D2),
Kusumoto Y3), Abe Y3), Baba K3), Minakuchi S1)

1)Gerodontology and Oral Rehabilitation, Tokyo Medical and Dental University, 2)Department of Implant
Dentistry, Showa University, 3)Department of Prosthodontics, Showa University

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，ㆆ㔌┵ᰳ៊における部分床義歯に対してᰳ

៊部顎ႇに䉟䊮䊒䊤䊮トをၒすることで中㑆ᰳ៊化

を図る✄方法として，IARPD （Implant Assisted
Removable Partial Denture）が⥃床応用されている．

ㆊの⥃床研究でIARPDは，ᓥ᧪ဳの部分床義歯

と比較してᖚ者ḩ⿷ᐲが高いとႎ๔された.1㪀しかし，

㐳さ6mm以下のシ䊢ート䉟䊮䊒䊤䊮トを用いたIARPD
の⥃床研究のႎ๔は少ない．本⥃床研究は，シ䊢ー

ト䉟䊮䊒䊤䊮トを用いたIARPDのᖚ者ႎ๔アウト䉦䊛を

評価することを目的とした．

Ⅱ． 方法

　 ᧲੩ක科歯科大学歯学部㒝ዻ∛㒮，昭和大学歯

科∛㒮に᧪㒮しており，適切な部分床義歯を有する

下顎ㆆ㔌┵ᰳ៊ᖚ者（ਔもしくは に3歯以上の

ㆆ㔌┵ᰳ៊を有する）28名（᧲੩ක科歯科大学20名，

昭和大学8名），平均ᐕ齢71.1㫧6.1ᱦに対して೨向

き研究を行った．最ೋに，適切な義歯を装着した

状ᘒStage 0とした．その後CBCTᓇを行い，䉟䊮䊒

䊤䊮トၒ⸘↹の立᩺を行った．シ䊢ート䉟䊮䊒䊤䊮ト

（6mm，Straumann SLActive 䉟䊮䊒䊤䊮ト　ス䉺䊮䉻ー

䊄䊒䊤ス　RN㱂4.1mm， Straumann）をㆆ㔌┵ᰳ៊部

の㗠⥠的にᔅ要な㛽幅が確できる最㆙ᔃ部に1本

ၒした．ၒ後䊍ーリ䊮䉫䉨䊞ッ䊒を装着し，6ㅳ㑆

の荷ᦼ㑆中は䉟䊮䊒䊤䊮ト囲をリリーフした．荷

ᦼ㑆⚳ੌ後に䊍ーリ䊮䉫䉨䊞ッ䊒と義歯床内㕙をធ⸅

さ䈞，支持のᒝ化のみを目的としたIARPDとした

（Stage 1）．4ㅳ㑆後，⏛性ア䉺ッ䉼䊜䊮ト（䊙䉫フ䉞ット

IP Iシリー䉵 フ䊤ット，ᗲ⍮㍑）を装着し，支持と⛽

持のᒝ化を目的としたIARPDとした（Stage 2）．Stage
0，1，2 で評価を行った．評価㗄目は，ᖚ者ḩ⿷ᐲ，

Oral Health Impact Profile-J 54（OHIP-J 54）におけ

る合⸘と䉰䊑ス䉬ール，Patient㩾s Denture Assesment
（PDA）の各㗄目を用いた．各Stageの結果をSteel
Dwass 法を用いてᄙ重比較した（有ᗧ᳓Ḱp㪔0.05）．

Ⅲ． 結果と考察

28名に47本の䉟䊮䊒䊤䊮トၒを行った．その䈉ち3
名に1本䈝䈧，合⸘3本の䉟䊮䊒䊤䊮トが⣕⪭した．そ

のため最⚳的に25名（᧲੩ක科歯科大学18名，昭和

大学7名）に対して評価を行った．ᖚ者ḩ⿷ᐲは，

Stage 0-1，Stage 1-2㑆で有ᗧᏅは認められなかった

が，Stage 0-2㑆の比較では有ᗧᏅが認められた．

（p㪔0.02，図）一方で，OHIP-J 54の合⸘と䉰䊑ス䉬ー

ル，PDAでは各Stage㑆に有ᗧᏅは認められなかっ

た．しかし，PDAのLower Dentureの㗄目はStage 0と

比較してStage 2ではᡷༀ向が認められた．

　⏛性ア䉺ッ䉼䊜䊮トを用いたIARPDは，䉟䊮䊒䊤䊮ト

による義歯後方の支持を得ることができ，さらにア䉺ッ

䉼䊜䊮トを用いることで⛽持力が増し，結果的に義歯

のᴉみㄟみ䉇ᶋき上がりがᛥされ，ᖚ者ḩ⿷ᐲの

向上に䈧ながったと考䈋られた．しかしながら，口⣧

㑐ㅪQoLとᖚ者の義歯評価では，೨の評価にお

けるᄤ井ല果により，後の有ᗧなᡷༀが認めら

れなかったとផ察された．本研究の結果より，シ䊢ート

䉟䊮䊒䊤䊮トを用いたIARPDの用において，⏛性ア

䉺ッ䉼䊜䊮ト装着後にᖚ者ḩ⿷ᐲの有ᗧな向上が認

められることが示唆された．

Ⅳ． 文献

1） De Freitas RF et al. Mandibular implant-
supported removable partial denture with distal
extension: A systematic review. J Oral Rehabil.
2012;39(10):791–8.

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺᧲੩ක科歯科大学歯学部୶理ክᩏᆔຬ

ળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000199，ᛚ認⇟ภ䋺D2016-026）

図　100mm Visual Analogue Scales（VAS）を用い

たᖚ者ḩ⿷ᐲ　Stage 0-1，Stage 1-2㑆では有ᗧᏅ

は認められなかったが，Stage 0-2㑆で有ᗧᏅが認

められた．
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ၞ歯科⸻療ᚲᄖ᧪ᖚ者における口⣧ᯏ能の実ᘒ⺞ᩏ

○ጊ口㓶一㇢㪈㪀，◉㦮㓁2㪀，平川ᥓ裕㪈㪀，ᣩῪ㖸㪈㪀，᧻↰㘖᮸㪈㪀，ጟ　ᪧ㪈㪀，㚍ቄ㪈㪀，
森᳗ஜ三㪊㪀，᧻ᶆዏᔒ㪈㪀

㪈㪀ጟ歯科大学咬合修ᓳ学講座ᯅ義歯学分㊁，2㪀Ꮊ支部，㪊㪀ጟ歯科大学咬合修ᓳ学講
座口⣧䉟䊮䊒䊤䊮ト学分㊁
A Survey on Oral Frailty of Outpatients in Private Dental Clinics.

Yamaguchi Y1), Shinozaki Y2), Hirakawa T1), Hinotsume S1), Matsuda S1), Okamura A1), Magori Y1),
Morinaga K3), Matsuura T1)

1)Section of Fixed Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College, 2)Kyushu
Branch, 3)Section of Oral Implantology, Department of Oral Rehabilitation, Fukuoka Dental College

Ⅰ． 目的

　䉥ー䊤ルフ䊧䉟ル䉇口⣧ᯏ能ૐ下∝の੍㒐・対╷で

は歯科කの対応が重要であるが，ၞ歯科⸻療ᚲに

おけるᄖ᧪ᖚ者の口⣧ᯏ能ૐ下∝の⟕ᖚ率䉇，口

⣧ᯏ能ૐ下䈻の対応に㑐するᖱႎは少なく，また，

可᠗性義歯䉇䉟䊮䊒䊤䊮トを用いたᰳ៊✄が口⣧

ᯏ能の⛽持に䈿すᓇ㗀を⺞ᩏしたႎ๔も少ない．

本研究では，ၞ歯科⸻療ᚲにおけるᄖ᧪ᖚ者の口

⣧ᯏ能の状に䈧いて⺞ᩏするとともに，ᰳ៊✄

の㆑いが口⣧ᯏ能の⛽持に䈿すᓇ㗀に䈧いて検

討した．

Ⅱ． 方法

　平ᚑ31ᐕ3から和元ᐕ12までの9䉦㑆に，

䊜䉟䊮䊁䊅䊮スでၞ歯科⸻療ᚲをฃ⸻した50ᱦ以

上のᄖ᧪ᖚ者で同ᗧの得られたᖚ者を対⽎とした．

ᐕ齢，性，Body Mass Index，歯ᑼ等のၮ本ᖱႎに

加䈋て，口⣧ᯏ能ૐ下∝の⸻ᢿにᔅ要な検ᩏ㗄目

である咬合力（デ䊮䉺ル䊒䊧ス䉬ール，GC），⥠圧

（JMS⥠圧測定ེ，JMS），ྨᯏ能（䉫ル䉮䉶䊮䉰ー

GS-Ⅱ ， GC ） ， ྚ 下 ᯏ 能 （ Eating Assessment
Tool-10）に䈧いて⸘測を行った．得られたデー䉺か

ら口⣧ᯏ能ૐ下∝ᖚ者の割合，ᐕ齢分布䉇性Ꮕによ

る有∝率等を▚するとともにᄖ᧪ᖚ者の口⣧ᯏ能

の実ᘒを評価した．さらに，䉟䊮䊒䊤䊮ト治療の有ή䉇

義歯の用ᱧに㑐して⺞ᩏを行い，ᰳ៊✄の⒳㘃

の㆑いが口⣧ᯏ能の⛽持に䈿すᓇ㗀に䈧いて比

較検討を行った．

Ⅲ． 結果と考察

　回⺞ᩏを実ᣉした対⽎ᖚ者の✚ᢙは96名（↵性

24名，ᅚ性72名，平均ᐕ齢72.5ᱦ）で，その䈉ち70ᱦ

以上のᖚ者は63名（65.6％）で，50ઍ60ઍは少ない結

果であった㩿図1㪀．口⣧ᯏ能ૐ下∝の4䈧の検ᩏ㗄目

の䈉ち3䈧以上⸻ᢿၮḰをḩたさ䈝に口⣧ᯏ能ૐ下

∝と⸻ᢿされたᖚ者は7名（7.3㩼）で，2䈧以上当し

た口⣧ᯏ能ૐ下∝੍ァのᖚ者は18名（18.8㩼）で

あった．また，口⣧ᯏ能のૐ下は50ઍの中高ᐕ齢者

でᆎまっており，1㗄目当したᖚ者は38名（39.6㩼㪀で

あった．口⣧ᯏ能は加齢とともにૐ下向を示した

が，性Ꮕはみられなかった．ᰳ៊✄の⒳㘃で比

較すると，咬合力および⥠圧ではᏅはみられなかった

が，ྨ能力では䉟䊮䊒䊤䊮ト治療ᱧのあるᖚ者が可

᠗性義歯を用しているᖚ者より高い値を示してい

た．ᰳ៊が少なく✄ಣ置を行ったことのないᖚ者で

は80ઍでも口⣧ᯏ能は⦟ᅢに⛽持されていた㩿図2㪀．

80ઍのᄙくのᖚ者が口⣧ᯏ能ૐ下∝および੍ァ

であったが，口⣧ᯏ能のૐ下は50ઍ60ઍからみとめ

られるため，ᣧい段階での対応が口⣧ᯏ能ૐ下∝の

੍㒐では重要である．䉟䊮䊒䊤䊮トを用いたᰳ៊✄

はྨ能力の⛽持に有ലであり，口⣧ᯏ能の⛽持に

ነਈする可能性が示唆された．

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺ጟ歯科大学୶理ክᩏᆔຬળ，ᆔຬળ⇟

ภ䋺11000292，ᛚ認⇟ภ䋺442ภ）

図1 口⣧ᯏ能ૐ下∝ᖚ者のᐕઍ分布

図2 ྨ能力検ᩏ
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䊑䊤䉨シ䉵䊛の定量的な評価．䊑䊤䉨䉰ー，㕖䊑䊤䉨䉰ー，
顎㑐▵∝ᖚ者の比較
　○ၳ　ᘢ　　

㪈㪃2㪀，　᳗↰和裕　　

㪈㪃2㪀，　ኹየ⢒⟤　　

㪈㪃2㪀，　⭯⪲みのり　　

㪈㪃2㪀，　Ⓑን和　　

㪈㪃2㪀，　ဈ井　大　　

㪈㪃2㪀，
　᳓ᯅ　੫　　

㪈㪃2㪀，　ᷴ⟤㓁二㇢　　

㪈㪃2㪀，　⩲原૫広　　

㪈㪀，　ⁿ子⧐⟤　　

㪈㪀

　

㪈㪀ᣣ本歯科大学ᣂẟ∛㒮あ䈗の㑐▵・歯䈑しりᄖ᧪，　

2㪀ᣣ本歯科大学ᣂẟ∛㒮✚合⸻療科

Quantitative evaluation of bruxism, comparison between bruxer, non-bruxer, temporomandibular disorders
patients
Hori S1,2), Nagata K1,2), Terao I1,2), Usuba M1,2), Inatomi A1,2), Sakai H1,2), Mizuhashi R1,2), Atsumi Y1,2),
Sugawara Y1), Inoko Y1)

1)TMD&Bruxism Clinic, The Nippon Dental University Niigata Hospital, 2)Comprehensive Dental Care
Unit, The Nippon Dental University Niigata Hospital

Ⅰ． 目的

　⌧⌁時および，ⷡ㉕時の䊑䊤䉨シ䉵䊛は，顎㑐▵∝

䉇歯の⎕᛬・⠻な䈬⒳䇱の口⣧の㓚ኂの原࿃・⺃

࿃となると考䈋られている．しかし䊑䊤䉨シ䉵䊛を◲ᤃ

か䈧客観的に評価することが࿎㔍なことから，実㓙に

䈬のよ䈉な䊑䊤䉨シ䉵䊛が⋥ធ㓚ኂに㑐ਈしているの

かは明らかではない．本研究ではᖚ者⥄りで装着で

き，➅りし䊑䊤䉨シ䉵䊛の⸥㍳が行䈋るシ䊮䉫ル䉼䊞

䊮䊈ル䊘ー䉺䊑ル╭㔚⸘を用し，䊑䊤䉨シ䉵䊛と㓚

ኂとの㑐ㅪを⺞ᩏした．

　

Ⅱ． 方法

　㽲䊑䊤䉨シ䉵䊛の⥄ⷡおよびᓽを認める䊑䊤䉨

䉰ー，㽳䊑䊤䉨シ䉵䊛の⥄ⷡおよびᓽを認めない

㕖䊑䊤䉨䉰ー，㽴顎㑐▵∝ᖚ者各6名を対⽎として，

䊑䊤䉨シ䉵䊛の定量的な評価を行䈉とともに，䊑䊤䉨シ

䉵䊛の⥄ⷡ，歯の⠻な䈬の⥃床ᓽ，ྨ╭の圧

痛，⌧⌁時およびⷡ㉕時の痛みに㑐して，䉫ルー䊒

㑆の比較を行った．䊑䊤䉨シ䉵䊛の定量的な評価で

は，Sunstar␠GrindCare®を用し「図」，⌧⌁時䊑

䊤䉨シ䉵䊛（G-vS）を5ᣣ㑆の⸘測後に，ᣣ中ⷡ㉕時

の䊑䊤䉨シ䉵䊛の（G-vA）を1ᣣ㑆⸘測した．䊑䊤䉨シ

䉵䊛の⥄ⷡ，痛みはNRS㩿numerical rating scale㪀を

用して評価し，䊑䊤䉨シ䉵䊛のᓽおよび╭の圧痛は

ト䊧ー䊆䊮䉫を行った⸻ᩏ者が実ᣉした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　䊑䊤䉨シ䉵䊛の⥄ⷡに㑐して，䊑䊤䉨䉰ーはⷡ㉕時

の䊑䊤䉨シ䉵䊛を⥄ⷡしている者がᄙかったが，ᓞേ

性  ྨ ╭ ᵴ േ （ Rhythmic Masticatory Muscle
Activity㪒 RMMA㪀1）を用いた定量的な評価では，⌧⌁

時の䊑䊤䉨シ䉵䊛が増加している者がᄙかった．顎㑐

▵∝ᖚ者では，⌧⌁時とⷡ㉕時の⥄ⷡにᏅはήかっ

たが，定量的な評価では䊑䊤䉨䉰ーと同᭽に⌧⌁時

のRMMAが増加している者がᄙかった．

　⌧⌁時䊑䊤䉨シ䉵䊛（G-vS）は，䊑䊤䉨䉰ー，顎㑐▵

∝ᖚ者，㕖䊑䊤䉨䉰ーの㗅で大きな値を示した．ま

た，ྨもめたⷡ㉕時の䊑䊤䉨シ䉵䊛（G-vA）は，

㕖䊑䊤䉨䉰ー，䊑䊤䉨䉰ー，顎㑐▵∝ᖚ者の㗅に大き

な値を示し，䊑䊤䉨䉰ーではᄛ㑆の䊑䊤䉨シ䉵䊛が増

加すること，また，顎㑐▵∝ᖚ者ではᣣ中の䊑䊤䉨シ

䉵䊛が減少する向が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） ⌧ ⌁ 㓚 ኂ ࿖ 㓙 分 㘃 　 ╙ 3   　 American
Academy of Sleep Medicine　⸶　ᣣ本⌧⌁学ળ

　⸻ᢿ分㘃ᆔຬળ

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺ᣣ本歯科大学ᣂẟ生歯学部୶理ክᩏ

ᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000109，ᛚ認⇟ภ䋺ECNG-

R-364）

　

図GrindCare®
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DTIを応用した咬╭内部の╭✢⛽三次元ឬおよび行解

析
　○⩲㊁ᱞᒾ　　

㪈㪀，　ଐ↰ା裕　　

㪈㪀，　ዊ川　ᔀ　　

㪈㪀，　ᯅ本ᾖ↵　　

2㪀，　ᣂᆄ㇌ᵏ　　

㪊㪀，　川ፉ隆ᄥ　　

2㪀，　佐䇱ᧁ一　　

㪈㪀

　

㪈㪀᧲北大学大学㒮 歯学研究科口⣧シス䊁䊛✄学分㊁，　

2㪀᧲北大学 加齢ක学研究ᚲ，　

㪊㪀᧲
北大学大学㒮 ක学♽研究科⚻ᄖ科先┵治療開発学分㊁
Analysis of muscle fiber orientation in the human masseter muscle using diffusion tensor imaging

Sugano T1), Yoda N1), Ogawa T1), Hashimoto T2), Niizuma K3), Kawashima R2), Sasaki K1)

1)Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University Graduate School of Dentistry, 2)Tohoku University,
Institute of Development, Aging and Cancer, 3)Neuroendovascular Therapy, Tohoku University Graduate
School of Medicine

Ⅰ． 目的

　ྨ╭⟲はそれ䈡れが異なる方向に行し，い

にද⺞しⶄ㔀な下顎ㆇേをㆀ行する．․にᄙ⠀状╭

である咬╭は，内部がⶄᢙに分↹され各分↹が⁛立

にᵴേすることが可能で，幅広いઃ着㕙積と⋧଼っ

て，න⁛でᄙ᭽な方向䈻力を発ើすることができる1）．

顎㑐▵∝の主∝状である╭痛は，╭内の限ዪされた

部に発し，∝によってその発᭽⋧が異なる

ことは，これらⶄ㔀な内部構ㅧとᯏ能分化に起࿃する

とផ察されるが，その⚦はਇ明である．

　Diffusion tensor imaging（以下DTI）とはMagnetic
resonance imaging（MRI）のシー䉬䊮スの一䈧であり，

⚵❱内の᳓分子の散方向をត⍮して，↹化する

法である2）．DTIを応用することで，ᓥ᧪࿎㔍で

あったྨ╭╭✢⛽行を㕖ଚⷅ的に可ⷞ化でき

る．これによって3次元的に䊋䉟䉥䊜䉦䊆䉦ルなྨ╭

ᵴേ᭽⋧を明らかにし，ዪᚲ的な╭痛の発ᯏᐨの

解明，さらにᖚ者䇱の╭痛の⸻ᢿ，治療䈻の⥃床

ዷ開がᦼᓙされる．本研究の目的はその╙一段階と

して，DTIを応用した䊍ト咬╭内部╭✢⛽行の解析

ᚻ法を確立することである．

　

Ⅱ． 方法

　本研究は᧲北大学歯学研究科研究୶理ᆔຬળの

ᛚ認のもと，研究目的およびੱᖱႎ▤理に㑐して

の䉟䊮フ䉤ー䊛䊄䉮䊮䉶䊮トを得た上でㆀ行した．ஜ常

ᚑੱ䊗䊤䊮䊁䉞ア3名を被㛎者とし，高⏛場⏛᳇

㡆↹装置（フ䉞リッ䊒ス␠　ア䉼ー䊋 3.0T
Quasar Dual）を用いて，T1-turbo field echo（TFE）お

よびDTIのㅪ⛯を行った．下顎は下顎㕒

に て シ リ 䉮 䊮  の 咬 合 ណ 得 ᧚ （ PENTRON ␠ 

Correct Quick）を用いて࿕定した．T1-TFEの↹を

ၮḰにฝ咬╭をᵻ部3分↹，ᷓ部1分↹の⸘4分↹

に 䉶 䉫 䊜 䊮 䊁 ー シ 䊢 䊮 し ， 解 析 ソ フ ト FMRIB㩾s
Software Library（FSL）およびMRtrix3により╭✢⛽

ឬを行い，╭✢⛽の㈩向性を分↹㑆で比較評価し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　䊌䊤䊜ー䉺の検討を行い，咬╭の╭✢⛽解析に

最適な᧦ઙが明らかになった．それらの最適化

した䊌䊤䊜ー䉺を用いてを行䈉ことで，咬╭内部の

╭✢⛽が分↹䈗とにឬされ，三次元的に可ⷞ化さ

れた（下図）．それらの✢⛽は分↹䈗とに異なる✢⛽

㈩向ᐲを持ち，╭✢⛽が部によって異なる方向に

行していることが解明された．

　これらの結果から，DTIを応用することで，㕖ଚⷅ的

に咬╭内部の╭✢⛽行のᛠីが可能であることが

明らかとなり，後，᭽䇱な下顎，ᯏ能下での

を行䈉ことで，ᯏ能時の内部構ㅧ変化に㑐するᣂたな

䊋䉟䉥䊜䉦䊆䉦ルな⍮を得られる可能性がある．

　

Ⅳ． 文献

1） Ogawa T, Kawata T, Tsuboi A et al. Functional
properties and regional differences of human
masseter motor units related to three-
dimensional bite force. Journal of Oral
Rehabilitation. 2006;33:729-740.

2） Oudeman J, Nederveen AJ, Strijkers GJ et al.
Techniques and applications of skeletal muscle
diffusion tensor imaging: A review. J Magn
Reson Imaging. 2016;43:773-788.

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺᧲北大学歯学研究科研究୶理ᆔຬળ，ᆔ

ຬળ⇟ภ䋺11000400，ᛚ認⇟ภ䋺2019-3-017）

　

図　ฝ咬╭内部にឬされた✢⛽（⍫状ᢿ㕙）
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口⣧ᯏ能ૐ下∝の咬合力ૐ下ઍᦧ検ᩏであるᱷሽ歯ᢙに
ઍわる主観的ྨᯏ能検ᩏのឭ᩺
　○内↰ᶻ༑，　佐藤裕二，　北川　昇，　৾↰ବ᥍，　大Ỉ᷆⚃子，　磯部明夫，　ኹỈ⌀⟤，
　⇌中ᐘ子
昭和大学歯学部高齢者歯科学講座

Proposal of subjective evaluation of chewing function to replace the number of natural teeth as alternative
test for decrease of occlusal force in oral hypofunction
Uchida Y, Sato Y, Kitagawa N, Shichita T, Osawa T, Isobe A, Terazawa M, Hatanaka Y
Department of Geriatric Dentistry, Showa University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　口⣧ᯏ能ૐ下∝の検ᩏには7䈧の検ᩏがあり，その

中の，咬合力検ᩏのઍᦧ検ᩏ法に，ᱷሽ歯ᢙがあ

る．ᱷሽ歯ᢙ20歯ᧂḩが咬合力ૐ下とされ，ᩮとし

て，ᱷሽ歯ᢙが咬合力と有ᗧな㑐ㅪがあり，20歯以

上は，ή歯顎者よりフ䊧䉟ルに㒱りにくい等のႎ๔が

あるためである1㪀．しかし，ᱷሽ歯ᢙは，ઁの検ᩏ㗄目

と異なり，ᯏ能▤理を実ᣉしてもᡷༀਇ可能な㗄目で

ある．✄装置により咬合力がᡷༀされ，咬合力検ᩏ

のၮḰ値を上回った場合でも，歯ᢙは変化しないの

で口⣧ᯏ能ૐ下∝と⸻ᢿされてしま䈉㗄目の一䈧と

なっているのが状である．

　ᯏ能▤理を行䈉ことでᡷༀ可能な検ᩏには，口⣧ᯏ

能ૐ下∝の೨段階の「噛めない㘩ຠの増加」にも対

応している主観的ྨᯏ能検ᩏがある．主観的ྨ

ᯏ能検ᩏとᱷሽ歯ᢙ，咬合力検ᩏとの㑐ଥを明らか

にし，ᱷሽ歯ᢙにઍわる可能性を検⸽することを目的

とした．

　

Ⅱ． 方法

　被㛎者は，昭和大学歯科∛㒮高齢者歯科ᄖ᧪ฃ

⸻中で，同ᗧの得られた高齢者107名（65-95ᱦ）とし

た．口⣧ᯏ能ૐ下∝の検ᩏに加䈋，主観的ྨᯏ能

検ᩏとして，✚義歯の性能್定（咬ᐲ）（ጊ本

ᑼ），✚義歯ྨᯏ能評価（佐藤ᑼ），៨ข可能㘩

ຠ⾰（平井ᑼ）の3䈧を行った．主観的ྨᯏ能

検ᩏの⺑明，⸥，分析時㑆に䈧いて10名に䉺䉟䊛

ス䉺デ䉞も行った．さらに，咬合力，ᱷሽ歯ᢙ，佐藤ᑼ

の比較を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　それ䈡れの検ᩏのὐᢙの比較では，佐藤ᑼと平井

ᑼ㩿r 㪔 0.75㪀，佐藤ᑼとጊ本ᑼ（r 㪔 0.72）にはᒝい⋧

㑐，平井ᑼとጊ本ᑼ（r 㪔 0.67）には⋧㑐があった．

　䉺䉟䊛ス䉺デ䉞の結果は，⺑明時㑆はጊ本ᑼ，⸥

，分析時㑆は佐藤ᑼが最も⍴く，合⸘時㑆は佐藤

ᑼが有ᗧに⍴くなった．

　咬合力検ᩏとᱷሽ歯ᢙ，佐藤ᑼの比較では，ᱷሽ

歯ᢙと咬合力（r 㪔 0.63），佐藤ᑼと咬合力（r 㪔 0.48），

佐藤ᑼとᱷሽ歯ᢙ（r 㪔 0.41）は⋧に⋧㑐があっ

た．

　以上より，3䈧の主観的ྨᯏ能検ᩏは⋧に有ᗧ

な⋧㑐があることが明らかになった．また，咬合力検

ᩏとᱷሽ歯ᢙ，佐藤ᑼは⋧に有ᗧな⋧㑐があるこ

とが明らかになった（図1㪃2）．これにより，主観的ྨ

ᯏ能検ᩏがᱷሽ歯ᢙにઍわる検ᩏとなる可能性が示

唆された．

　後は，佐藤ᑼの䉦ット䉥フ値のㆬ定，検ᩏの有用

性を検討していく੍定である．

　

Ⅳ． 文献

1） ᳓口 ବ，ᵤ⾐ 一ᒄ，ᳰㆺ 一ౖ䈾か䋺高齢ᦼ

における口⣧ᯏ能ૐ下 㿽学ળ解⺰文 2016
ᐕᐲ 㿽，⠧ᐕ歯学 31:81-99,2016

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺昭和大学歯科∛㒮⥃床⹜㛎ክᩏᆔຬ

ળ ， ᆔ ຬ ળ ⇟ ภ 䋺 16000135 ， ᛚ 認 ⇟ ภ 䋺

DH2018-032）

　

　

図1 歯ᢙと咬合力の㑐ଥ

図2 佐藤ᑼと咬合力の㑐ଥ
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上顎ਔㆆ㔌┵䉟䊮䊒䊤䊮ト䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ーの一∝
ೋ⸻から20ᐕ⚻ㆊ
　ጯ本ḩ㓶

Ꮊ支部

A clinical case of maxillary implant removable partial denture
20 years from first visit
Kishimoto M
Kyushu Branch

Ⅰ． 目的

　 回広᳢性中⒟ᐲᘟ性歯Ἳのᖚ者に⏛性ア䉺ッ

䉼䊜䊮トを用いた上顎ਔㆆ㔌┵䉟䊮䊒䊤䊮ト䊌ーシ䊞

ルデ䊮䉼䊞ー1㪀を装着しೋ⸻から約20ᐕ⚻ㆊした一∝

を⚻㛎したのでその治療⚻ㆊ㪃結果に䈧いてႎ๔

する．

　

Ⅱ． 方法

1㪀∝

　ᖚ者䋺↵性，⮎Ꮷ，ೋ⸻時ᐕ齢51ᱦ．

　 ೋ⸻䋺2000ᐕ8

　 主⸷䋺口⥇．全顎治療Ꮧᦸ．

　 ᣢᓔᱧ䋺高ⴊ圧，༎ᕷ，，♧ዩ∛，痛㘑，༛ᾍ⠌ᘠ

なし．

　 ⸻ᢿ䋺広᳢性中⒟ᐲᘟ性歯Ἳ

2㪀治療内ኈと⚻ㆊ

　2000ᐕ8䋺歯∛治療を開ᆎし以後ᔅ要な歯内療

法，✄治療をㅴめた．

　2003ᐕ4䋺ߝߞ߈部分床義歯装着．

　2007ᐕ1䌾5䋺ߝᛮ歯後，හ時義歯．߀ࠊߝ

．部分床義歯装着ߝࠊ߈

　2007ᐕ9䌾10䋺ߝࠊߟߢ߄߃ߠࠊߝ部分床義

歯装着．

　2009ᐕ5䋺上顎に䉟䊮䊒䊤䊮ト䊌ーシ䊞ルデ䊮

䉼䊞ーを⸘↹しߝߟߝの部に䉟䊮䊒䊤䊮ト

（Zimmer Dental，Swiss Plus䋤3.7㪃10mm㪀を4本ၒ

した．同時にMTI䊚䊆䉟䊮䊒䊤䊮ト㩿Dentatus，ᩣᑼળ␠

䉟䊮䊒䊤䊁ックス㪀をฝ3本，Ꮐ2本ၒし，䉟䊮䊒

䊤䊮ト体にㆊな⽶荷がかからないよ䈉にまた義歯の

⛽持を図った．10䋺߈の部で⢛の高い䉨ー䊌ー

の឵を⹜みたら䉟䊮䊒䊤䊮ト体が⣕㔌した．1か後

ౣᐲ一回り大きいᓘの䉟䊮䊒䊤䊮ト（Zimmer Dental㪃
Screw Vent䋤4.7㪃10mm）をၒした．

　2010ᐕ2䌾8䋺㊄ዻ床義歯を装着し⏛⍹構ㅧ体

を装着した．

　2015ᐕ3䌾2016ᐕ1䋺߇をᛮ歯し上顎㊄ዻ床義

歯のリ䊤䉟䊮を⋥ធ法で行った．

　2019ᐕ8䌾9䋺上顎㊄ዻ床義歯をᣂしく装

着し，⏛⍹構ㅧ体を義歯が定してから装着した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　2020ᐕ1異常ᚲは認められない．ೋ⸻から

約20ᐕ⚻ㆊした上顎ਔㆆ㔌┵義歯に⏛性ア䉺ッ䉼

䊜䊮トを用いた䉟䊮䊒䊤䊮ト䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ーの一

∝をႎ๔した．

　「上顎ή歯顎䉟䊮䊒䊤䊮ト䉥ー䊋ーデ䊮䉼䊞ーはᄬ

ᢌ率が高く✄的合૬∝もᄙいとされているが，㐳ኼ

␠ળにおいて治療⾌をᛥ䈋㪃要⼔をᝪ䈋た設⸘

として有である」2）．上顎部分床義歯においても同

᭽にᖚ者のQOLを著しく向上さ䈞る．本∝では4本

ၒし㊄ዻ床義歯を装着したが，5か後に䉟䊮䊒䊤

䊮ト体1本が⣕㔌した．䉟䊮䊒䊤䊮ト囲Ἳのないデ䉞

ス䉟䊮䊁䉫䊧ーシ䊢䊮で原࿃は䉥ー䊋ー䊨ーデ䉞䊮䉫

によるのかはਇ明である．⣕㔌して1か後に一回り

大きいᓘの䉟䊮䊒䊤䊮トをၒした．　

　歯∛のリスク評価を⛯けているが，広᳢性中⒟ᐲ

ᘟ性歯Ἳび䉟䊮䊒䊤䊮ト囲粘膜Ἳのため高リス

クと⸻ᢿされるので，定ᦼ的に᧪㒮してもらい⚻

ㆊ観察を行い䊜䉟䊮䊁䊅䊮スを⛮⛯している．

　

Ⅳ． 文献

1） 大ਭ力ᑝ．䉟䊮䊒䊤䊮ト支持を用した䊌ー

シ䊞ルデ䊮䉼䊞ーの考䈋方と設⸘．ᣣ✄ળ

2020䋻12䋺23䋭28．

2） ↰中⼑治．上顎ή歯顎の䉟䊮䊒䊤䊮ト✄䋭㐳

ኼ␠ળをㄫ䈋て䉟䊮䊒䊤䊮ト䉥ー䊋ーデ䊮䉼䊞ー

のᔅ要性をត᳞．ᣣ✄ળ2019䋻11䋺102䋭

110．

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．）

　

2020ᐕ3　上顎口⣧内౮⌀
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顎㛽უᱫ∝に対する✄的リ䊊䊎リ䊁ーシ䊢䊮

　向ጊ　ੳ

ᮮᵿᏒ立みなと⿒චሼ∛㒮歯科口⣧ᄖ科

Conventional prosthodontic rehabilitioin for patients with medication related osteonecrosis of the
mandibular bone.
Mukohyama H
Department of Oral Surgery, Yokohama City Minato Red Cross Hospital

Ⅰ． 目的

　⮎㑐ㅪ顎㛽უᱫ（MRONJ㪀∝はᐕ䇱増加して

おり，䊘䉳シ䊢䊮䊕ー䊌ー1㪀では顎㛽უᱫ部の⥃床∝

状に応じᄖ科療法をめた治療方㊎がឭ໒され，治

療に㑐するႎ๔も㓸積し䈧䈧ある2㪀．しかし，ᄖ科療

法をㆬᛯしにくいᖚ者のMRONJではྨ࿎㔍の状

ᘒのままで生ᵴしている場合がᄙく，QOLのૐ下が避

けられない3㪀．このよ䈉な∝に対する治療は体♽䈨

けられたものはなく᭽䇱な∝の⫾積がᔅ要である．

回，われわれはMRONJ∝に対しQOLᡷༀのた

め可᠗性✄物を適用して，⦟ᅢなྨᯏ能の回ᓳ

を図れた∝を⚻㛎したのでႎ๔する．

　

Ⅱ． 方法

　当科口⣧ᄖ科ᄖ᧪をฃ⸻したMRONJによる顎㛽㔺

∝の䈉ち，ᱷሽ歯によるྨが࿎㔍であった2∝

に，可᠗性✄物（部分床義歯）を2∝に適用し

た．その⚻ㆊに䈧いてႎ๔するとともに，⥃床的ല果

を検討した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　∝1䋺83ᱦ↵性．ᄙ発性㛽㜑⣲でઁ㒮ⴊᶧ内科

にㅢ㒮しており䉹䊧䊄䊨䊮㉄びデ䊉ス䊙䊑の用ᱧ

があった．ㅢ㒮中の∛㒮には一⥸歯科治療を行䈉歯

科はあるものの口⣧ᄖ科はなく，➅りす下顎೨歯部

の歯⡺⣲⣘と䉥ト䉧䉟下⤥≌を主⸷に当科ೋ⸻となっ

た．ೋ⸻後はᶖἻを行っていたが下顎೨歯部のേំ

が著しくߕおよびぜが⣕⪭となり，その後㛽㔺を認

めた．㛽㔺部はᓢ䇱に範囲が大し㓞ធする歯も

次䇱と⥄ὼ⣕⪭していき，ߨࠍߦがᰳ៊となり㘩៨

ข࿎㔍な状況になった．ೋ⸻より1ᐕ3か後にQOL
ᡷༀのためუᱫした顎㛽上に部分床義歯を装着し咬

合支持ၞが回ᓳできたことにより，ᵹേ㘩から常㘩の

៨ขが可能となった．

　∝2䋺65ᱦ↵性．೨立⣼≸び㛽ォ⒖でઁ㒮ᴲ

ዩེ科にㅢ㒮しており䉹䊧䊄䊨䊮㉄を用中であっ

た．ㅢ㒮中の∛㒮には歯科がなく，߉とߊ㑆の㘩 

圧を主⸷に当科ೋ⸻となった．当科ฃ⸻後は㘩 

圧部の治療䉇口⣧䉬アを行っていたが，下顎大⥓

歯部のBr⣕㔌䉇歯の⣕⪭，㛽㔺を認めるよ䈉にな

り៊ᰳߪࠋߘߎߪとなり，ྨ࿎㔍となっていった．

ೋ⸻より11か後にਔ下顎義歯を装着し，全♄㘩

から常㘩の៨ขが可能となった．

　顎㛽უᱫ部のሽ的に⚻ㆊ観察，ᵞᵺを行䈉のみ

のMRONJ∝に対してྨᯏ能を回ᓳさ䈞るために

可᠗性✄装置を装着した2を⚻㛎した．回の∝

はྚ下ᯏ能はたもたれているものの，歯のᰳ៊に

より，࿕ᒻ物の៨ขが࿎㔍になったり，៨㘩ྚ下に要

する時㑆が㐳くなり，QOLがૐ下していた．

　可᠗性の✄装置により咬合ᯏ能の回ᓳがなさ

れ，また下顎೨歯部のᰳ៊に対しては構㖸ᯏ能およ

びክ⟤性の回ᓳが可能であった．

　これらより顎㛽უᱫ部に可᠗性✄物を用するこ

とは，ᒻᘒ，ᯏ能の回ᓳの一ഥとなり，QOLを⛽持あ

るいはᡷༀする方法として可能性があることが示され

た．

　

Ⅳ． 文献

1） 㛽ๆᛥ⮎㑐ㅪ顎㛽უᱫの∛ᘒと▤理: 顎㛽

უᱫ検討ᆔຬળ䊘䉳シ䊢䊮䊕ー䊌ー2016, 顎㛽

უᱫ検討ᆔຬળ:http://jsbmr.umin.jp/guide/pdf/
bppositionpaper2016.pdf.

2） Kuroshima S, Kaku M, Matsuura T et al.
Medication-related osteonecrosis of the jaw;
what should we do as prosthodontists, J
Prosthodont Res. 2016;60:229-230.

3） Leven AJ. Preston AJ. Conservative prosthetic
rehabilitation of medication-related
Osteonecrosisi of the Jaw, Dent Update 2016;43:
939-942.

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．）
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口⣧内ス䉨䊞䊅ーを用いてහ時義歯を行った1∝

　○☨Ỉ　ᖘ，　ዊᨋ℉，　佐藤ብ明，　上ᥓᒾ，　☨Ỉ⚓❱，　ㄭ藤ዏ⍮

ጤᚻක科大学歯学部✄・䉟䊮䊒䊤䊮ト学講座

A Case Report of Immediate Complete Denture Fabrication using intra oral scanner.

Yonezawa Y, Kobayashi T, Sato H, Murakami T, Yonezawa S, Kondo H
Department of Prosthodontics and Oral Implantology School of Dentistry, Iwate Medical University

Ⅰ． 目的

　ㄭᐕ，口⣧内ス䉨䊞䊅ーの⥃床応用がㅴ䉖でいる．

デ䉳䉺ルᛛⴚを応用することにより歯科✄㗔ၞの⥃

床ᚻᛛ䉇ᛛᎿᠲの方法は変化してきていると⸒䈋

る．口⣧内ス䉨䊞䊅ーをᵴ用するὐとして，ශ⽎᧚

を用䈞䈝に口⣧内の状ᘒをౣできᖚ者のスト䊧

スをシ減できること，᭽䇱な∝に対しⴚ者の⥃床⚻

㛎にᏀฝされ䈝にデー䉺をណ得できることが䈕られ

る．また，ណ得したデー䉺は᳗ਭにሽができ，その

デー䉺を⥄↱に加Ꮏできることも大きな䊜リットである．

ᚒ䇱は，これまで口⣧内ス䉨䊞䊅ーを用いた粘膜ශ

⽎ណ得の♖ᐲに䈧いて検討し，⥃床応用が可能であ

ることを発してきた．回，㦏ⲁと歯∛のため，上

顎全ての歯のሽが࿎㔍であると⸻ᢿした∝に対

し，口⣧内ス䉨䊞䊅ーを用いたශ⽎と咬合ណ得を適用

することで᧚ᢱと᧪㒮回ᢙを減らし，හ時義歯を

可能であった∝を⚻㛎したのでႎ๔する．

　

Ⅱ． 方法

　ᖚ者は，83ᱦのᅚ性でᏀ上3が⣕㔌➅りすことを

主⸷に本学ฃ⸻した．㦏ⲁおよび歯∛のㅴ行とᄖ

்性咬合によりに上下顎の歯にേំを認めた．ᖚ者

は当ೋ積極的な治療をᏗᦸしておら䈝応ᕆಣ置のみ

行っていたが，上顎೨歯のേំと疼痛がᚒᘟできな

くなり治療に同ᗧした．⸻察と検ᩏの結果，上顎ฝ

2から上顎Ꮐ6がሽ࿎㔍と⸻ᢿし，下顎は用中

の義歯の咬合㕙ౣ構ᚑを行い，上顎はහ時義歯を

する⸘↹を立᩺した．本∝では，♖ኒශ⽎ណ

得，咬合ណ得に口⣧内ス䉨䊞䊅ー㩿TRIOS® Color
3Shape A㪆S Copenhagen Denmark㪀 を用いた．上下

顎の↹デー䉺をSTLᒻᑼに変឵し，CADソフト

（ Dental Systems 2019 3Shape A㪆S Copenhagen

Denmark）でᱷሽ歯のᶖ，義歯設⸘を行い，3D䊒リ

䊮 䉺 ー 㩿straumann CARES® P30 rapidshape
Heimsheim Germany）を用しහ時義歯をቢᚑさ䈞

た．本研究はጤᚻක科大学歯学部୶理ᆔຬળのᛚ

認を得て，同ᗧ⺑明文にၮ䈨きᖚ者に研究の⿰ᣦを

ච分に⺑明し，同ᗧᦠを得た上で行った（ጤᚻක科

大学歯学部୶理ᆔຬળᛚ認⇟ภ01278）．

　

Ⅲ． 結果と考察

　本∝においては，口⣧内ス䉨䊞䊅ーを用いてశ

学ශ⽎をおこな䈉ことで少ᢙ歯の咬合支持を用して

咬合ណ得可能であった．それにより咬合床がਇ

要になり，᧪㒮回ᢙを減少さ䈞，ᖚ者のスト䊧スをシ

減できることが示唆された．また，本∝をㅢじて，හ

時義歯の全ての義歯のス䊁ッ䊒がデ䉳䉺ル

ᛛⴚを応用して可能であることが示された．

　

Ⅳ． 文献

1） Neumeier TT, Neumeier H. Digital immediate
dentures treatment: A clinical report of two
patients. J Prosthet Dent. 2016 Sep;116(3):314-9.
doi: 10.1016/j.prosdent.2016.01.010. Epub 2016
Apr 7.

2） ☨Ỉ　ᖘ，ዊᨋ℉，原✚一ᦶ，⮫⚓❱，ㄭ

藤ዏ⍮．口⣧内ス䉨䊞䊅ーを用いた♖ኒශ⽎ណ

得による全部床義歯の．デ䉳䉺ル歯科学ળ

 2018䋻P114-P147
　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺ጤᚻක科大学歯学部୶理ᆔຬળ，ᆔຬળ

⇟ภ䋺なし，ᛚ認⇟ภ䋺01278）
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咬合㆑和ᗵ∝⟲ᖚ者の∝ဳ分㘃と治療法に㑐する研究
╙3ႎ　∝ဳ分㘃とォᏫに䈧いて
　○ፉ↰　ᷕ，　ખ井ᄥᔃ，　ᷰㄝ⑲ม，　 ጟ加ᄹ子，　藤原　ၮ，　和᳇裕ਯ，　₹置ൎม

ᄹ川歯科大学大学㒮歯学研究科全り▤理ක歯学講座

A study on the classification and treatment of patients with occlusal discomfort syndrome
Third report: Classification of symptoms and outcome
Shimada A, Nakai T, Watanabe S, Kataoka K, Fujiwara H, Wake H, Tamaki K
Department of Critical Care Medicine and Dentistry, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental
University

Ⅰ． 目的

　咬合㆑和ᗵ∝⟲㩿Occlusal discomfort syndrome䋺
ODS，ᣣ本✄歯科学ળ1㪀㪀は，さま䈙まな∛ᘒを示す

ことからその実ᘒは明らかになっていない．Ṷ者らは

咬合㆑和ᗵ∝⟲の実ᘒを明らかにすることを目的

に，当⸻療科に᧪㒮した咬合㆑和ᗵを⸷䈋るᖚ者に

䈧いて検討を行っており，╙129回ᣣ本✄歯科学

ⴚ大ળおよび╙9回ᣣ本✄歯科学ળにてその․ᓽ

から∝ဳ分㘃を行䈉ことに䈧いてႎ๔した．そこでは

本学ળでឭ᩺している広義の咬合㆑和ᗵ∝⟲の

定義をෳ考に，ODS Ⅰဳ䋺歯，歯⚵❱の異常に起

࿃する咬合㆑和ᗵ，ODS Ⅱဳ䋺顎㑐▵，ྨ╭の異

常に起࿃する咬合㆑和ᗵ，ODS Ⅲဳ䋺上⸥以ᄖで咬

合㆑和ᗵに∝ဳ分㘃を行い，それ䈡れの․ᓽを確認

した2）．回は，ೋ⸻時にODS∝ဳ分㘃を行った∝

に䈧いて，実㓙に治療を行った後のォᏫを⺞䈼るこ

とにより咬合㆑和ᗵ∝⟲に䈧いて検討することを目

的とした．

　

Ⅱ． 方法

　ᄹ川歯科大学㒝ዻ∛㒮（咬合リ䉣䉹䊮⸻療科，ක

科歯科ㅪ៤䉶䊮䉺ー）のೋ⸻ᖚ者234名（平ᚑ24ᐕ4
䌾平ᚑ30ᐕ3）の䈉ち，らかの咬合に㑐する㆑

和ᗵの主⸷を⸷䈋咬合㆑和ᗵ∝⟲と⸻ᢿしたᖚ者

60名を対⽎に，ೋ⸻時に੍⸻，構ㅧ化⸻，K
ᑼᄙゲ⸻ᢿ，䉦ル䊁，咬合検ᩏ，顎㑐▵・ྨ╭検

ᩏ客観的ᚲをもとに∝ဳ分㘃を行い，それ䈡れの

․ᓽに䈧いて確認した．またそれ䈡れの∝に䈧い

て，その後行われた対応，治療の⒳㘃そしてォᏫに

䈧いて検討を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　回咬合㆑和ᗵᖚ者60名をODS3ဳに分㘃したと

こ䉐，ODSⅠဳでは50ઍ，ODS Ⅲဳでは40ઍᅚ性に

ᄙかった．咬合㆑和ᗵの主⸷の分㘃では，ODSⅠဳ

はᯏ能的な状ᘒ，ODSⅢဳは㕒的な状ᘒ䉇ᯏ能ૐ

下に㑐わる主⸷がᄙかった．発∝ᄾᯏにおいてODS
Ⅰဳでは✄ಣ置，修ᓳಣ置がᄙかった.ODSⅢဳ

では歯科⍶正，ᄖ科ಣ置な䈬もめ䈬のよ䈉な状ᘒで

も認められた．またODSⅢဳでは歯科治療に㑐わら

䈝発∝する䉬ースもᄙく，♖∔ᖚのᣢᓔを持䈧もの

もᄙくみられるとともに，ᖚ者ー歯科කᏧ㑐ଥが⦟ᅢ

でないものもᄙくみられた．ಣ置・対応に䈧いて

ODSⅠဳは主に⚻ㆊ観察，咬合治療，ODSⅡဳは，

顎㑐▵∝に対する対応，ODSⅢဳでは，主に⺑明，

ᜰዉ，⚻ㆊ観察，⚫元䈻，ઁ科ኾ㐷ක䈻のଐ㗬で

あったが，顎㑐▵∝に対する対応䉇咬合治療を行䈉

ことが∝状のᶖᄬに⥋る場合もあった

ォᏫに䈧いてODSⅠဳでは⚳ੌ，⛮⛯，ODSⅡဳで

は⚳ੌ，ODS Ⅲဳでは⛮⛯，中ᢿがᄙくみられた．

ODSには，ེ⾰的㗴とᖚ者の⸷䈋とのਵ㔌がみら

れる∝もあり，より⚦に分㘃を行䈉ためにはᔃ理

␠ળ的要࿃（修㘼࿃子）に䈧いての評価を行䈉ことが

ᔅ要であると思われた．

　

Ⅳ． 文献

1） Tamaki K, Ishigaki S, Ogawa T, et al. Position
paper Japan Prosthodontic Society position
paper on “occlusal discomfort syndrome”. J
Prosthodontic Res.2016;60(3):156-166.

2） ፉ↰　ᷕ，ખ井ᄥᔃ，ᷰㄝ⑲ม䈾か．咬合㆑和

ᗵ∝⟲ᖚ者の∝ဳ分㘃と治療法に㑐する研

究　╙1ႎ　ODSᖚ者の․ᓽ．✄ 128回․

ภ 2019; 11 : 175.
　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺学ᩞ法ੱᄹ川歯科大学研究୶理ክᩏ

ᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000995，ᛚ認⇟ภ䋺530）
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䉶䊜䊮ト⧘⚦⢩におけるCa2㪂ᵴ性化K㪂䉼䊞䊈ル発

　○㎨↰⡡ੳ　　

㪈㪃2㪀，　ằ川義ᐘ　　

2㪀，　ጊ下⑲一㇢　　

㪈㪀

　

㪈㪀᧲੩歯科大学䊌ーシ䊞ルデ䊮䉼䊞ー✄学講座，　

2㪀᧲੩歯科大学生理学講座

Expression of Ca2+-activated K+ Channels in Human Cementoblast

Kamata S1,2), Shibukawa Y2), Yamashita S1)

1)Department of Removable Partial Prosthodontics, Tokyo Dental College, 2)Department of Physiology,
Tokyo Dental College

Ⅰ． 目的

　ዪ部床義歯の支持᭽ᑼには歯ᩮ膜支持と粘膜支

持がある．ੱᎿ歯に咬合力が用した場合に，支บ

装置をして支บ歯にવ㆐される荷重が歯ゲ方向に

一⥌していれ䈳，歯ᩮ膜は義歯の定にとって重要

なᓎ割をᜂ䈉ことが可能である．歯ᩮ膜は䉶䊜䊮ト⾰に

歯ᩮ膜✢⛽がଚし，歯ᮏ㛽とㅪ結することでそのᯏ

能を発ើする．一方で，䉶䊜䊮ト⾰ᒻᚑの分子⚦⢩学

的⚦は明らかにされてはいない．⚦⢩膜をする

シ䉫䊅ルવ㆐は，さま䈙まな⚦⢩ㆊ⒟を⺞ᢛしてい

る．しかし，䉶䊜䊮ト⧘⚦⢩の䉟䉥䊮䉼䊞䊈ル発に䈧

いてのႎ๔はなく，䉶䊜䊮ト⾰ᒻᚑᯏ能に対する⚦⢩

膜䉟䉥䊮ᯏ構をした分子⚦⢩学的な理解はされて

いない．そこで本研究では，䊍ト↱᧪䉶䊜䊮ト⧘⚦⢩か

ら⚦⢩膜䉟䉥䊮㔚ᵹ⸥㍳を行い，㔚ଐሽ性䉟䉥䊮

䉼䊞䊈ル発を検討した．

　

Ⅱ． 方法

　䊍ト䉶䊜䊮ト⧘⚦⢩（HCEM）にwhole-cell patch-

clamp法を用いて，全⚦⢩膜䉟䉥䊮䉼䊞䊈ル㔚ᵹを⸘

測した．ᮡḰ⚦⢩ᄖᶧ（ᮡḰECS）としてKrebsṁᶧ

136 mM NaCl，5 mM KCl，2.5 mM CaCl2，0.5
mM MgCl2，10 mM HEPES，12 mM NaHCO3，10
mM glucose（pH7.4）を用い，ᮡḰ⚦⢩内ᶧ（ᮡḰ

ICS）として，140 mM KCl㪃 10 mM NaCl㪃 10 mM
HEPES （pH7.2）のṁᶧを用いた．ᮡḰICSのK㪂を等

モルỚᐲでCs㪂に置឵した⚦⢩内ṁᶧ（Cs-ICS）およ

びᮡḰECS㪆ICSからK㪂とCl-を等モルỚᐲでCs㪂と

gluconate-にそれ䈡れ置឵したṁᶧ（Cs-gluc-ECS㪆

ICS）をᚑした．また，⹜⮎として㕖ㆬᛯ的K㪂䉼䊞䊈

ル 䊑 䊨 ッ 䉦 ー で あ る tetraethylammonium chloride

（TEA）およびCa2㪂ᵴ性化K㪂䉼䊞䊈ル䊑䊨ッ䉦ーであ

る，Iberiotoxin（IbTX），apamin，TRAM-34を用し

た．

　

Ⅲ． 結果と考察

　ᮡḰECS㪆ICS下で持㔚（Vh）㪔 -70 mVから10
mVス䊁ッ䊒䈝䈧の⣕分極ೝỗを行なったとこ䉐，ᄖ

向き㔚ᵹと内向き㔚ᵹが⸥㍳された．Cs-ICS下で同

᭽の⣕分極ೝỗを行ったとこ䉐，ᄖ向き㔚ᵹは䈾䈿

ᶖᄬした．ECS㪆ICS下でTEAをᛩਈ（10 mM）する

と，ᄖ向き㔚ᵹの㔚ᵹኒᐲ（pA㪆pF）が可ㅒ的に減少

した． Cs-gluc-ECS㪆ICS下で㪃 Vhを -100 mVとして

⣕分極ೝỗをਈ䈋ると，ᄖ向き㔚ᵹは減少し，内向き

㔚ᵹがした．ᮡḰECS㪆ICS からCs-ICSに置឵

すると，ᄖ向き㔚ᵹが䈾䈿ᶖᄬした．したがって，ᄖ向

き㔚ᵹはK㪂ㅘㆊ性であると示された．また，そのᄖ向

き㔚ᵹは⚦⢩ᄖTEAᗵฃ性を示したことから，HCEM
にはK㪂䉼䊞䊈ルが発されていると考䈋られた．そこ

でlarge-conductanceを示すCa2㪂ᵴ性化K㪂䉼䊞䊈ル䊑

䊨ッ䉦ーであるIbTXをᛩਈ（0.1 㱘M）すると，ᄖ向き

㔚ᵹの㔚ᵹኒᐲが可ㅒ的に減少した．しかし，small
およびintermediate-conductanceを示すCa2㪂ᵴ性化K
㪂 䉼 䊞 䊈 ル 䊑 䊨 ッ 䉦 ー で あ る apamin （ 500㱘M ） ，

TRAM-34（10㱘M）のᛩਈでは，ᄖ向き㔚ᵹの㔚ᵹ

ኒᐲの減少はみられなかった．以上のことから䊍ト䉶䊜

䊮ト⧘⚦⢩にはlarge-conductanceを示すCa2㪂ᵴ性化

K㪂䉼䊞䊈ルが発していることが示された．

　以上から，本研究結果により䉶䊜䊮ト⧘⚦⢩の⚦⢩

膜․性の一┵が明らかとなった．
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口⣧粘膜៊்後に発∝するᯏ᪾・ᾲ痛ⷡㆊᢅ䈻の加齢によ
るᓇ㗀
　○大㖸　᮸，　ᶆ↰ஜᄥ㇢，　生↰目大，　藤原ᘕᄥ㇢，　የஜ，　ᳰ↰⾆ਯ，　દ藤ᥓ加，
　ጟ↰⌀治，　高ᵤආ᮸，　દ藤　⾫，　有ベ⧐明，　㘵ᴧశ
ᣣ本大学歯学部歯科✄学╙Ⅰ講座

The effect of aging on mechanical and thermal hyperalgesia following oral mucosal injury

Ohto T, Urata K, Ikutame D, Fujiwara S, Nishio K, Ikeda T, Ito T, Okada S, Takatu M, Ito K, Ariwa Y,
Iinuma T
Department of Complete Denture Prosthodontics,, Nihon University School of Dentistry

Ⅰ． 目的

　加齢は⚻♽に᭽䇱な変化をᒁき起こすが⍮ら

れているが，疼痛発に対するᓇ㗀は一定の解が

得られていない．また，高齢者✄⥃床において，口

⣧粘膜でのẩ≌ᒻᚑと疼痛発の有ήとが⋧㑐しな

い義歯装着ᖚ者䉇，義歯⺞ᢛ時の疼痛の認⍮がਇ

明確なため⸻ᢿ䉇ಣ置が࿎㔍となるᖚ者にㆣㆄする

がある．しかし，口⣧ᄖと比較して口⣧内の疼痛ฃ

ኈᯏ構に䈧いてはႎ๔が少なく，さらに加齢が口⣧

粘膜の疼痛ฃኈに䈿すᓇ㗀はਇ明なὐがᄙい．

そこで本研究では⠧化䊙ウス（SAMP8）を用い，顎㗻

㕙㗔ၞの疼痛⺞▵シス䊁䊛に㑐ਈする䊙ク䊨フ䉜ー䉳

性∉応╵に着目し，口蓋粘膜៊்後の៊்部を支

㈩する三⚻▵（TG）での䊙ク䊨フ䉜ー䉳の発

び性⾰変឵に対する加齢変化を解析するで，高齢

者口⣧粘膜の疼痛ฃኈᯏ構に䈧いて検討を行䈉を

目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　実㛎は⠧化䊙ウス（SAMP8，以下P8）び⧯ᐕ䊙ウ

ス（SAMR1，以下R1）㓶性23ㅳ齢のᏀ口蓋粘膜に

切開を加䈋，P8切開⟲とR1切開⟲とし，これに切開の

ᓇ㗀を考ᘦするためP8㕖切開⟲びR1㕖切開⟲を

加䈋た4⟲に䈧いて比較検討を行った．行േ観察実

㛎では，切開部にデ䉳䉺ルフ䉤䊮フ䊤䉟を用いたᯏ᪾

ೝỗを加䈋た㓙のㅏ避㑣値（MHWT）あるいは䉰ー

䊙ル䊒䊨ー䊑を用いたᾲೝỗを加䈋た㓙のㅏ避㑣値

（HHWT）を⚻ᣣ的に⸘測した．さらに，痛ⷡㆊᢅ発

∝時のTG中の䊙ク䊨フ䉜ー䉳の発び性⾰変化に

対する加齢のᓇ㗀を⺞䈼るために，切開後3ᣣ目お

よび14ᣣ目に4 ％䊌䊤フ䉤ル䊛アルデ䊍䊄によるἠᵹ

࿕定後，TGにおける䊙ク䊨フ䉜ー䉳䊙ー䉦ー（Iba1）

び்ኂ性䊙ク䊨フ䉜ー䉳（M1）の発を∉⚵❱化学

的に解析した．

　

Ⅲ． 結果と考察

　行േ観察実㛎の結果，切開後3 ᣣ目では口蓋粘膜

䈻のᯏ᪾ೝỗに対するㅏ避㑣値はP8切開⟲で最も

有ᗧなૐ下を認めた．またᾲೝỗに対するㅏ避㑣値

⸘測の結果， P8はR1と比較してᾲೝỗに対する㑣

値が有ᗧに高く，またP8はR1と比較して切開ಣ置後

に発∝するᾲ痛ⷡㆊᢅのᣧᦼ回ᓳを認めた．∉⚵

❱化学的解析の結果，切開後3ᣣ目において，P8切

開⟲はઁの3と比較してTG中のIba1発が増加

向を示し，M1発は有ᗧな増加を認めた．また切開

後14 ᣣ目においても，P8切開⟲はઁの3と比較し

てM1発の有ᗧな増加を認めた．

　以上の結果より，口蓋粘膜៊்後に発するᯏ᪾

痛ⷡㆊᢅは加齢により増ᒝび持⛯するが明らか

となった．一方，ᾲ痛ⷡㆊᢅは減ᒙし，発∝したᾲ痛

ⷡㆊᢅは⧯ᐕ⟲よりも持⛯しないが明らかとなっ

た．よって加齢により痛ⷡㆊᢅは変⺞するが明らか

となり，TG中におけるᵴ性化䊙ク䊨フ䉜ー䉳とM1の発

増加が㑐ਈする可能性が示された．

　

（୶理ክᩏᆔຬળ名䋺ᣣ本大学േ物実㛎ᆔຬળ，ᆔ

ຬ ળ ⇟ ภ 䋺 CRB3180013 ， ᛚ 認 ⇟ ภ 䋺

AP18DEN017-1）
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咬合㆑和ᗵ∝⟲ᖚ者の∝ဳ分㘃と治療法に㑐する研究
ṽ方ಣ方の有ല性に䈧いて
　○ખ井ᄥᔃ，　ᷰㄝ⑲ม，　ፉ↰　ᷕ，　 ጟ加ᄹ子，　藤原　ၮ，　和᳇裕ਯ，　₹置ൎม

ᄹ川歯科大学大学㒮歯学研究科全り▤理ක歯学講座

A study on the classification and treatment of patients with occlusal discomfort syndrome
On the Effectiveness of Kampo Prescription
Nakai T, Watanabe S, Shimada A, Kataoka K, Fujiwara H, Wake H, Tamaki K
Department of Critical Care Medicine and Dentistry, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental
University

Ⅰ． 目的

　咬合㆑和ᗵ∝⟲㩿Occlusal discomfort syndrome䋺
ODS1㪀㪀が本学ળで定義されたが，その実ᘒはਇ明な

部分がᄙく，その治療法は確立されていない．Ṷ者ら

は咬合㆑和ᗵ∝⟲の実ᘒを明らかにすることを目

的に，当⸻療科に᧪㒮した咬合㆑和ᗵを⸷䈋るᖚ者

に䈧いて検討を行っている．咬合㆑和ᗵᖚ者は，咬

合㆑和ᗵのઁにも全り的なᄙᓀな∝状を示し，ㅢ常

の治療に応しないこともあり対応に⧰ᘦすることもᄙ

い．口⣧内の∝状にはᔃ理的な要素を䉃ⶄ合的な

要࿃が⛊䉃こともᄙくṽ方治療がᄼഞすると⸒われて

おり2），常に全りを一の有ᯏ体としてとら䈋，ᔃり全

体の⺞和を図り，体Ꮕをዅ重する3）ṽ方方は∝

状を✭和する䈣けでなくり体の治療ⅣႺをᡷༀする

ことで，その治療のല果を上䈕ていくὐに着目し，咬

合㆑和ᗵ∝⟲の治療に対するṽ方ಣ方の有ല性

に䈧いて検討を行った．

　

Ⅱ． 方法

　2018ᐕ䌾2019ᐕにᄹ川歯科大学㒝ዻ∛㒮（ක科

歯科ㅪ៤䉶䊮䉺ー）に，らかの咬合㆑和ᗵを⸷䈋᧪

㒮したᖚ者に対して，ೋ⸻時に੍⸻，構ㅧ化⸻

およびක療㕙ធを行い咬合㆑和ᗵ∝⟲と⸻ᢿし

たᖚ者の䈉ち，ṽ方ಣ方の適応と್ᢿし，ಣ方に対し

ੌ解の得られたᖚ者10名を対⽎とした．ක療㕙ធに

おいて，それ䈡れの∝状を⡞き，ṽ方ኾ㐷歯科කᏧ

によるṽ方的⸻ᢿ（⸽の確認）を行い，∝状に応じた

ṽ方をಣ方しそのല果に䈧いて観察を行った．回

は，ᖚ者のᐕ齢，性，咬合㆑和ᗵ（ODS）分㘃，ṽ

方的⸻ᢿ（⸽の確認），ಣ方したṽ方方の⒳㘃，各

ᖚ者におけるಣ方後の主⸷㩿VAS㪀の変化に䈧いて検

討を行った．

　

Ⅲ． 結果と考察

　回，当科に᧪㒮し，ṽ方ಣ方に合ᗧの得られた

咬合㆑和ᗵ∝⟲ᖚ者10名に対して検討を行った．

ᖚ者はす䈼てᅚ性であり，ᐕ齢は40ઍがもっともᄙ

かった．ODS分㘃ではⅢဳがᄙくられた．ṽ方的⸻

ᢿ（⸽の確認）では，಄䈋，≁ⴊ，口⣧ੇ῎がᄙかっ

た．ಣ方したṽ方方はච全大ḡ，中⋉᳇ḡ，

⧠散，ᛥ⢄散がᄙかった．各ᖚ者におけるಣ方後

の主⸷（VAS）の変化に䈧いては，䈳ら䈧きはあるも

のの䈰減少向にあった．

　ṽ方方の用は∝状を✭和する䈣けでなくり体

の治療ⅣႺをᡷༀすることで，その治療のല果を上

䈕るとされている．咬合㆑和ᗵ∝⟲のᖚ者は，体力

の䈋が∝状の⢛᥊にある場合がᄙく，回治療Ⅳ

Ⴚをᢛ䈋ることを目的に，本治ṽ方⮎の中でとし

てᛒわれるච全大ḡあるいは中⋉ḡを用いた．

さらにਇ，ਇ⌁，⚻ㆊᢅな䈬のઃᏪ∝状に合わ

䈞てᛥ⢄散，加ㅖ㆔散，ᩊ⢫加┥㛽‖ⰰḡ，⧠

散な䈬を用いたとこ䉐，ᄙくのᖚ者において∝状のᡷ

ༀがみられ，咬合㆑和ᗵ∝⟲ᖚ者に対するṽ方ಣ

方の有ല性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Tamaki K, Ishigaki S, Ogawa T, et al. Position
paper Japan Prosthodontic Society position
paper on “occlusal discomfort syndrome”. J
Prosthodontic Res. 2016;60(3):156-166.

2） Watanabe S, Toyama T, Sato T, et al. Kampo
Therapies and the Use of Herbal Medicines in
the Dentistry in Japan. Medicines,2019; 6:31-34.

3） ᩑᧁ明．歯科ṽ方䊘䉬ット䊑ック．੩ㇺ䋺᳗ᧃ

ᦠᐫ䋻2014，8-9.
　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺学ᩞ法ੱᄹ川歯科大学研究୶理ክᩏ

ᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺11000995，ᛚ認⇟ภ䋺530）
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中高ᐕにおける⌧⌁時䊑䊤䉨シ䉵䊛の生理学的․性

　○⼾↰理⚓　　

㪈㪃2㪀，　原ᧁ⌀๋　　

㪊㪀，　ㄞ㒋੫子　　

㪊㪀，　ᳰㆺ一ౖ　　

㪈㪀，　⍫⼱ඳ文　　

㪊㪀，　加藤隆ผ　　

2㪀

　

㪈㪀大㒋大学大学㒮歯学研究科顎口⣧ᯏ能ౣᑪ学講座有床義歯✄学・高齢者歯科学分㊁，
　

2㪀大㒋大学大学㒮歯学研究科高次⣖口⣧ᯏ能学講座口⣧生理学ᢎቶ，　

㪊㪀大㒋大学大学㒮歯
学研究科顎口⣧ᯏ能ౣᑪ学講座ク䊤ウ䊮䊑リッ䉳✄学分㊁
Characteristics of sleep bruxism in middle-aged subjects.

Toyota R1,2), Haraki S3), Tsujisaka A3), Ikebe K1), Yatani H3), Kato T2)

1)Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Prosthodontics, Gerodontology and Oral
Rehabilitation, 2)Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Oral Physiology, 3)Osaka
University Graduate School of Dentistry, Department of Fixed Prosthodontics

Ⅰ． 目的

　⌧⌁時䊑䊤䉨シ䉵䊛 㩿Sleep Bruxism㪑 SB㪀 は，⌧⌁

中にリ䉵䊛性ྨ╭ᵴേ 㩿Rhythmic masticatory
muscle activity㪑 RMMA㪀 が㗫発する․ᓽがある．SB
は，中高ᐕઍの✄歯科治療で考ᘦす䈼き⌧⌁

㑐ㅪ∔ᖚの一䈧である．∉学研究では，歯䈑しり㖸を

もとに▚したSBの発生率が加齢にい減少すると

ႎ๔されている1㪀．一方，生理学的には，RMMAがᓸ

ዊⷡ㉕に㑐ㅪして発生することが示されており，⧯ᐕ

ᚑੱよりᓸዊⷡ㉕がᄙい中高ᐕの⌧⌁では，RMMA
がᄙく発生するとផ測できる．しかし，中高ᐕにおい

て，そのよ䈉な⺑は検⸽されていない．

　本研究では，䊘リソ䊛䊉䉫䊤フ䉞ー 㩿PSG㪀 検ᩏを用

い，中高ᐕ被㛎者のRMMAとᓸዊⷡ㉕の発生に㑐

わる生理学的․性を明らかにすることを目的とした．

　

Ⅱ． 方法

　1㪃 中高ᐕ被㛎者㪑 40 ᱦ以上の被㛎者を学内ᄖで

㓸した．㒰ᄖၮḰはᱷሽ歯20 本ᧂḩの者，⠌ᘠ

性の大きないびきのある者，⌧⌁⮎用中の者，重

ᐲ歯∛⟕ᖚ者とした．

　2㪃 ⌧⌁検ᩏ㪑 研究ෳ加に同ᗧを得たஜᐽな被㛎者

㩿N㪔23㪒 M㪑 8 F㪑 15㪒 53.8㫧8.5 ᱦ㪒 21.6㫧2.2 kg㪆m2㪀

に対して，本研究科においてPSG検ᩏを二ᄛㅪ⛯で

ᣉ行した．⾰と⸻を用いて，SB䉇OSAな䈬⌧

⌁㓚ኂの⥄ઁⷡ∝状を確認した．

　3㪃 デー䉺解析㪑 ☨࿖⌧⌁ක学ળのၮḰにḰし

て，⌧⌁段階䉇ᓸዊⷡ㉕，ήๆૐๆな䈬の生理

的ᜰᮡを್定し，⌧⌁変ᢙを▚した．また，PSG検

ᩏから被㛎者全ຬがOSAᖚ者でないことを確認し

た．RMMAは，咬╭╭㔚図，䊎デ䉥ᤋ，⸥㍳㖸ჿ

より್定した．RMMAの発生㗫ᐲ 㩿RMMA index㪀 を

もとにSBを⸻ᢿし，㪓2 回㪆時のஜ常⟲，≥4 回㪆時の高

㗫ᐲ⟲をした．

　4㪃 ⧯ᐕ被㛎者㪑 同᭽の方法でPSG検ᩏを行った⧯

ᐕ被㛎者の䈉ち，RMMA index ≥4 回㪆時と್定され

た15 名 㩿⧯ᐕ高㗫ᐲ⟲㪒 M㪑 8 F㪑 7㪒 23.2㫧1.2 ᱦ㪒

20.4㫧1.9 kg㪆m2㪀 を比較対⽎とした．

　5㪃 ⛔⸘解析㪑 ⟲㑆の比較にMann-WhitneyのU検定

を用いた．有ᗧ᳓Ḱは5㩼とした．

　

Ⅲ． 結果と考察

　1㪃 中高ᐕ被㛎者23 名の䈉ち，ஜ常⟲は9 名 㩿M㪑 2
F㪑 7㪒 57.9㫧6.0 ᱦ㪒 RMMA index㪑 1.0㫧0.6 回㪆時㪀，

高㗫ᐲ⟲は8 名 㩿M㪑 6 F㪑 2㪒 51.3㫧10.3 ᱦ㪒 RMMA
index㪑 7.3㫧2.4 回㪆時㪀 であった．中高ᐕ高㗫ᐲ⟲で

は，ஜ常⟲と比䈼て，䊧䊛⌧⌁のභ有率が高い以ᄖ

に⌧⌁構築にᏅを認めなかった．しかし，⧯ᐕ高㗫ᐲ

⟲と比䈼て，⌧⌁時㑆が有ᗧに⍴く，ᵻい䊉䊮䊧䊛⌧

⌁のභ有率が高く，ᷓい䊉䊮䊧䊛⌧⌁のභ有率はૐ

かった．さらに，ᓸዊⷡ㉕の発生㗫ᐲは，中高ᐕ高㗫

ᐲ⟲ 㩿14.8㫧5.1 回㪆時㪀 の䈾䈉が⧯ᐕ高㗫ᐲ⟲ 㩿10.

3㫧3.4 回㪆時㪀 より有ᗧに高かった 㩿P㪓0.05㪀．

　2㪃 中高ᐕ高㗫ᐲ⟲のRMMA indexは，⧯ᐕ高㗫ᐲ

⟲ 㩿7.1㫧2.4 回㪆時㪀 と有ᗧᏅを認めなかった．しか

し，全RMMAの䈉ち，歯䈑しり㖸を䈉RMMAの割合

は，中高ᐕ高㗫ᐲ⟲で13.2㫧19.4㩼 㩿発生㗫ᐲ㪑 0.8
㫧1.1 回㪆時㪀 ，⧯ᐕ高㗫ᐲ⟲では 33.8㫧29.7㩼 㩿3.1
㫧3.5 回㪆時㪀 であった㩿P㪓0.05㪀．

　3㪃 本研究では，中高ᐕ高㗫ᐲ⟲の⌧⌁は，⧯ᐕ高

㗫ᐲ⟲と比䈼て，ᓸዊⷡ㉕の増加な䈬，一⥸的な中

高ᐕの⌧⌁を示すが，RMMAの発生㗫ᐲにᏅを認

めなかった．したがって，中高ᐕでは，⧯ᐕᚑੱより

ᓸዊⷡ㉕に対するRMMAの応╵․性がૐい可能性

が示唆された．また，中高ᐕ高㗫ᐲ⟲では歯䈑しり㖸

の発生率がૐいことから，RMMAのㆇേ․性が⧯ᐕ

ᚑੱと異なる可能性が示唆された．

　

Ⅳ． 文献

1） Kato T, Velly AM, Nakane T et al. Age is
associated with self-reported sleep bruxism,
independently of tooth loss. Sleep Breath 2012;
16: 1159-65.

　

（発に㓙してᖚ者・被㛎者の同ᗧを得た．୶理ክᩏ

ᆔຬળ名䋺大㒋大学大学㒮歯学研究科・歯学部び

歯学部㒝ዻ∛㒮୶理ክᩏᆔຬળ，ᆔຬળ⇟ภ䋺

11000078，ᛚ認⇟ภ䋺H29-E48-1）
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